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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章『リビングバイ』


第二章『世界塔』


第三章『Ｗ・Ｗ・Ｗ』


第四章『とある兄妹を巡る挿話』
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　実にアホ面づらのアイがいる。


　パジャマの裾すそはへその上までまくれ上がり。それを隠かくすはずの毛布は蹴けっ飛とばされて足の向こう。口は喉のどの奥おくまで全開で、きたないよだれが口の端はしからタラリと垂れている。その口から漏もれるのはよだれと同価値の見みえ透すいた寝ね言ごと。


「……………………眠ねむい」


　シンプルながらなかなか度し難い寝言を吐はいて、いま、アイが床ゆかに落ちた。


　どごん、と、


　完全に顔面からいった、そのままたっぷり一秒は静止してから、アイはぱたりと倒たおれ込こむ。


　動かない。死んだのかもしれない。


　アイはしばらく、そのままの体勢でモジモジと未練がましく寝転がっていた。だが流石さすがに冷えてきたのか、ぶるりっと一度震ふるえて「むくり」と起きる。


　じとーっと薄うすく、目が開く。


　朝、太陽が昇のぼったばかりの冷めた空気、いつもならふわふわと舞まっている埃ほこり達はまだ床の上でおとなしくしている。がたついた雨戸からもれる光が七色の三さん角かく錐すいを描えがいている。もう五月だというのに霜しもまで降りた冷たい朝。


　ここは、ターニャ・スウェッジウッドの実家だ。


　アイは見ているんだか見ていないんだかよく分からない瞳ひとみでじとーっと景色を見晴らして、最後に自分が落ちてきた場所を見る。湯船のような木の枠わくに藁わらを敷しきつめた簡素なベッド。今そこには枕まくらと毛布と藁わら屑くずと、一人の乙女おとめがまぜこぜになって眠っている。


　アイの元クラスメイトであり現げん友達。


　ターニャは「……う……ん」と唸うなってふるふると震え、こちらに手を伸のばして「……ちゅん……ちゅん」と反響定位の技で湯たんぽさえずつてアイを探す。その声は朝の鳥達に混ざりこむようでなんだかかわいい。


　ぽふっとアイはベッドに飛び込む。ターニャはなんの疑問も抱いだかずにそれを抱だきしめて「ニコー」っと笑う。アイはこの、なにかと気苦労の多い盲もう目もくの友が、こうした意識のない時だけ無む邪じや気きに振ふる舞まうのをとてもかわいいと思う。
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　二度寝。もういちどまどろみの中へ……。


　アイはすぐにかすかな寝息を立て始め。納な屋やには一羽ぬけおちた小鳥のさえずりだけが残った。


　──そこへ、トン、トン、と。


　沈ちん黙もくは破られ、ノックの音が空気を叩たたく。


「おーい、アイー、起きてっかー？」


　アリスだ。


「……こりゃ寝てっかな。ちょっと見てくれよディー」


「いいよー……うーんと……」


　言葉と共ににょっきりと、ドアノブの辺りから頭が生える。肩かた口ぐちまでの黒い髪かみ、好こう奇き心しんにきらめく黒い瞳。


　幽霊デイーはきょろきょろと辺りを見回してからベッドを注視し、


「うん、寝てるね」


「仕方ねえなぁ」


　ぎいいいい、と断だん末まつ魔まのような音を上げて扉とびらが開かれ、部屋に清い空気と新しい光をもたらした。ベッドの上の娘むすめらはひっくり返されたダンゴムシの様ようにやる気のない悲鳴をあげてもぞもぞと毛布の下に潜もぐり込む。


「おらおら起きろー」


　アリスは室内にずかずかと入りこんで窓とカーテンを開け放って外気を入れた。娘達は数少ない毛布をお互たがいに分け合い、肌はだを寄せ合ってこの残ざん酷こくな行こう為いに耐たえ忍しのんだ。


「おら！　いつまで寝てるんだお前ら！　とっとと起ーきーろー！」


　ぐいーっと毛布の真ん中を引っ張る。二人は無意識に毛布を丸め込んで固くまとまる。


「おーいアイ！　起きろ！　朝だぞ！」


「……ぬ？」


　引っ張り出されてひっくり返されて、ようやくアイがぱちぱちと、寝ぼけ眼まなこをうっすらと開く。


「ぬ、じゃねぇよ。起きたか？」


「うにゅ……」


　言ってアイはだるんっと両手を天に突つき出だす。


「？　？　？　なんだこりゃ」


「起こしてってことじゃない？」


「……自分で起きろよ」


　言いつつもアリスは「しょうがねぇなー」と呟つぶやいて両手を引っ張る。アイは首が据すわらぬ赤あかん坊ぼうのようにダルンとしたまま、それでも何とか起きてベッドの脇わきにちょこんと座った。


　そしてそのまま万ばん歳ざいをする。


「？　？　？　ディー。これは？」


「着き替がえさせてってことじゃない？」


「……自分で着替えろよ」


　言いつつもアリスは──、


「巫ふ山ざ戯けるな馬ば鹿か！」


　ディーはアリスの黒目を連打した。


「うぎゃー!!　おまっ！　なんてことすんだよ！　キモイキモイ！」


「それはこっちの台詞せりふだよ！　なに本当に着替えさせようとしてんのさ馬鹿！　変態！」


「お、お前が言ったんだろが！　大体こんな餓が鬼きの裸はだかなんてだれが好きこのんで……」


「これはアイの分！」


「ぎゃあああ!!」


　アリスは自分の目から生える他人の親指という大変キモチノワルイ光景を眺ながめた。


「そしてこれもアイの分！　これもこれもこれもこれも！」


「うわあぁぁ！　キモイキモイキモイ!!」


　その喧けん噪そうがようやく、夢の世界に届いたのか、


「……んにゅ……？」


　やっとのことで、アイが目を覚ました。


「…………あら……おはようございますアリスさん……」


「出てけこの変態！　俺おれの中から出てけ!!」


「……朝から賑にぎやかな人ですねぇ。なにをやっているんですか……？」


「あ、おはようアイー」


「？」


　アイにはじたばたと暴れ回るアリスの姿しか見えない。それなのにディーの声が聞こえる。いったいどこに隠れているというのか？


「こっちこっち」


「？…………ひっ！」


　一発で目が覚めた。声の出所であるアリスの口元、そこからディーのきらきらと光る瞳ひとみが覗のぞいている。


「出てけバカー！」


「あ、アリス、右の奥歯ブラッシング甘あまいよ。歯し垢こうが残ってる」


「み、見んなよぅ！　そんなところ勝手に見んなぁ～～!!」


　ぐああ～～!!　とアリスが頭を抱かかえてようやく、ディーがするりと腹の辺りから這はい出てくる。


「……うわぁ」


　ひどい絵面だった。まるで腐くされた有ゆう袋たい類るい。


「とりあえずおはようアイ。早く着替えなね」


「はーい」


「あとは委員長か……まったくすっかり堕だ落らくしちまって……」


「アリスさん。その呼び方ダメですよ。怒おこられますよ」


「おっと、そうだった」


　アイはアリスに注意してから、ターニャの寝顔をそっと見つめた。その顔は安らかで、ふわふわとしていて、学園にいた頃ころの「委員長」っぽさは抜ぬけ落ちている。アイはその寝顔をいとおしくおもって、顔に掛かかる前髪を梳すいてやる。


　ターニャはあの日を境に「あえて」ダメ人間っぷりに磨みがきを掛けているのだそうだ。朝寝坊はするし、喧けん嘩かもするし、人に甘える事も覚えた。いまもまた、消えた湯たんぽを探して「……ちゅん……ちゅん」と鳴いて右手を伸ばしている。


　アイはその手を捕つかまえて、声を掛ける。


「ターニャさん」


「……ん？」


　目め尻じりをぬぐって、ターニャが目覚める。


「あ、おはよ。アイ……」


「はい、おはようございます」


　横たわったまま「ふっ」と笑って、二人は朝の挨あい拶さつを交かわした。なぜだかすこしくすぐったい様な良い気分だった。最近はずっと、こんな風に誰だれかを起こしたり起こされたりして朝を過ごしているのだ。


　そう、最近はずっと──、


　だがそれも、今日までだ。


「あ……」


　そのことを思い出して、アイは視線を逸そらして机の上を見た。そこには白く、ぴんと張ったシャツとよく手入れされた墓はか守もりの服がたたまれていた。


　ここ最近はずっと、着ていなかった旅の服。


「……アイ。本当に、行くの？　傷ス持カちーさんをさがしに……」


　ターニャがすっと表情を深くして、後ろからそっと、アイを抱いた。


「別に、いいんじゃない？　アイがわざわざそんなことしなくても……」


「…………」


「ここで、さ。みんなと一いつ緒しよに暮らして、過ごそうよ。きっと楽しいよ」


「それは悪あく魔まの誘さそいですね……」


「うん、いいでしょ？」


「そうですね。それはきっと、楽しくて、幸せなことですね」


　しかし言葉とは裏腹に、アイはターニャの腕かいなを解ほどいて、あたたかなそこからトンッと逃にげ出す。両手を広げて着地して、顔だけで背後を振り返り、


「でも、もうちょっとだけ、がんばってみます」


「諦あきらめるまで？」


「諦めるまで」


　そっか、と軽い調子でうなずいて、ターニャはブラシを取り出して自分の隣となりをぽんぽんと叩いた。それを見てアイは散歩に誘われた子犬のような勢いでそこに飛び込む。


「背筋を伸ばして」


「はい」


「あっち向いて」


「はい」


　そしてターニャはゆっくりと、アイの髪を梳き始めた。


　ブラシが頭を撫なでていく。髪が一ひと房ふさごとに引っ張られる。


　アイの好きな、感かん触しよくだった。


「……いつでも帰ってきて、いいんだからね」


　ターニャは髪を、ことさら細かく編み上げた。旅路ではできないような、細やかな編み目をキャンバスに描えがいた。アイは後ろ髪を引くブラシの感触と、そこで泳ぐ手の温かさを記き憶おくの奥おくに刻みながら、嚙かみしめるように、はい、と頷うなずいた。


　旅がまた、始まろうとしていた。
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　あおい車にガソリンを、人の腹にパンとスープを、そして赤あか子ごにミルクを、ぱんぱんに詰つめ込んでから一行は車上の人となった。


　霜しもがすっかり干ひ上あがった朝の遅おそく、整備されたエンジンがゆるやかな排はい気き音おんを響ひびかせている。運転席にはユリーが、中席にはセリカとアリスが、天てん井じようにはディーが寝ね転ころんで残る者たちを見ている。


　助手席から顔を出して、アイはスウェッジウッド家の三人に挨拶をした。


「さよなら、みなさん」


「うん……」


　ターニャはエプロンで目元を拭ふいて、傍かたわらの両親にぎゅっと縋すがった。


「アイくん。娘むすめがいった通り、いつまでもいてくれていいんだよ……」


　ターニャの両親は離はなれた時間を埋うめるように娘を支えながら、その上で一行の心配までした。もうだいぶ壮そう年ねんの、口ひげが似合うゼラーデ・スウェッジウッドとちょっと太りぎみのポルカ・スウェッジウッド。ターニャの両親は、まことにターニャの両親らしい、善良な、優やさしい人たちだった。


　アイはにこりと笑ってゼラーデの申し出を丁てい寧ねいに断る。


「ありがとう。おじ様。でも、私は行きます。行きたいんです」


「……そうか」


　ゼラーデも、それ以上は引き留めようとせず、代わって運転席のユリーを見つめる。


「ユリーくん」


「はい」


「しっかり頼たのむよ」


「……はい」


　その返事をゼラーデは不安そうに聞きき、


「君自身の事もだよ？」


「……はい」


　ユリーが小さくなっている。アイにはすごく大人に見えるユリーもゼラーデから見るとまだまだ子供なのだそうだ。


「では……」


　ユリーは逃げ出すようにサイドブレーキを上げてアクセルを踏ふんだ。


　走り出す。


「アイ！」


　車に運ばれ、友の姿が遠ざかる。十メートル向こうでターニャが泣いている。胸が詰まる景色。さっきまで隣にいた友がもう二十メートルも向こうにいる。そう思った次の瞬しゆん間かんには三十メートル。問答無用に遠ざかる暖かい風景。自分がなにか取り返しの付かないことをしているような焦しよう燥そう感かん。


　遠くで大事な友達が泣いている。それなのに自分はなぜかそこにはいない。友達ならば、そばにいて慰なぐさめてあげるべきなのに。涙なみだを拭いて「泣かないで」と、言ってあげなきゃいけないのに。まして、その涙の原因になるなど、もってのほかなのに。


　それなのに、


　アイは助手席の窓まど枠わくをぎゅうと摑つかんだ。


　それなのに、アイは行くのだ。友達を泣かせ、優しい人の申し出を断って、それでも荒こう野やに、帰るのだ。


　ここ数日わすれていた匂においが鼻び孔こうを乾かわかす。乾いた太陽と砂の匂い。冷たい風がうなじを撫でる。それらは街の暖かさと家のぬくもりをあっというまに上書きしてしまい、アイはもうターニャの匂いを思い出せない。ぬくもりが脱ぬがせた外がい套とうを冷たさが着せ、柔やわらかさが解ほぐした心を渇かわきが鋭するどくしていった。


　最初の気持ちが蘇よみがえってくる。あの丘おかの頂いただきで誓ちかったときの灼しやく熱ねつの気持ちが蘇ってくる。


　自分は、世界を救うのだ。


「──ッッッまた！」


　アイは叫さけんだ、自分の〝どうしようもなさ〟に臓ぞう腑ふを焼かれて泣き叫んだ。悲しくても、悲しませても、それでも止とどまることが出来ない魂たましいを絞しぼって別れの言葉を吐はき出した。


「またっ！　いつか必ず！」


　会おう。とまでは、言えなかった。


　そんな約束を出来るほど、アイは自分を過信してはいなかった。


　それなのにターニャはそんなこと一いつ切さい関係なく、


「うん！　また会おう！」


　と叫ぶのだ。


　だからアイは仕方なく、けど満面の笑えみで、だけれども涙を流して、叫び返す。


「はい！」


　二度と会えぬかもしれないのに、噓うそになるかもしれないのに。


「絶対！　必ず！　また会いましょう！」


　いつか、再会を、


　思いを込めて、強く手を振ふった。


　遠くではいつまでも、ターニャがそれに応こたえてくれた。


　それが、景色に溶とけ込むまで。アイはそこを見続けて。


「行きましょう……」


　助手席にきちんと座すわり、前を見み据すえた。


「ひとまず、傷ス持カちーさんを見つけに」


　そしてその先へ。





　神様は月曜に世界を作った。


　神様は火曜に整せい頓とんと混こん沌とんを極きわめた。


　神様は水曜に細々とした数値をいじくった。


　神様は木曜に時間が流れるのを許した。


　神様は金曜に世の隅すみ々ずみまで見た。


　神様は土曜に休んだ。


　そして神様は日曜に、世界を捨てた。





　十五年前、神様は突とつ然ぜん人の前に現れて言った。


「あの世はもはや満まん杯ぱいだ。この世もすぐに行ゆき詰づまる。ああ失敗した」


　その言葉だけを残して神様は消え、当時この世の春を謳おう歌かしていた人間は驚おどろいて震ふるえた。種族として一億年も生きていない彼らが神様に会ったのは初めてのことで、その初めての言葉が、別れの言葉となった。





　その日から人は死ななくなった。





　心臓が止まっても肉が腐くさっても。死者は蠢うごめくのを止やめなかった。





　その日から人の子どもは生まれなくなった。





　工場の火が落ちたように、新しい人は作られなくなった。


　神様のいなくなった世界で人は絶ぜつ叫きようした。億の絶叫は血を噴ふき出して瀕ひん死しになるまで止まらなかった。生きている人はあっという間に少なくなり。世に死者が蔓延はびこった。


　そして墓はか守もりが現れた。


　墓守は神様が人のために遣つかわした最後の奇き跡せきだった。


　彼らはふらふらと動き回る死者を埋め、墓を作って生者の安息を守った。そうされてやっと、人は安らかな眠ねむりに落ちた。


　子は生まれず、死者は出歩き、墓守が走る。


　それが末世の姿だった。




　　　　II




　ターニャの家を旅立って、早くも一週間が過ぎ去った。


「…………そろそろか？」


　運転中のユリーが中席を振り返ってぼそりと聞く。


「ですね」


　中席から、アイが返事をかえす。


「セリカさん。そろそろ限界です」


「了りよう解かい」


　アイの言葉に、ユリーが速度をガクンと落とす。


　いま、アイは中席に座ってセリカを注視していた。


　セリカは文字通りの限界だった。頰ほおはぷっくりと赤みを帯びて膨ふくらみ、両手は苛いら立だたしげに振り回されて手近にあるものをぽんぽんと叩たたく。その目は幼おさな児ごながらに胡う乱ろんな輝かがやきに満ちていた。


　そしていよいよ、その唇くちびるが開かれて「ふぇぇ」と泣き声が──


「ユリーさんストップ！」


　あおい車が荒野に止まる。


　それと同時にセリカの泣き声もぴたりと止まる。


「零ゼロの三ミル……と」


　助手席にいたアリスが双そう眼がん鏡きようで上空を眺ながめる。その先には小鳥のような大きさのディーが身体測定のようにピンと背筋を伸のばして浮ういている。


「どうですか？」


「計算中」


　アリスが双眼鏡を目ま蓋ぶたから離し、読み取った数字をノートに書き写して計算を始める。


　いま、一行は傷ス持カちーの現在位置を割り出そうとしているのだ。





　話は三週間前にさかのぼる。


　ゴーラ学園を抜ぬけ出して、傷ス持カちーが姿を消したあの日。アイはもちろんすぐに傷ス持カちーを探しに行くつもりだった。しかしそれは不可能だった。


　まず、傷ス持カちーの行き先がまったく分からず、そのうえ当時は九人の大所帯だ。これではどうにも動きようがない。というわけで一行はまず、ターニャの両親が住まう都市を目指した。


　スウェッジウッド夫妻が住む町は大陸街かい道どうが交差する大きな都市にあり、夫妻はその場所に引ひっ越こしてから、ずっと娘むすめを探していたのだという。


　その願いはある日突然、娘＋八人の仲間達というまったく予期せぬ形で叶かなった。


　突とつ如じよ押おしかけたアイ達を、彼らはそれでも快こころよく受け入れて倉庫まで貸してくれた。一行はそこでぎゅうぎゅうになって、互たがいの足を蹴け飛とばし合いながら日々を過ごした。ターニャは自分の部屋があるにもかかわらず、倉庫に入いり浸びたって「狭せまい狭い」と文句を言っていた。


　そんな日々が一週間ほど続いて、終わった。


　まず、人魚・ルンと冬蛙・ギーギーが街で仕事を見つけてそちらに移った。彼らは〝海底都市〟と〝エルハの山々〟に至るために、特別の準備をしなければならなかった。ギーギーは極ごつ寒かんのエルハに入るため脂し肪ぼうを蓄たくわえ、ルンは閉とざされた都市に入るために金銭と伝つ手てを探さねばならなかった。


　ハーディとヴォルラスのカップルもそれからすぐに旅立った。ヴォルラスの故郷〝死体の王とその眷けん属ぞく〟は特別な回遊ルートを持つ一団で、彼らに追いつくにはすぐに出発しなければならなかったらしい。


　つぎつぎと進路を決める仲間達の中で、アイ達だけがぽつんと残されていた。傷ス持カちーの行方ゆくえは杳ようとして知れず、時間は無む為いに過ぎていくようだった。


　そんな中で、情報は意外なところから見つかった。


　最初に気付いたのはディーだった。


「あれ？　セリカって北西が好きなの？」


　その言葉が鍵かぎだった。





「まだですかー？」


「もーちょい」
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　カリカリカリカリと、アリスが助手席で計算を進める。その背中から覗のぞいて「まだ？」「まだ？」と言い続けていたアイは「いいから座ってろよ」といわれてようやくセリカの隣となりに腰こしを下ろした。


「セリカは北西が好きなの？」


　その言葉の意味を、ディーはこう説明した、件くだんの赤あか子ごは北西に移動すると喜び、それ以外の方角に向かうと不ふ機き嫌げんになるのだ。と。


　アイはベビーベッドで涙なみだ目めになってしまったセリカの額を撫なでてやる。


「ごめんなさいね。……でも、あなたのお母様をさがす、ためなんですよ」


　セリカは「そんなこと知らん」とアイをぺしぺし叩いた。


　傷持ちレーダーセリカは対象スカーの方角を「機き嫌げん」で表している。それは「快かい」に始まり「不ふ快かい」に終わり。進行方向が傷ス持カちーから離はなれれば離れるほど機嫌が悪くなって最後には泣き出す。一行はそれを利用して三角測量をおこない、こうして日に二度、傷ス持カちーのいる方向と距きよ離りを割り出してきた。


「……まだですか？」


「もうちょいだってば」


　それからまた、しばらく待ち。


「出来たぞ」


　どれどれ、とアイとユリーは顔を並べてアリスの手元をのぞき込む。


　そこには汚きたない字で書かき殴なぐられた計算式と表。そして結果が書いてあった。


「……間ま違ちがいないですね」


　アイは紙面から顔を上げて首をひねる。


「……傷ス持カちーさん。移動してませんね……」


　傷ス持カちーの位置を計測し始めて八日が経たつが、それから今日まで、彼女はずっと等速移動を続けていた。それが、昨日きのうから止まっている。


　そんなことはいままで一度もなかったのに。


「一応、全く移動してないってわけじゃないんだよ。この数字見てくれ」


　鉛えん筆ぴつの炭で黒く汚よごれた指先が、同じくらい汚れた紙面をとんとんと指さす。


「これは？」


「曲面補正かけた対象の縦たて軸じく移動。……たぶん傷ス持カちーは上に移動しているな」


「……上だと？」


　ユリーが白地図を取り出してがさがさと広げた。そこには傷ス持カちーの履り歴れきが赤丸で記されている。


「……これのことか？」


　地図の一点を指さす。そこには小さな集落を示す点と、名前が書いてあった。


〝世界塔ザ・タワー〟


「なんだこりゃ？　塔とうがあるのか？」


「いや、地図記号は小さな村だから。そういう名前なだけだろう──そういう廃はい墟きよがランドマークなのかもしれん？」


「……はっきりしませんねぇ……」


　三人は頭の上に『？』を並べて知ち恵えを絞しぼるが答えは出そうもなかった。


「……まあ、行けば分かるだろう。この距離なら、明日あしたには追いつくしな」


「明日……」


　傷ス持カちーと別れて一月弱。長かったような、短かったような。そんな時間。


　自分はその間に、少し変わった。


　傷ス持カちーはその間に、変わったのだろうか。それとも変わらなかったのだろうか。


「行こう」


　ユリーがサイドブレーキを上げてアクセルを踏ふみ込こみ出発する。あおい車はまた、荒こう野やを跳はねて街道に戻もどる。


　それと同時にアリスが助手席から顔を出して上空へと叫さけんだ。


「おーいディー。もういーぞー。戻ってこーい」


　そちらにぽつんと、基準点になるよう頼たのまれていたディーが身体測定の緊きん張ちよう感かんで背筋をぴんと伸ばしている。


「──、──」


　こちらの声が聞こえないのだろう。アリスは手をぶんぶんと振ふる。それでようやくディーは気付き、足の先から落っこちるようにスーっと車に近づいてくる。


「──！　──！」


「えー？　なーにー？」


　ディーが耳に手を当てていう。


「──！　──！」


「きこえなーい！」


　するするとようやく距離が縮まり。


「パンツ見えてるぞ！」


「見んな!!」


　ディーは慌あわててスカートをおさえながらクルリと踵かかと落おとし。


「最低！　最悪！」


　続けてお得意の目玉連打。


「ははは、そんな攻こう撃げきもう通用しねーぞ！　ふはははは！」


『見なきゃキモクないんじゃないですか？』とアイに教えてもらったアリスは無敵だ。


「ははははは！　キモクないキモクない！」


　そんなアリスを見下ろしてから。ディーはぱちりと指を鳴らした。


「アイ」


「はい」


　アイはアリスの後頭部をガヅンとやる。


「痛いってぇ！　なにすんだよ!?　お前関係ないだろ！」


「関係あります。友達ですから」


『ねー』と女子二人で頷うなずきあう。


　アリスは頭を擦さすりながら文句を言う。


「ちくしょう結けつ託たくしやがって、仲いいなおい」


「あったりまえじゃん。友達だもん」


『ねー』


「つきあってらんねー」とアリスは前を向く。賢けん明めいなユリーは最初から会話に参加しない。


「それで、ディーさん。なにか見えましたか？」


　と、アイは報告を聞こうとした。しかしディーはつんと態度を翻ひるがえして、


「アイの『質問』には答えないよ。キミは『敵』だからね」


「あぅ……」


　二人の間に重苦しい空気が流れる。


「………………仲悪いな、おい」


　ぽつりとアリスがコメントする。


　ディー・エンジー・ストラトミットス。西方の魔ま女じよ。幽ゆう霊れい。


　彼女は世界を終わらすことを願っており、アイの夢とは対立関係にある。先だっても「ボクと君は敵同士」だときっぱり宣言していた。


　車内に気まずい空気が立ちこめる。


「敵なら付いてこなければいいだろうに……」


　ユリーがぼそりと呟つぶやく。当たり前の話だが、ユリーはこの怪あやしげな二人組を快こころよく思っていない。できればつまみ出してやりたいと常つね日ひ頃ごろから思っているし言っているが。この幽霊には文字通りの意味でつかみ所がまったくない。


「誰だれも頼んでいないんだ。どこかへ行ったらどうだ？」


　やだー、と軽い調子で答えて、ディーはセリカの元へと飛んでいく。最近の幽霊はこの赤あかん坊ぼうがお気に入りだ。


　それを見ながら、ユリーは眉まゆ根ねを強く揉もむ。その肩かたをアリスが、同情に満ちた動作でぽんと叩たたいた。


「おっさん……あのアホの事は、早く諦あきらめた方がいいぞ。少なくとも俺はそうしてる。じゃないと彫ほりの深い顔がさらに深くなっちまうぞ……」


「…………なにを人ごとのように言っているんだ。原因その二」


「え？　俺も？」


「貴様らいったいなんのつもりで付いてまわる？　何が目的だ？」


「いや、特にはないぜ。強しいて言えばついて行くのが目的だけど……え？　ちょっとまっておっさん。俺もあのアホ幽霊と同じカテゴリなの？」


「煙けむに巻まくような物言いを……！」


「いや！　そこは譲ゆずれないぞ！」


「二人とも、やめてください」


　アイはため息を吐ついてきっぱりと告げる。


「ユリーさん。アリスさんとディーさんの同行は私が許したことですよ」


「……ッチ……いつか君は痛い目を見るぞ……まったく、こんな怪しげな連中の同行を許すなんて……」


　ユリーは「ふん」と忌いま々いましそうに鼻を鳴らし、しかしそれ以上はなにも言わずに、運転に戻った。


「……っで？　ディーよ。なんか見えたのか？」


　アイのかわりにアリスが聞く。ディーは本物の「いないいないばぁ」をしながら、


「なんにもー」


「本当か？　前みたいに適当こいてたら承知しねえぞ。流砂とか、〝我わが儘まま〟な連中とかいなかっただろうな？」


「ないない、──あ、でも、そういえば」


　面めん倒どうくさそうに振り返り、


「なんか、この先、変な地形だったよ」


「変、ですか？」


「アイの質問には答えません」


　アイはしょんぼりと黙だまる。それをみてディーも胸を痛めているようで少しつらそうな表情になる。アリスは面倒くさそうにアイの質問を受け持って、


「変ってなんだよ？」


「いやね、なんか、地面がデコボコしてて……」


　デコボコ？　と全員の頭に疑ぎ問もん符ふが浮うかぶ。デコボコというなら、荒野にデコボコしていない場所などない。


「そういうんじゃなくて……あ、もうそろそろ見えるよ」


　全員が前を向いた。


　そこに奇き妙みような風景が広がっていた。


　乾かわいた大地、風と温度差にさらされて砂に戻ろうとしている岩がん塊かい。そこに張り付く幹も葉も堅かたい低木達。そこまではいい。


　だがその地面が異常だった。岩と砂の大地。


　そこに完かん璧ぺきな半球を描えがく窪くぼみがいくつも並んでいた。


「……墓ス守トのー生リまーれサるー場ク所ル……」


　アリスが気の抜ぬけた声で呟いた。


「初めて見た……」


　半球は素材を選ばず、岩だろうと砂だろうと、きれいに抉えぐってぽっかりとしている。ただ、生き物だけは避さけているようで、僅わずかに生えた緑にはなんの害もなかった。





　そしてアイは墓はか守もりの生まれる瞬しゆん間かんを見た。





　無音。風が吹ふくのを止め、心臓が動くのを止めたような音の消失。空間から一いつ切さいの振しん動どうが消え去って、世界は真空に満たされたように静かになった。


　風の匂においが変わる。蜃しん気き楼ろうが立ち上ったように存在しない水の匂いが荒野に満ちる。乾いた風がねっとりと湿しめり気けを帯びて額に張り付く。


　そして空がその青さを増した。青空スカイブルーは底が抜けたかのように色を深め、深海の青デイープブルーとなってそこに幻まぼろしの海うな原ばらを出現させた。


　突とつ如じよ、落らく雷らい。


　真っ青の底から登るように、また落ちるように、雷かみなりは距きよ離り感かんをだまくらかして舞まい降おりて、光の速さで砂地を打った。


　あるまじき事に無音。


　しろい雷はなにものも焼かず、犯おかさず、きっかり一人分だけ大地に落ちて「るるるる」と鳴いた。雷は水銀のようにうずくまり、やがてその下にある砂と混ざりはじめる。光ひかり輝かがやく水銀は瞬間ごとに光量を落とし、その代わりとでもいうように色をましてエネルギーを卑ひ賤せんなものへと変えていった。


　それは最初、蠟ろう人にん形ぎようのように見えた。


　蠟人形はいかにも固そうで、どれだけ人と違たがわぬ姿になっても、アイにはそれが動くものだとは思えなかった。


　それが生きているモノだと思えなかった。


　しかし、人形は一瞬前まで己おのれがこの世界にいなかったことなどおくびにも出さずに立ち上がった。髪かみと服から湯気を立ち上らせて体の機能を確かく認にんするように手足を動かし、最後にその瞳ひとみを開け放った。


　目があう。


　アイはその時初めて、墓守が少年の形をしていることに気付いた。


　墓守は、生まれて初めての笑えみを浮かべニコリと微笑ほほえみかけて、




こんにちは
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　だれも返事をしなかった。


　少年は特に気分を害した様子もなく、足あし下もとにころがるショベルを拾ってぺこりと頭を下げ、歩き出した。


　少年は最初から服と、ショベルと、そして埋うめるべき死者を持って生まれていた。アイにはそれがひどく完成された姿に見えた。


　墓守が去る。ゆっくりと、しかし確実に。


　そしてポタリと、ボンネットの上に最初の雨あま粒つぶが落ちた。見上げるといつの間にか雨雲がもくもくと押おし寄よせていた。


　あとは土ど砂しや降ぶり。


　あおい車は海の底に沈しずんだように停車して動かなかった。


　墓守が生まれると、雨が降ると言われている……。そう、雨音の合間にユリーが呟いた。多分ユリーだったとおもう。もしかしたらアリスかもしれない。アイはそんなどうでもいいことに拘こう泥でいしながら雨を見ている。まるで先さき程ほどの落雷とつじつまを合わせるかのような豪ごう雨うを見ている。


　雨はすべてに降り注ぎ、あの墓守の姿も、墓守が生まれた砂地も呑のみ込んで、あとにはなにも残さなかった。




　その雨が、ふいにやんだ。


「おい、うそだろ……」


　誰だれかが呟く。


　空は青く蒼あおく碧あおく、またあおく、大気は真空の如ごとくギラギラと澄すみわたり、


　そして真っ白に染まった。


　轟ごう音おんが雷の形をして大地を打った。聴ちよう覚かくがそこにあるべき大音声を補完して頭ず蓋がいが割れるほどの爆ばく撃げき音を蝸か牛ぎゆうへと届けた。


　しかし現実は薄うすら寒さむくなるような無音。


　白天は万ばん雷らいに変じて荒こう野やに散らばり水銀となった。水銀はそこで足下の地面と混ざり合って、


　るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、るるるる、


　と、鳴いた。


　立ち上がる。


　蠟人形達はひとつの不良品も含ふくまずに、同じ服を着て、同じショベルを掲かかげて、同じ顔をして、同じ笑顔で微笑んで、







『こんにちは』







　ユリーは何も言わずにアクセルを踏ふんだ。


「なん、なんだよ！　コレは！」


　アリスが叫さけんだ。誰も答えるものはいない。全員が全員パニックに近い衝しよう動どうで固まっている。アイは硬こう直ちよくしたまま背後へ過ぎ去る墓守達を見る。


　百の顔は走り去る生者を見て訝いぶかしそうに小首を傾かしげ、そのまま最初の一歩を踏み出した。


　こちらへ向かって。


　傷ス持カちーが居るはずの、方角へ向かって。
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「あ」


　アイは小さく声を上げる。


「またです」


　街かい道どうの右前方に人ひと影かげがある。人影は中肉中背の黒くろ髪かみの少年で左ひだり肩かたにショベルを担かついでいる。


　墓守だ。


　車は速度をほんの少しだけ落として墓守の隣となりを走り抜ける。瞬間、アイは件くだんの墓守と三メートルの距きよ離りを隔へだてて対たい峙じし、次の瞬間には離はなれていった。


　遠ざかる墓守はこちらを見つめたまま気安げに右手を振ふった。


　アイは手を振り返す気にはなれず、少しの間だけそちらを見てから、助手席の窓を閉めて、あとはもう何もせずにシートに戻もどった。


　墓守は青い目をしていた。


　そしていつもの笑顔だった。


　そして──


「同じ、顔でした……」


　アイは行ぎよう儀ぎ悪く片かた膝ひざを抱かかえて考える。


　先ほどはつい全力で逃にげ出してしまったが、よくよく考えると墓守が生者に危害を加えるわけもなく。最高速度でアクセルを踏んだユリーの行いはガソリンを無む駄だにしただけだった。しかし、アイはそのことを非難する気にはなれない。……あれは、なんというか人ならば当然の反応だと思う。たとえるなら越えつ冬とう中の群れる天てん道とう虫むしを見た気持ち悪さというか。川魚の死体に群れる何百匹ぴきもの沢さわ蟹がにを見た気分というか……。


　一つ一つは普ふ通つうの、綺き麗れいとさえ言えるモノが群れたときに感じる根源的な恐きよう怖ふがあの景色にはあった。


「一体、この先に、何があるっていうのでしょう……」


　自問自答。答えは決まっている。墓守が向かう先にあるモノなど一つしかない。


　死者だ。


　アイは前方をじっと見つめた。視線の先にあるのは何一つ変わることのない普通の荒野で、そこに何かの兆候は見られなかった。


　しかし、この先には必ず、不可思議なものがあるはずだった。


「あった」


　アリスが言った。何のことか分からずに振り返ると目の前に分厚い本の一ページを突つき出だされる。インクの匂においすら嗅かげそうな位置にあるそこにはいくつもの顔写真がならんでいる。


「おそらくこいつだ──『ベーゼル一家フアミリー』、循じゆん環かん、指向、発はつ狂きよう度低。……メジャーな奴やつじゃないな」


「な、なんの話ですか？」


　説明をせずに、アリスは本を投げてくる。アイはそのページを見る前にひっくり返して表紙を眺ながめる。そこには『墓はか守もり大全──第四十八版──』と書いてあった。


　ページに戻る。するとそこにはニコリと微笑んだ少年の写真があった。


　荒野で見た、百人の墓守、それと同じ顔だった。


　ドキリとした。


　さらに読みこむ。するとそこには身長と外見年ねん齢れい、肌はだや髪の色が書かれ。さらに沢たく山さんのチェックシートがあった、移動性は『循環』、埋まい葬そう方針は『短指向』。


　アイはぱらぱらとページをめくる。


「……なんですかこれ？」


「見ての通り、墓守のカタログ」


「そんなのあるんですか!?」


　アイは驚おどろいて、こんなものを隠かくしていたユリーを睨にらむ。中年男は「あ、それもう四十八版でてるんだー」と誤ご魔ま化かして明後日あさつての方向を向いた。アイはなにか地味な方法で仕返しすることを誓ちかって誌面に戻る。


「墓守が、こんなに沢山……」


「つってもほとんどが一回しか確かく認にんされてないような末代家系だぜ」


「？　なんですかそれ」


「なんですかって……え？　お前知らないの？　墓守なのに？」


「……実はあんまり」


「ふーん。そんなもんかねぇ」


　アリスは不思議そうにしながら手を伸のばしアイの手の中の本をめくる。使い込まれてぼろぼろのページから安いインクの匂いがふわりと香かおる。アリスは手慣れた調子で本の前半部分──前書きやら解説やらをすっ飛ばして先ほどのデータの章を開く。


「墓守っつー訳のわからんもんが現れてから。人類は当然、連中のことを研究したわけよ。で、まあ、そこにはいくつもの発見があったわけだ」


　ずらずらと並ぶ墓守の写真をトントンと叩たたく。


「その中の一つに墓守の分類法がある。奴らにはなぜか『同じ顔』の奴と『違ちがう顔』の奴がいる」


　アイはいままで出会ってきた墓守を思い出す。自分と傷ス持カちー、さっきの少年は『違う顔』、百人の少年達は『同じ顔』。


「研究者はそのなかで同じ顔をした奴らをひとまとめにして名前を付けたんだ。それが『家名フアミリーネーム』だ」


　アリスの手が伸びてカタログをめくり、先だって荒野で見かけた少年のページが開かれる。そこには『ベーゼル一家フアミリー』と書いてあった。


「もちろん墓守が名乗った訳じゃない。見分けるのに便利だから研究者が勝手に名付けただけだ。ベーゼル地方で見つかったとかベーゼルさんが見つけたとかそんな理由だろう」


　アイはほとんど聞いていなかった。話の途と中ちゆうからある二つのことに気づいて猛もう然ぜんとカタログをめくりはじめる。


　一つはすぐに見つかった。


　銀の髪かみ、白い肌、そして傷一つない綺麗な右みぎ眉まゆ。


『ハートストーン一家フアミリー』


　その顔写真は彼女であり、彼女ではなかった。見慣れた傷のないその顔には違い和わ感かんが付きまとい、親しみは一つも感じられなかった。


　ぱらり、とページをめくる。すると次のページはもう、別の墓守の項こうだった。ページを戻る。彼女の項はそのページの半分の──さらに半分しかなかった。


　そのことがアイを、少しだけ変な気持ちにさせた。


『循環、ランダム指向、発狂度＝低、年代安定、確認個体数＝数十』それらのよく分からないチェックを読む。だけど頭には入ってこない、何度読んでも上うわ滑すべりして記き憶おくの中に残ってくれない。


「四十八版には傷ス持カちーが載のっているのか？　やっかいだな……」


「ああ、こいつが傷ス持カちーか。──まあ、最新版からだし、マイナー家系だから知ってる奴は少ないと思うぞ」


　二人が何か話している。だがその会話もアイの頭には入ってこない。


　じっと、誌面を見つめる。じぃっと。


　そこでアイは、ふと、そこにある墓守の顔に、笑え顔がおがないと気付いた。


　笑わない墓守などあり得ない。


　つまり、


　この写真は死んでから、──おそらく殺されてから撮とられたものだ。


　ばらばらとページをめくる。そこにある半数以上の顔に、笑顔はない。


　背筋が冷えた。


　悪お寒かんが足あし下もとから太ももを撫なでて心のなかまで入りこんだ。ユリーも、アリスも、たぶんほかの誰だれも、こんな恐怖は感じないと思う。これは世界で自分一人だけの恐怖だ。


　誰も昆こん虫ちゆう標本の図ず鑑かんを見ても。恐怖感や、ましてや共感など抱いだかないだろう。


　けれどもアイはそれを感じる。殺されて虫の様に注ちゆう釈しやくを付けられている彼女にどうしようもなく感情移入してしまう。


　アイはなぜか、そのことを誰にも気付かれないようにしてカタログに熱中している振りをした。自分が感じた恐怖がアリスやユリーにばれるのを恐おそれた。


　もう一つの捜さがし物を続ける。


　死んだ墓守のカタログをめくる。検けん索さく項こう目もくを探し出し、特とく徴ちようの欄らんを引っ張り出す。特徴。自分の特徴。髪の色、肌の色、性別の欄からページ数を読み取って一つ一つ潰つぶしていく。ちがう、ちがう、これもちがう。


「お前の一家フアミリーならなかったよ」


　アリスが言った。


「……言ったろ、一度しか確認されてない一家フアミリーも多いって、そういうのは人知れず生まれて、消えていく……」


　そういうのを、末代家系っていうんだ。とアリスは言った。アイはその言葉を聞いていた、しっかりと認識していた。それでも自らの手で確認せずにはいられなかった。


　ばらばら、ばらばらとページをめくり、


　やがて、最後のページに行き着いて、検索は終わった。そこにはアリスの言葉通り、アイと母の家はなかった。


　なかった。


　アイは、どっと、倒たおれ込むようにしてシートに深く体を預けた。心の動きに体がついて来なかった。傷ス持カちーの家を見つけたときと、自分の家が見つからなかったときの、まったく違う、奇き妙みような気持ちが体をゆっくりと揺ゆさぶっていた。


　なぜ？　とお腹なかの上でばらりと開いている誌面を見ながら思う。なぜ、自分はこんな気持ちになるのだろう？　こんな気持ちにならなければいけないのだろう？


　車内を無音が支配した。


　ユリーもアリスもディーも、そしてセリカも、アイの沈ちん黙もくを妨さまたげずに黙だまっていた。


　車の外はいつもと変わらぬ乾かわいた天気。墓守が降らした異常な雨は幻まぼろしのように消えていた。


「……いい写真じゃあ、ないね」


　重苦しい空気に耐たえかねたように、ディーがいった。この幽ゆう霊れいは自分のフィールドである空気の重さにことのほか敏びん感かんだった。その視線の先にはモノクロの印刷があり、傷ス持カちーであって傷ス持カちーでない写真があった。


　こくん。とアイは自動的に肯うなずく。ディーはその反応にますます苦い顔をして、


「そもそもさー！」


　運転席のユリーを睨む。


「傷ス持カちーはなんで、消えちゃったの？」


「…………分からん」


　ユリーが渋しぶい顔で言う。


「え～それは無責任じゃないのおじ様。ずーっと一いつ緒しよにいたんでしょ」


「ああ、……だから責任はすべて、俺おれにある──」


「もう！　そういうことじゃなくて～。内容を話してってこと！」


　ユリーは傷ス持カちーの育児放ほう棄きを、すべて自分の責任だとして、いかなる非難も受うけ入れていた。しかし彼はそれを隠れ蓑みのに、詳くわしくなにがあったかを伏ふせている節ふしがあった。ディーはそれを暴あばいてやろうと「むふふ」と笑ってからかいの声を出す。


「なになに、おじ様。本当になにやったのよ。──押おし倒しちゃったとか？」


「……むしろそうしていた方が、良かったのかもな……」


『!?』


　言ったディーも、後ろで聞いていたアリスもぎょっとしてユリーを二度見した。


「ふ、不潔！　おじ様、不潔！　ボクというものがありながら!!　ばかばか！」


「お、おっさん。ちょ、ちょっとそういう大人の男女的機き微びは俺、まだよくわからないというか……なんというか……」


「押し倒すってなんですか？」


「ああもう！　お前はこんな時だけ復活してきやがって！」


　ぎゃーぎゃーわーわーと騒さわぎたてるアリスとディーを背景に、しかしユリーはそちらをまったく気にせず呆ぼうと自分の世界に入っている。


「……おじ様、本当は心当たりくらい、あるんじゃないの？」


「心当たりか……」


　ユリーはハンドルを抱かかえ込むように保持して。


「心当たりならいくらでもあったさ。アイと離はなれて、傷ス持カちーはどんどん安定を欠いていった。セリカのことも、ずっとべったり抱だきしめていたのに、急に放ほっぽりだしたりしていた。すこし、瘦やせもした。……あれは、本当に、若いまま子供をもってしまって途と方ほうに暮れている娘むすめのようだったよ……」


「そこまで分かってたなら……フォローしてやれば良かったじゃんかよ。おっさん。大人だろ？」


「ああ、そうだな。俺は彼女をフォローするべきだった。そしてそれは多分、出来たはずだった。……だが俺はそれを、怠おこたった……」


　それはどうかなと、アイはぼんやりとした頭で思う。


　ユリーは傷ス持カちーの心を軽くすることが、自分には出来たはずだと言っている、出来たけれど、不注意で怠ってしまったと。そう、言い張っている。


　それはうそだなと、アイは思う。それはやはり、やらなかったのではなく、出来なかったことなんだと、思う。


　傷ス持カちーはセリカを抱えて、日々、安定を欠いていった。


　では、ユリーは？　アイは思う。ユリーは安定を欠いていなかったのか？


　子を持ったばかりの若い娘と、かわいい赤子に囲まれて、彼は平静でいられたのか？


　ユリーは七年前に、妻を亡なくしている。当時の社会には「死者は死ぬべき」という常識があった。しかしユリーはそれを受け入れず、死んだ妻と、残った娘を連れて荒こう野やをさまよった。そして最後にはひっそりと、山に隠れて暮らしていた。その暮らしの中で、死後処理など受けられようはずもなかった妻はゆっくりと『我わが儘ままになって』いった。最初は『自分は埋うめられていい、あなたたちは街に帰って』と願った魂たましいは徐じよ々じよに腐くさって『きゃらららら』とか『うれれれれ』としか言わなくなった。


　ユリーは、はたして安定していたのか？　山に、段々と精神を弱らせていく女と隠れて暮らして。十全でいられたのか？


　ましてそこには赤子もいたのだ。生まれたばかりの、赤あか子ごも。


　ユリーは今、ハンプニーと同じ三十二歳だ。去年亡くしたという娘は十五歳。ということは彼が親になったのは同じく十六、七歳の頃ころになる。妻も同級生だったと聞いている。あまり、望まれた結けつ婚こんではなかったらしい。アイはそれを知っている。人食い玩具ハンプニーハンバートから聞いている。あの、最後の夜、満月の丘おかで語った幾いく千せんの中に、その話を聞いている。


　だから、子を持ったばかりの若い娘と、かわいい赤子に囲まれて、山に隠れた暮らしなどして、彼が安定していたはずだなどと、アイは夢にも思わない。


　ユリーが『自分には出来たはずだ』と言い張っていることがアイには滑こつ稽けいに見えた。出来ないことを出来ると言い張る。子供のようだった。


「……まあ、そう、自分を追おい詰つめんなよ。おっさん」


「ああ……」


　アリスが慰なぐさめ。それでユリーが黙った。アイは人をフォローするには自分が凹へこみ過ぎていて何も言えなかった。


　車内の空気は実体があるのではと疑うほど重たく垂れ下がり、もはやだれも身動き出来なくなっていた。


「……ううう、こんなはずじゃなかったのにぃ……」


　幽霊はその空気におぼれたようにダルンと椅い子すに落ちて肩かたを落とした。セリカはそれを不思議そうに見つめておもしろそうにキャッキャッと笑った。


　健すこやかなるものは、もはやこの赤子だけだった。




　　　　IV




　日が暮れかけて、一行は夜営の準備にかかった。


「アイ！　もう暗くなるぞ！　戻もどれ！」


　荒野に突とつ然ぜん現れた、目印のような巨きよ大だいな奇き岩がん。


　アイはその天てつ辺ぺんに登って沈しずむ太陽を見ていた。西の方角、荒野の海、背後には無む理り矢や理りに伸のばされた影かげがぐんと伸びて赤い大地に一足早い夜を出現させている。


「アイ？　おじ様呼んでるよ？」


　ただ一人、この高さにまでつきあえるディーが心配そうに言う。


「アイ？」


「…………」


「あ！　ちょっと！」


　アイはふっと、身を投げるように出っ張りから飛び降りた。一階分の空中を落ち、二階分の斜しや面めんを駆かけて、ずだん！　と地面に戻る。


「……………………なにかあったか？」


　小言の代わりにため息を吐つきながら、ユリーが聞いた。


「なにも」


　アイは独り言のように呟つぶやく。


「本当に、なんにもありませんでした」


「…………」


　大男はディーに「なんだこれは？」と視線を飛ばす。幽霊は「さあ？」と首を振ふる。


　アイはたき火の前に座すわり込んで手をかざした。春もだいぶ深まったが、それでも夕暮れはすこし冷える。赤い光の中で燃える炎ほのおは奇き妙みように現実味がなくて、たいして熱くもなさそうだった。今なら摑つかんでも大だい丈じよう夫ぶそうだ。


「やめとけ」


　いかなる洞どう察さつ力りよくで察したのか、真向かいにいたアリスが言う。アイは一いつ瞬しゆんだけそちらを見てから「はい」と素す直なおに返事をする。


　ユリーが無言で薪たきぎをくべ、三人は周囲の荒野と話を合わせるように沈黙した。


　やがて薬や缶かんが湯気を噴ふき、ユリーがお茶を淹いれて各人のコップにとぽとぽと注ついだ。


　ユリーは車の整備を、アリスは火ひ熾おこしを、そしてアイはサボりを、それぞれ行おこなったあとの隙すき間まのような休きゆう憩けい時間だ。


　誰だれも喋しやべらない。お茶だけが減る。


「空気ガー……空気ガ重いよー」


　ディーが陸に揚あげられた深海魚のような格好でふらふらと漂ただよう。その飛行は普ふ段だんの軽々としたものに比べると積乱雲のように重たげだ。


　しかし誰も突つっ込こまない。仕方がないのでディーは自家洗せん浄じように乗り出す。


「……ねぇ、アイ。そんなに墓はか守もりのことが気になるの？」


　男二人が慎しん重ちように避さけていた話題を、幽霊はあっさりと口にした。


　アイは思考の海に浸つかりながら、顔だけを上げて「それほどでは」とフラットに答える。


　その答えがディーには気に入らない。ならいったい何を考えて自分の大事な空気を重たくしているというのか？　返答次し第だいではただではおかない。


「傷ス持カちーさんのことを考えているのです」


　アイは言った。


「傷ス持カちーさんがどうして、セリカさんを残して去ってしまったのかを考えていました」


「……そんなの分かるわけないじゃん。墓守の考える事なんて……」


「そうでもないですよ」


「え？」


　三人がぎょっとした様子で顔を上げる。


「傷ス持カちーさんはきっと、墓守になりたいんですよ。……昔の私と同じように……」


　傷ス持カちーは墓守に戻りたくて姿を消した。この推論はアイの中ではほぼ絶対だ。


　セリカを得てからの傷ス持カちーはずっと、自分自身を持て余していた。変わってしまった心と体を不安がっていた。


　アイは過去の自分を思い出した。村にいた頃の、「墓守だ」と一秒ごとに主張しなければ息も出来なかった頃の自分、墓守になりたくてなりたくて仕方がなかった頃の自分。


　傷ス持カちーは丁ちよう度ど、その逆だった。セリカを愛し、その重みに癒いやされながらも、彼女は時折恐きよう怖ふの瞳ひとみで赤子を見ていた。自分をどうしようもなく変えてしまった存在を、呆ぼう然ぜんとした目で見つめていた。


　いずれ、こうなったのだろう。とアイは思う。自分の村が滅ほろびたように。傷ス持カちーの気持ちはこうして真っ二つに裂さけていたのだろう。ユリーがどれだけうまくやろうと。愛すべき赤子がそばにいようと、傷ス持カちーはいつかこうして、爆ばく発はつしたのだろう。


　あのときの自分のように。


　アイはつっと荒野を見つめて、その先にいる傷ス持カちーの姿を夢想した。ショベルを担かついだ同じ顔の墓守達。そのなかで一人だけ、不安そうな顔をした傷ス持カちーがいるのだ。みんなにはない右眉の傷スカーを気にしつつ列にまじって、自分が偽にせ物ものなんじゃないかと疑っているのだ。


　あのときの自分のように。


「……………………………………」


　アイは、結局また黙だまり込んで。ぱちぱちとはじける焚たき火びを見つめる作業に戻った。


「……よく分っかんないし……」


　喋ってくれないアイを前に、ディーがふてくされたような顔で、


「つまんない……」


　空中で石ころを蹴けるまねをする。


「ねぇ、アイ」


「はい？　……まだ、なにかありますか？」


「おしゃべりしようよ」


「お話ですか？」


「お話じゃないよ。お、しゃ、べ、り」


「？　それなんかちがうんですか？」


　ぜんぜん違ちがいます！　とディーは教師のように人差し指を立ててチッチッチ。


「やあやあこれはアイさん。ちょっと隣となりよろしいですか？」


「は、はぁ。どうもディーさん。……なんですかその小こ芝しば居い」


　ディーは紳しん士し的な動作で舞まい降おりて石の上に座り、


「今日はよいお天気ですね」


「もう夜ですけど……」


「ノンノンノン」


　ディーが目の前で指を振ってチッチッチッと舌を打つ。


「アイ？　これは『おしゃべり』なんだよ。そういうマジ突っ込みは禁止です。話の整合性とか正誤とか気にしちゃダメダメ。雨降ってても『そーですねー』ぐらい言えないと生きてけないよ？」


「き、厳しいんですね」


「慣れれば楽しいよ。────今日はいい天気ですね？」


「もう一回聞いた!?」


「今日は、いい、天気ですね？」


「ご、ゴリ押おしされた……っと、そうですね。いい天気ですね……墓守が降るくらいには」


「ノンノンノン。皮肉とかもいりません」


「む、難しいですよぅ……」


　それからしばらく、益やく体たいもない話は続いた。ディーは気分だけで会話しているようで、質問も答えも全すべてが適当だった。根が真ま面じ目めなアイはそのたびに四苦八苦して答えを返すのだが、全部が全部なにかしらのだめ出しを受けてしまう。でも、おかげで空気が少しだけ軽くなり。ディーはいよいよ絶好調でアリスやユリーも巻き込み始める。アイはこの時初めてアリスとユリーの好物が被かぶっていることを知った。ハンバーグだって。


　その最中のことである。


「アイって誕生日いつ？」


　ディーが聞いた。


「誕生日ですか？」


「うん」


「まだ先ですね。夏ですから」


「へえ、そうなんだ……………………………………………………………………」


　ディーがものすごく黙る。


「あ、──えっと、ディーさんは誕生日いつなんですか？」


「ボク？　ボクはお正月なんだ。被ってるの」


「わ！　それいいですね」


「良くないよー。まとめてお祝いされちゃうんだもん。ボクまともな誕生日会って開いてもらったことないもん」


「なるほど。それは確かにちょっとヤかもです……」


「でしょ？　その点アリスはいいんだよー。誕生日のまわりに何のイベントも無いんだもん。うらやましいよ。でもおかげでボク毎回忘れそうになっ……ちゃっ……て……？」


　言葉の途と中ちゆうからだんだんとディーの顔色が悪くなり、最後には真っ白になってしまった。アイは「？」と訝いぶかしみながらもディーの指導にしたがってアリスにも話を振る。


「アリスさんは誕生日いつですか？」


「俺？」


「はい」


「昨日きのう」


「はい？」


　アイは口をぽかんと開けて「何かの聞き間違いに違いない」と思った。


「え？」


「だから昨日だって」


　ぱちり、と薪の爆はぜる音が響ひびく。


「は？」


　太陽が沈しずんだ。


　夜が来た。


「はぁぁあああああああ～～～～～～～!?」


　そしてアイは爆発した。


「え？　ちょ、え？　なんですかそれ！　聞いてないんですけど。聞、い、て！　ないんですけどー！」


　ど──ど──ど──……と荒こう野やに叫さけびが木霊こだました。


「な、なんで!?　なんで言わなかったんですか!?」


「いや、聞かれなかったし」


「あばばばば」


「ディーさん！」


　キッ！　と「あばばば」言ってるディーを睨にらむ。どうやら忘れていたらしい。


「それでも！　ちょっとはアピールくらいしてください！」


「どーでもいいよそんなこと」


　アリスはうんざりとした様子でお茶の残りを全部飲み干し、立ち上がった。


「おっさん。なんか作業ねーの？　手伝うぜ」


「まってください！　話はまだ終わってません！」


「終わってるっつーの」


　摑つかんだ裾すそを振ふり払はらわれて、アリスがこちらをじろりと睨む。


「俺がいいって言ってるのに。なにが問題なんだよ」


「で、でも誕生日なんですよ？」


「だから？」


「ハッピーバースデーなんですよ？　年に一度の、大事なお祭りなんですよ？」


「そうかもな、でもいま、そんなもんやってる暇ひま、ねぇだろが」


　アリスはむしろ堂々と、誰に悪びれることなくいった。


「俺の誕生日なんていいだろ別に。だいたい俺、今聞かれるまで忘れてたくらいだぞ」


「なんですと──!!」


　驚きよう愕がくが頭を突つき抜ぬけて噴ふん火かした。自分なんか村にいた頃は、誕生日の一ヶ月前からさりげなくアピールをして『さすがにちょっとうざい』とさえ言われてたのに！


「あー！　もー！　うるせー！」


　それに対たい抗こうするように、ついにアリスも切れた。


「あのな、俺だって別に祝って欲しくないわけじゃねぇよ！　欲しいよプレゼント！　食いてーよケーキ！　だけど今はそれどころじゃねぇだろうが！」


　アリスがぶんと腕うでを振るって荒野を指さす。そこには母親を求めるセリカがおり、その向こうには傷ス持カちーがいる。あおい車の食料はいつもかつかつで無む駄だ遣づかい出来るものは一つもない。


「俺は世界を救うんだ」


　アリスは宣言し、焚き火の炎ほのおをその目に映した。


「そのためだったら何でもするんだよ。


　…………俺の誕生日ごときが、何だって言うんだ」


　そうぽつりとつぶやいて、アリスは腰こしの銃じゆうを確かく認にんしてから荒野に向かった。やることがないのなら、せめて狩かりにでもむかうつもりのようだ。


　アイはその、遠ざかろうとする学ランの裾を、ぎゅっと摑んだ。


「はなせよ」


「……やです」


「はなせってば」


「やですよ……」


　アリスは乱暴にアイの手を振り払った。アイは一いつ瞬しゆんよろけて一歩下がり、そして、


「………………おい」


　アリスの背中に、しがみついた。


「だめですよ……アリスさん……そういうのは、ダメです」


「あ？」


「そういうのを、切り捨てちゃ、だめなんです……」


　アイは知っている。そういうあやふやなものをどんどん切り捨てていって、おそろしく鋭するどくなった人を知っている。不死の体に呪のろわれて、死ぬ夢だけを追いかけて。化け物の精神を羨うらやんで、……そして実際に怪かい物ぶつになろうとしていた、人食い玩具ハンプニーハンバートを知っている。


　アリスの、今の態度はまさに彼そのものだった。自分の目的のために全てを捨て去る。怪物の態度だった。


「それは、駄だ目めです。やっちゃ、駄目です……誕生日は、みんなでお祝いするんです」
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　アイは真っ黒い学ランをぎゅっと抱いだいた。ぼろぼろの学ランはまるで見知らぬ怪かい獣じゆうの毛皮のようだった。アイはそこを涙なみだで濡ぬらした。おとぎ話にあるように、そのしずくが怪獣を人に戻もどしてくれるように願った。


「アリスさんは、お幾いくつになられたんですか？」


「……十……六」


「そうでしたか。──アリスさん。十六歳さいの誕生日。おめでとうございます」


「………………」


　アイはアリスの背中に祝いの言葉を囁ささやき、離はなれた。


　アリスはもう、逃にげたりはしなかった。


「お祝いさせてください。ケーキを焼いて、ろうそくを並べて、あなたの十六歳の誕生日を、お祝いさせてください」


　正面に回る。アリスの顔は前まえ髪がみに隠かくされてよく見えない。だけどそんなことは関係なく、アイはそこに向かって笑え顔がおを向ける。


「ね？」


「…………」


　返事はない、だけど同時に否定もない。アイはぱっと顔を明るくして、


「ユリーさん！」


「ん？」


「ケーキって作れますか!?」


「無論だ」


　ユリーが食料のバッグから小麦粉を取り出して苦く笑しようし、


「卵とか生野菜とかも、そろそろ限界だからな。今日は豪ごう勢せいにいっちまうか」


「ボ、ボクも手伝う！」


　と、なぜか少し涙目のディーが「こうしちゃいられない」とばかりに手足をばたつかせて叫ぶ。


「……そうは言っても貴様、物体には触さわれんのだろう？」


「で、でも手伝う！　手伝わせて！」


「分かった分かった。……じゃあセリカの子守を頼たのむ」


「うん！」


　全員が全員、急に慌あわただしく動き出す。ユリーは食料品の在庫を点検し、ディーは真しん剣けんな表情で「あっぷっぷ」をしてセリカを笑わす。


　アイも彼らを手伝おうと駆かけ足あしをしようとし、その途中、まだ荒野の闇やみの中にいるアリスの手を取った。


「アリスさん。こちらへ」


　焚たき火びの一番あたたかい、誕生日席に座すわらせる。


「ちょっと待っててくださいね。すぐに用意しますから！」


「…………」


「ん？　なんですか」


　アイはアリスの口元に耳を寄せる。その言葉は震ふるえていて、その目元は潤うるんでいた気がする。だけどアイは見て見ぬ振りをする。


　アリスは「ありがとう……」と小さく言った。


　アイは「はい！」と返事をした。
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　ケーキは全然膨ふくらんでいなかったし、クリームも飾かざりもあんまりなくて、正直失敗作という感じがした。そのうえ蠟ろう燭そくが非常用の太いやつしかなくて、そんなものが上に十三本ものっかって燃えるともはや食べ物にも見えない。


　肉も野菜も魚も並んだけれど、それらは全部傷む寸前だったり、かちかちに干したやつだったりで特別おいしい料理でもない。


　それでもその夜はすばらしかった。


　アイが見てきた、どんなバースデー・パーティにも劣おとらない催もよおしだった。


　最初はまだ渋しぶっていたアリスだったが、目の前にどんどん料理を並べ、ディーと二人で大おお騒さわぎしてお祝いすると、だんだんと表情を柔やわらかくしてくれた。


　ユリーは滅めつ多たに吹ふかないハーモニカを吹いた。ディーは同じく滅多に聞かせないのだという透すき通とおるような歌声を披ひ露ろうした。アイは自分にだけそういう芸がないことが悔くやしくてとにかく大きな声で歌をうたった。セリカも、まわりの楽しげな雰ふん囲い気きが好ましいようで、ミルクの入ったほ乳にゆう瓶びんを振り回してはしゃいでいた。アリスは彼女のほ乳瓶とも乾かん杯ぱいをし、そしていよいよケーキの前にすわった。


　蠟燭の光に照らされたアリスの顔は笑っていた。


　そして蠟燭が消えた。


　アイはそこで幻まぼろしを見た。父と、母と、村人たちと、旅路で会った様々な人たち。生きている人、死んでいる人。


　ぽっとユリーがランタンを灯ともして、幻は消えてたったの四人しか残らなかった。


　けれどそれで、何かが減ってしまったでもなく、


　アイはぱちぱちと手を叩たたいてアリスに、もう何度目になるかも分からない、お祝いの言葉を捧ささげた。
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　そして宴うたげはあっさりと終わった。


　炎が消され、食器がパンにぬぐわれ、その最後のひとかけらをお茶で流し込んで一行は普ふ段だんとほとんど変わりない時刻に横になった。それが、宴を開く上でのアリスの条件だった。


　アイは、セリカの横で毛布にくるまりながら。助手席を見る。そこにはリクライニングを最大にして東を見張るアリスがいた。まるで太陽を待っている人のよう。


（……昨日きのうも）


　アイは思う。


（……昨日の夜も、この人は、こんな顔で、太陽を待っていたのだろうか。夜の、止まった時ときにいらつきながら。太陽をまっていたのだろうか……一人、生まれた日の夜に……）


　アイはその横顔を見て、やっぱり自分の直感は間ま違ちがっていないと強く確信した。


　この人は、自分と一いつ緒しよだ。


　本気で世界を救いたい人なのだ。


「……アリスさん……」


「……ん？」


　小声で呼びかける。


「……あなたはどうして、世界を終わらせたいんですか……」


「…………」


　アリスは答えない。アイはしばらく、無理な姿勢で助手席を眺ながめていた。


「……いまは言えない……」


「……わかりました……」


「……すまん……」


「……いいですよ……」


　いまは、という言葉が聞けただけで、それこそ、いまは、満足だ。


「……おやすみなさい……」


「………………おやすみ」


　アイは毛布に顔を埋うずめて、後は朝まで目覚めなかった。


　明日あしたはいよいよ傷ス持カちーに追いつく。
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　そこは霧きりの街だった。


「これは……」


　街に入る寸前の丘おかで、一行は車を止めて眼下を眺めた。街を包む霧は地上に降りた雨雲のように濃こく、車は昼だというのにもうヘッドライトを付けている。


　そこが、傷ス持カちーがいるはずの場所だった。


「…………アリス。地図を見てくれ。こんな街、あったか？」


「いや、ないぞ。おっさん──落らく丁ちようか、それとも地図が出来てから作られたのか……」


「その地図、いつのだ？」


「……去年」


「…………」


　アイは会話に加わらず、滝たきの底みたいな濃い霧と、そこから時折見える石の建物を眺めている。街は昼を跨またいだばかりだというのに薄うす暗ぐらく、霧は墓所に吹く風のように冷たい。


　パッパーッ！　と街の入り口でユリーは短くクラクションを鳴らした。


『…………』


　だれも出てこない。


「……おいディー、ちょっと偵てい察さついってきてくれよ」


　腰こしの武器を確かく認にんしながらアリスが言った。しかしディーはにっこりと笑って、


「やだ！」


「あ？　なんでだよ？」


「お化けが出そうでなんか怖こわい！」


「……………………おいちょっとまてこの腐くされ幽ゆう霊れい……」


　アリスはぎゃんぎゃんと大声を上げてディーをけしかけるが件くだんの幽霊は耳をふさいで言うことを聞かない。ユリーは最初からそんなものを当てにしておらず、問答無用にアクセルを踏ふむ。


　車はゆっくりと、歩くような速度で街に入った。ヘッドライトが前方に二重の輪を描えがき、窓ガラスがゆっくりと霜しもに覆おおわれていく。アイは助手席の窓におでこを貼はり付つけてじーっと街並みを眺める。


「……だれもいないのでしょうか？」


「いや……そうでもなさそうだ……」


　言って、ユリーが指をさす。その向こうの道ばたにはテーブルが置かれ、そこには明らかに勝負途と中ちゆうとおぼしき駒こま将しよう棋ぎの盤ばんがあった。


　人の気配が見つかって、アイはなんだかとても安心する。


「ちょっとだけ席を立った。って感じですね」


「だな」


　そうと気づくと人の気配はたくさんあった。酒屋の前に停車している扉とびらを開いたままのトラック。「少しのあいだ置いてある」という風の道路工事の資材。小物が並べられた行商の店。「ペンキ塗ぬり立たて」ならぬ塗り途中の黄色い壁かべ。


　けれども人だけが、いない。


　人の痕こん跡せきは山ほどあるのに、この街はただ、人だけがいなかった。


　アイの大事な安心は、あっという間に霧に呑のまれて消えてしまった。


　じりじりと、じわじわと車は進む。


「誰だれか～～～～～～！」


「あ！　こら！」


　助手席の窓から霧へと叫さけぶ。


「誰かおりませんか～～～～～!?」


　木霊こだますら、返ってこなかった。


「…………」


　ぱたり。と窓を閉める。ユリーは怒おこることも忘れた様子で黙だまり込んだ。


「……おっさん、もうちょっと右に寄ってくれ」


「なにかあったか？」


「たぶん」


　アリスの指示にしたがって、車が道路の右に寄る。そこには品の良いカフェテラスがあり、道ばたにいくつものテーブルと椅い子すを並べていた。


　車が近づく。テーブル達が少しずつ霧から這はい出てその上にある物を一行にさらす。


　そこにはまだ食べかけのサンドウィッチと、なみなみと紅茶をたたえたカップがあった。


「なんですかこれ……」


　自分の喉のどから自分のじゃないみたいな、カラカラに乾かわいた声が出た。


「……ここの人たちはどこに行ったのですか……ちょっとご飯を食べる時間も惜おしんで、どこに消えたというのですか……」


　その質問に答えられるものは誰も、いなかった。
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「……私、コレとよく似たお話、知ってます……」


　霧に流れる街並みを眺めながら、アイがぽつりと喋しやべり始めた。


「海の港にはたまに、無人の船が流れ着くそうです。その船はこの街みたいに空っぽで、お茶は淹いれかけ、シャワーは出しっぱなし、それなのに人だけがいない。そんな船なんです。……その船は海の怪かい物ぶつに襲おそわれたのです。誰も彼もが、気付く間もなく、食べられてしまう。そんな素す早ばやいお化けに食べられてしまったのです……」


　言ってて自分で少し怖くなってしまった。アイはぶるりと体を震ふるわせて両りよう腕うでを抱だき、ショベルをしっかりと抱かかえ込んだ。


　しかしそれ以上に怖がっているものもいる。


「お化けの話なんて止やめてよアイ！　こわいじゃんか！」


　もう誰も突つっ込まない。


　アイは流れる霧からふわりふわりと顔を出す街並みを眺める。建物たちは常に欠けた状態で目の前に現れては消えて行き、その姿はまるで倒とう壊かいした廃はい墟きよのようだった。


「お化け、いますかね……」


「いるわけなかろう」


　ユリーが言う。


「ムッ、そんなの分かんないじゃないですか」


「そうだよおじ様！　お化けの仕し業わざだったらどうするのさ！　うーこわいよぅ……」


「お化けなんぞいるわけなかろうに……だいたい君は幽霊なのだろう？　幽霊がお化けを怖がってどうする？」


「わかってないなー」


　チッチッチッと人差し指を振ふってディーは大いばりで宣言する。


「お化けがいるかいないかも知らない一いつ般ぱん人じんと違ちがって！　いると確定で知ってるボクのほうが、そういうの怖いに決まってんじゃん！」


　アイは不覚にもちょっと納なつ得とくしてしまった。


　ユリーはどうでも良さそうだった。


「はいはい悪かった悪かった。お化けはいるかもしれないな。……だが少なくともこの街の連中はお化けになんぞ食われちゃいないよ。きちんと自分の足で出て行ったさ」


　思いのほか力強い言葉に、全員が『？』を頭の上に並べる。


「お前達、横ばっか見とらんで、もっと足あし下もとを見ろ」


　見る。履はき慣れたブーツと端はじっこに穴があいたショベル、それに泥どろのこびりついたゴムの下した敷じきがある。あ、ドアの隙すき間まに香棒フレーバーステイツクが落ちてる。もうけ。


「そっちじゃない。地面だ」


　ユリーが後頭部を摑つかんでカメラのように外へと突き出した。アイはその扱あつかいにひどい不満を覚えるが抗議は後にする。


　道にはよく見ると、無数の足あし跡あとが残されていた。


「同じような慌あわただしさ。同じようなリズム。そして同じ方向に進む足跡が大量に残っている。おそらくこいつでみんな、消えたのだろう」


　右手の拘こう束そくを逃のがれて麦わらを直しながら、アイは『へー』。と、そこで声が被かぶった。見てみるとアリスもディーも窓（と壁）から顔を出してしきりに地面を見つめている。


「すげーなおっさん！　俺おれには全部同じにしかみえねぇよ」


「すごいすごい！　おじ様！」


　全員の尊敬を一身に集めながら、しかしユリーはうざったそうにそれを制して、


「全部同じに見えるのも、それはそれで正解だ。事実、いまこの大通りにある足跡のほとんどが連中のものだからな」


「……連中？」


「ああ、世界一キレイに歩く奴やつらさ。………………いるぞ……」


　ユリーが車の速度をさらに落とす。タイヤが砂すな粒つぶをすりつぶす、じゃりじゃりという音が聞こえるほどの低速。徒歩とそう変わりない速度で霧の中を行く。


　前方にはなにも見えない。ライトの明かりはなにもとらえずに霧に吸われて真円を二つ描えがいている。


　その、右の円がふいに割れた。光がきらりと反射して、そこに新しい光の輪が出来る。


　それを作ったのは肩かたで揺ゆれる銀のショベル。


「やあ、墓はか守もり」


　ユリーが窓を開けて声を掛かける。車はいよいよ徒歩の速度で墓守と併へい走そうする。


『これはこれは生者の皆みな様さま』


　その墓守はユリーと同じ歳くらいの中年の男だった。二人は長年の友のように気安げに道を歩いて挨あい拶さつを交かわす。


『歩きながらで失礼します』


「いや、かまわんよ。邪じや魔ましちゃ悪いんでね」


　霧の中、墓守にあわせて車が行く。


「……君たちは、その、なにか？　死者を埋うめに行くのかね？」


　ユリーが霧きりの中に問う。そこには最初の彼と同じ顔の男が三人もいた。さらに霧の中に、もう何人かいるようだった。


『もちろんですよ。生者の皆様』


「……それは、近いのか」


『ええ。もうすぐです。──ほら』


「なに？」


　すっと、一いつ斉せいに指がさされる。その方角に──


「ユリーさんストップ！」


　急ブレーキ。


　車が前ぜん傾けいして全員が、がくんと前に押おしつけられた。アイはすんでのところでむち打ちを免まぬかれ、アリスはとっさにベビーベッドに覆い被さってセリカを守った。等速運動していたディーだけが「へ？」と間の抜ぬけた顔をして前方へとすっ飛んでいく。


　きぃぃぃぃぃ、と、背筋が寒くなる音を響ひびかせて車はぎりぎりのところで止まった。


　フロントガラスの数十センチ向こうはもう石の壁。


「すまん！　無事か!?」


「お、おう」


「だ、大だい丈じよう夫ぶですー」


「くそ、油断した。反対側には壁なんぞなかったからてっきり──ってコラ！　アイ！」


　助手席のドアを勝手に開けてひょいと飛び降りる。ユリーがなにか言いかけるがそれはドアをバタンと閉めて封ふう殺さつ。


　霧の匂におい。


　白い視界。


　そして目の前には石の壁。


　右、左、上の順番に三方を見る。白石はそれらすべての方角にミルクのように垂れ広がって、やがて霧に溶とけ込んで景色と同化した。


　その全容は街と同じく、杳ようとして知れない。


「……なんでしょうこれ？」


　壁は白い石を積み重ねたもので、触ふれると霧に濡ぬれてしっとりと冷たい。


「〝世界塔ザ・タワー〟」


　傍かたわらに立つ墓守が言う。アイはそのひげ面づらを見つめて、


「──なにか、知っているんですか？」


「いえ、書いてありますので」


　見る、するとそこに、


〝ようこそ！　世界塔へ！〟


　と白はく墨ぼくで書かれた文字があった。


　そしてその横にはぽっかりと黒い口を開ける塔とうの入り口。


「世界塔……」


　アイは入り口から視線を離はなして、今度はさっきと逆の動きで上見て、左見て、右を見る。


「これが……塔？」


　壁かべは、塔というには丸みを欠いて、惑ほ星しの表面のように平たくどこまでも広がっていた。





　　　　[image: ]





　墓守達は「では」と挨拶を残してあっさりと穴の中へ消えていった。そこには躊躇ためらいも不安も一いつ切さいなく、ただ前へと進む意志だけがあった。


「……どうするね？」


　ユリーが聞く。アイは目の前に広がる暗い穴をじっと見つめる。穴は上り階段の形をしていて数段先はもうなにも見えない。


「どう見てもあやしいよねー……」


　ふわふわと霧に浮うかぶディーがうさんくさそうに塔を見上げる。


「墓守あいつらって、絶対アタマおかしいよ。こんな訳の分からない場所に速そつ攻こうで入れるってどういうことなの？　想像力ってものがないんじゃないの？」


「……私も墓守なんですが」


　あ、やべという顔。


「で、でもアイは違うよ！　そりゃちょっとは猪ちよ突とつ猛もう進しんなところがあるけど、今だってちゃんと踏ふみとどまったじゃん？」


「それこそが問題なんですけどね……」


「へ？」


　アイは塔に入るのを躊ちゆう躇ちよした。急に現れたよく分からないものを前に躊躇って、その足を止めた。それは普ふ通つうの人間にとっては当たり前の反応だ。


　だが墓守は行くのだ。


「…………」


　アイはしばらくの間、入り口の闇やみを注視していた。


「ユリーさん」


　それからくるりと振り返り。


「セリカさんの様子はどうですか？」


「……見ての通りだ」


　大男が屈かがむ。するとその胸の中で、傷持ちセンサーセリカは勢いよく斜ななめ上パンチを繰くり出している。


「なら、迷うことはありませんね」


　アイは決める。


「私たちも上りましょう」


　その言葉をまって、すでに準備を整えていた男二人が『了りよう解かい』と返事をする。


「ほれ、お前の荷物」


　アリスがリュックを足下に置いて、それから自分の装備を確かく認にんする。


「行くか」


　同じく荷物を背負ったユリーがカンテラに火を灯ともした。その胸むな元もとには抱だき紐ひもがぶら下がり。その中からセリカはじっと塔を見つめている。


「えーやめとこうよぅ。気味悪いよぅ」


　ディー一人だけが泣き言をいう。


「行きましょう」


　アイは靴くつ紐ひもを結び直してリュックを背負い、それからショベルをくるりとまわして肩に担かつぐ。


　そしてアイは、最初の一歩を上り始めた。
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　狭せまい階段は夜のように暗く。カンテラの光は闇をほんの少し遠ざける力しかもたない。アイは光の端はじっこに立ってひとつひとつ丁てい寧ねいに階段を踏んだ。妙みように暖かい。霧が消えて過か剰じような湿しめり気けがなくなり、石せき壁へきの色はつやのない白へと変わる。階段では時折外からの風が吹ふき込んでうなじの辺りをぞわりとさせた。


　すぐに前方に明かりが見えた。太陽のそれではなく、室内灯のオレンジの光。


　階段を抜けると、そこには街が広がっていた。


「わ……」


　アイは思わず声を上げて瞼まぶたに手をやる。階段の出口は小高い丘おかになっていて、そこから眼下に広がる街が一望出来た。


　塔内は四方を壁かべに囲まれた洞どう窟くつのような街だった。そこに建ち並ぶ建物は柱の役目もあるのだろう、隣となりのものと接したビルのようなものばかり。おかげで大通りも小通りも、すべてが路地裏のような雰ふん囲い気きを持っている。窓はない。その代わり所々に街灯が設けられて「じじじ」と鳴き、闇のなかにぽわりぽわりと円形の光を放っている。


　アイ達が出た場所も、そんな明かりの一つに包まれた場所だった。


「……やっぱり、だれもいないのですかね」


　街はひっそりと黙だまりこくって質問に答える者はいない。


「行きましょう。──ひとまず探たん索さくです」


「えーやめよぅよー……」


　文句を言うディーを風船のように引き連れて、一行は街に入った。


　街には宿があり、店があり、銀行があり、家があった。それらは外の街にもあったものと同じで、一見すると両者は一つの繫つながった場所に見えた。


　それなのにアイはなにか違い和わ感かんを覚える。内も外も、同じような材料で同じような作りなのに、なんだか微び妙みように雰囲気が違ちがう。


　その理由はユリーが教えてくれた。


「生活感がないな」


　あ、とアイは声を上げる。たしかにここは外の街と違って、生活の匂いというものがまるでなかった。道にゴミは落ちていないし、全すべての道具はきちんと仕し舞まわれている。


　新品の街。


　まるで見本品のような、そんな印象を与あたえるきれいな街。


　外と中、二つとも人のいない街なのに、まるで印象の違う街。


「外の街が死んだ街ゴーストタウンなら。こっちは死後の街ネクロポリスだな」


　アリスはそう感じたらしい。


　アイは立ち止まって辺りを眺ながめた。そこは商店街の真ん中で、左右には喫きつ茶さ店てんや屋台がならんでいる。そのすべてがキレイで新品で、なんだか「等身大のミニチュア」といった矛む盾じゆん感がある。


　そしてやはり、誰だれもいない。


　このあたりでアイはだんだんと開き直ってきた。もともと恐きよう怖ふとか警けい戒かいとかいったものを長く保つのは苦手なのだ。そうなると持ち前の好こう奇き心しんがむくむくとわき起こって鼻がぴくぴくと動きだす。


　警戒心で瞳ひとみを鈍にぶく輝かがやかせる一行の中にひとり、好奇心をきらきらさせている子供がいる。一行が花か壇だんをチェックして「造花だ……」「一体何がしたいんだこの連中は……」と眉まゆ根ねを寄せる横で（この花、実がおいしいのに造花だなんて終わってます）とか、商店をチェックしてても、一人レジのなかを点検して（お釣つり用の小銭を入れ忘れてます！）と、制作者のミスを見つけて小さくガッツポーズをとる。なんだか間違い探しの気分。途と中ちゆうには郵便ポストまであった。アイは「丁ちよう度どいいな」と思ってウッラに向けて書いた手紙を投とう函かんする。ディーだけがその行こう為いを悩なやましげに見ていたが、おもしろい突つっ込こみが浮かばなかったらしく「ま、いっか」とスルーしていた。


　青果店を覗のぞく。本来ならば野菜が並ぶだろう場所に乾かん物ぶつばかりが置かれていた。肉屋も同様。あるのは石のように燻いぶし固められた乾ほし肉ばかりで、腐くさる物は置いていない。アイはそんなところに「人間味」のようなものを感じてなんだか楽しい。誤ご魔ま化かそうとして、誤魔化しきれない、制作者の苦労みたいなものが感じ取れる。


「なんは、けっこぅ楽しいれふね」


「アイ、口にものを入れたまま喋しやべるんじゃ…………まて、それ以前になにを食べている」


　ばれた。


　フェイントを二つも入れて逃にげたのに、ユリーはあっさりとこちらを捕つかまえて猫ねこの子のようにぶら下げる。


「アイ！　そのクッキーをどこで手に入れた！」


「え？　えーと、ど、どこだったでしょうかー」


「そこのパン屋さんだよ」


「ディーさん！　この裏切り者！」


「裏切りって……、いやぁ、ボク敵だし」


　ほほう……とユリーの双そう眸ぼうが怪あやしく光ってアイの頭にゲンコツを落とす。


「君はなにをやっとるんだ！」


「お、お金なら〝ご自由にお取りください〟って書いてありましたよ」


「そういう問題じゃない！　毒でも入ってたらどうする！」


「えーそれはないですよぅ」


「……わからんぞ。こんな変な場所を作る奴やつらだ……」


　ユリーはこうして説教しながらも、当初と変わらぬ警戒を辺りに振ふりまく。アイは振り子のようにぶらぶらしながらその様子を変におもう。


「そいつをかばうわけじゃないけどさー」


　アリスがいいながら近寄ってくる。その手にはアイと同じクッキーの袋ふくろがあった。


「あ」


「こらアリス！」


「うん、うまい。──この塔とうに人を害する意志はないと思うぞ」


「……そんなことがなぜ分かる」


「だってこの塔『平和』だし」


　アイはぶら下がったまま「そうなんですよ」とコクコク頷うなずく。この、誰もいない街を「平和」と呼ぶのは変な気もするが、それでもその言葉が一番近い。建物はキレイで、花壇には花があって、そしてお菓か子しが売られている。少なくともこの街は、平和な街をモデルに、作られている。


　これほどまでのものを作った人達が、そこに毒なんていう「余計なもの」は混ぜないと思う。


「……だからそれが、分からんといっとるのだ」


「食べますか？」と差し出した菓子袋を「いらん」と断られて、アイは地面に戻もどった。ユリーはなんだかぷりぷりして先頭を歩く。


　その胸の中で、セリカは街並みに一いつ切さい興味を抱いだかず、塔の上層ばかりを見つめていた。


「……階段を探すぞ」


　ユリーが言う。


「俺達は傷ス持カちーを探しに来たんだ。……この塔の事など、どうでもいい事だ」


　アイはそうは思わない。けどそれを口に出したりはせず、黙って先に進み始めた。


　すると程ほどなくして、


〝にかいならこちら！〟


　という文字が見つかった。


『…………』


　待望のナビを前に、しかし一行の視線は険しい。二階を示すその文字はまるで子供の悪戯いたずらのように白はく墨ぼくで書かれている。たぶん、入り口にあったものと同じものだ。


「……まあでも、とりあえず行ってみますか……いいですよね？」


　アイはちらりと背後を見る。ユリーはむすっとしていたが反対まではしなかった。


「え～、やめようよぅ。お化けかもしれないよぅ」


　ディーだけが相変わらずごねる。


〝こちら！〟に進む。路地裏を抜ぬけて正面に靴くつ屋や。その壁かべの下にまたナビ。〝あちら！〟右折して道なりにすすみ〝こちら！〟五分も歩いて〝そちら！〟あちらこちらそちらで二階はどちら。


　アイはだんだんと嫌いやな予感がしてきた。


「……なあ、アイ。これって……」


「……私もそんな気がしてきました……」


　そうしていくつもの角かど辻つじを曲がった先に〝うえをみろ！〟上に〝みぎをみろ！〟右に〝ひだりをみろ〟左に、


〝ざまぁみろ！〟の文字。


　しかも絵付きで人を食ったゲラゲラ笑い付き。


　アイはガンッ！　とその壁を殴なぐった。……ぱらぱらっと、絵の中のゲラゲラ笑いに少しヒビが入った。


「……いい度胸ですね……」


　そのすこし下。


〝ごめんごめん。ほんとうのかいだんはここの裏だよ〟


　アイは無視。ショベルを担かつぎ直して後ろを向く。


「あ！　ちょっとまてアイ！　マジだぞ！」


　一応、確かく認にんしていたアリスが呼ぶ。それでもまだ半信半疑でアイが覗のぞくと、たしかにそこには上へと続く階段があった。


　そして〝ね？　ほんとうでしょ〟の文字。


「…………」


　アイはこの落書きの主に、ひいてはこの塔の建築者達に早くもイラッとした感情を覚えはじめる。けれどもそれはなんだか「思うつぼ」という気がして、立ち止まらずに歩を進めた。


　二階へ続く、螺ら旋せん階段を上り始める。


　階段を上りはじめるとすぐに、実は二階への道はここだけではないのだと分かった。眼下に広がる一階の闇やみ。そこからひょこりひょこりといくつもの階段が飛び出して上へと延びている。階段は一つ一つが太かったり細かったり、高た価かそうだったり安や価すそうだったりで安定しない。アイは自分たちが踏ふむ階段を見てみる。それは塔の壁と同じ石材で出来たシンプルな階段だった。かなり急だけれど。好感の持てる階段だった。


〝それはどうも〟


　時折現れる、その落書きさえ除けば。


　二階を見上げる。その天てん井じようはなんだか凸でこ凹ぼこしていて、階段はそれぞれが違う高度で二階へと突とつ入にゆうしていた。どうやらこの塔には明確な階層構造が存在しないようで二のａ階、二のｂ階のようにそれぞれ独立したブロックで繫がっているようだ。


　アイは自分たちの階段が行き着く先を見つめる。


　その先にはまた、扉とびらのない入り口が待ち構えていた。
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　入口を抜けるとそこは雪国だった。


「へ？　ゆ、雪!?」


　辺り一面に寒村の風景と森が広がる。


「……あれ？　でも寒くはないですね……」


　アイはかがみ込んで足あし下もとに広がる雪を引っ張る。すると雪はぺりぺりと剝はがれて、手の中で綿わた菓が子しのようにきらきらと光った。


　まむ。
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「──ふむ。どうやらこの雪は綿わたで出来ているようですね。まずい」


「…………おい、いまなんで齧かじった？」


「綿菓子かもしれないじゃないですか」


「しれなくねーよバカ」


　村は丁ちよう度ど、新しん年ねん祭さいのようだった。全すべての扉には杉すぎの丸木が飾かざられて、そこに祝いの言葉が書かれている。窓も壁も、飾れるところはすべて飾られていて、家々はなんだか少し膨ふくらんで見えた。


〝さんかいはこの家（↓）のなか！〟


　その一いつ軒けんの、軒のき先さきに、その白墨は書かれていた。


「…………」


　アイはしかめっ面でその文字を眺め。眺める。


　白墨をみて、矢印の先にある家を見て。また白墨を眺める。


「どうする？　行くのか、行かないのか」


「やめよぅよアイ～。引くのも勇気だよ～」


「……行きます」


　アイはドアを開けた。


　家の中には新年を祝うパーティの準備があった。七面鳥の丸焼き。焼きしめた干ひ菓が子し。クリームののった甘あまそうなケーキ。どれもおいしそうだけど。残念なことに粘ねん土ど細ざい工くだった。まずい。


「……だからお前……なんでも口に入れるなよ……」


　のぼる。家は大きく、二階、三階へと続いていた。アイは他人の家にお邪じや魔ましたような居い心地ごこちの悪さを抱かかえて階段を上る。ぎしぎしと鳴る一段一段。壁に飾られた誰だれかの写真。ずっと冬のこの村が、夏だった頃ころの景色。


　家の二階は子供部屋、三階は倉庫と作業室。そして四階は──


　屋根裏へと続くはずの木の階段が。途と中ちゆうから石段に変わっている。


〝このさき三階！〟
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　三階。そこで夜が来た。


　もう二十時を回ったはずだが、もともと暗い塔の中に変わりはない。ただ、この塔の制作者はそのことをずいぶんと気にかけたようで、時間がくると天井の明かりがすべて消えて、街灯のものに切きり替かわって夜を表現していた。


　三階は八月の港町で、とにかく酒場と商店が多かった。海のある場所には実際に塩水が張られてなんと魚まで放されていた。


　闇に浮うかぶ水面にぱしゃりと起きた波は紋もんが広がりきるのを眺ながめてから、アイは立ち上がって背後を見た。


　そこにナビがあった。


〝この先（↓）よんかい！〟


「どうする？　このまま進むか？」


　アリスが聞く。


「いえ、今日はこの階で休みましょう。──折角ですから、どこかのホテルを借りましょうか。それでいいですか？」


「おう」


「え～！　やだよこんなところのホテルなんて！　幽ゆう霊れいが出たらどうするんだよ！」


「まあ少なくとも一人は出るだろうな」


「ひ！　怖こわいこと言わないでよアリス！」


「……お前。自分がなんて名乗ってるかちょっと思い出せよ……」


　遊んでる二人は無視。


「ユリーさんは、いいですか？」


「…………」


　ユリーが苦い顔をするが口に出しては何も言わない。アイはそれを見てから背後の街を展望する。


「どこか、いいところはありますかね」


　ひとまず大通りに戻ろうと、港を出て角を曲がる。と、


〝ホテルならこちら！〟


　話しながら歩いた先の角に、そんな悪戯いたずら書がきがあった。


『……。……。……。……』


　全員が、じと──っと、その文字を眺める。


「どう思いますか？」


「いい加減に……」


「……あやしすぎるな」


　ほらねー。とディーがえらそうに胸を張る。それと反対に三人は中ちゆう腰ごしになって様々な角度から落書きを観察する。親指で文字の一部をぬぐってみる。指に付いた白い粉はこすると簡単に落ちてぱらぱらと散った。文字はどこにでもあるような普ふ通つうの白墨で書かれていた。


「書いたのはおそらく子供だな」


　ユリーが断定する。


「文字の筆圧が安定していないし、書かれる高さがいつも低い」


「なんか、丸っこい字だな。女子の字みてぇだ」


　アイは二人の言葉を聞きながら、文字の余白に空想した。自分達の来るほんの少し前にこの場所に立って会話を盗ぬすみ聞ぎきする女の子。人の戸と惑まどう姿を予想してくすくす笑う小さな子供。


「…………？」


　なんかそれって……。


「うぇーなにこれー、やだもーきもちわるぃ」


「……あっ！」


「？　どしたのアイ？」


　アイはびしっとディーを指さす。


「この落書き。なんだかディーさんに似てます」


　かたや変へん幻げん自じ在ざいの幽霊。かたや実在不明の落書き。その二つは現象としては全く別だが、在り方としては驚おどろくほど似ている。神しん出しゆつ鬼き没ぼつ、なぞの味方、そしてなにより人を食ったこの態度。


「ふざけんなー！」


　ディーが切れた。


「なにそれ!?　ボクのどこがこの汚きたない字とそっくりだって言うのさ!?」


「そっくりとは言ってないですよ。一いち人にん称しようとか違ちがいますし」


「そこなの!?　違うでしょ！　もっといろいろ違うでしょ!?」


　ひ～ん。アリス～おじさま～。と噓うそ泣なきをしてディーが二人に援えん護ごを求める。


「違うよね二人とも!?　ボクこんな情報量少ないへにょへにょした白い奴やつになんて似てないよね!?」


「いや、言われてみれば芸風が似てっぞ」


「たしかに」


「芸風いうな～～～～!!」


　むきゃ～～！　とディーがぶち切れて白はく墨ぼくを殴なぐる蹴ける、しかし当然何の効果もない。


　ディーはひとしきり暴れた後、ぜーぜーと肩かたで息をしてからくるりと振ふり返かえり、


「だいたいねー！　百ひやつ歩ぽ譲ゆずって似てるにしても！　こいつは駄だ目めだよ！　幽霊としちゃぁ二流もいいとこだよ!?」
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「？　どういうことですか？」


「こいつはさ！　つまり、目的があってボクたちを誘ゆう導どうしているわけでしょ？　そのやり方がなってない!!」


　アイはなぜディーがそんなに怒おこっているのか分からない。ディーはそんなアイの態度こそが頭に来るようでぐぁー！　と頭をかきむしる。


「幽霊の美学の話だよ！」


　アイはさっぱり分からなくてとりあえず愛想笑いを浮かべる。それを見てディーはぐったりと肩を落として、


「……あのさー。ボクこれまで結構いろいろやってきたのね。世界を終わらすために、いろんな人に囁ささやいてきたのね……」


　アイはハッとして神しん妙みように聞き入った。それは聞こうとしても聞き出せない。ディーの〝幽霊ウイスパ〟としての話だった。


「でもね。それってほとんどの場合、真実を喋しやべっても思った通りには動いてくれないんだ。人は自分が信じたい事しか信じないんだ。本当のことさえ、本当だとは思わないんだ」


「……それは、分かります」


　頷うなずく。人はたやすく噓を信じて、真実を疑う。ディーが言っていることはとてもよく分かる。


「でしょー!!」


　だがここから先は全く分からない。


「だからボクさー！　すっごいそのへん苦労してるわけ！　相手に囁くときは何度も何度もシミュレートして！　最適な喋りを目指すわけ！　『こっちに行って欲しい』と思ったら。『こっちに行け』なんて口が裂さけても言っちゃ駄目なの！　そういうときはむしろ『こっちに来るな！』ぐらいなことを言わなきゃ駄目なわけ！」


　それが幽霊の美学！　とディーは右手を天に突つき上げ、そのままびしりと振り下ろして白墨を指さす。


「だから、キミもその辺ちゃんとしなさい！　そんな『こっち来い』『こっち行け』の直球ばかりじゃ社会に出て通用しないぞ！」


　そこからは、なぜか少し心配そうな顔つきで、


「……こんなド素す直なおな変態あんまりいないんだから。ちゃんとネタ考えて、練習しないと。ね？　ボクとキャラ被かぶってる事はこの際大目に見てあげるから……」


「行きましょう」


『ああ』


「あ、ちょっとこら！　まてー！」


　一行は落書きの先導に従って街を歩いた。


　潮の匂においがする。日が落ちると改めて、この塔とうのリアリティを思い知らされた。


〝はい！　ここがホテル！〟


　その言葉と共に現れた宿は街一番と言えそうな豪ごう華かなものだった。どうやら落書きの主は一応、一行を歓かん迎げいしているらしい。


　誰もいないカウンターで名前を書いてチェックイン。支し払はらいを済まそうと辺りを見回すと〝当ホテルは無料です〟のプレート。アイはこれ幸さいわいとファミリー用の一番大きな部屋を借りる。


「ほほー！」


「おおー！」


「わぉ！」


　すごい！　ベッドが大きくて、しかも藁わらじゃない！　ウッラのベッドみたい！　しかも部屋が三つもある！　冷蔵庫まで！


　アイはとりあえずベッドにダイブ。


「すごいです！　ぼよよんです！　シーツが新品過ぎます！　あははキモチワルイ！」


「やりぃ。セールトンの茶葉があるぞ。これ無料か？　無料なのか？　よっしゃ頂き！」


「ねーねー、二人ともーお風ふ呂ろすごいよー。スチームまである」


　三人組は宝探しの要領でホテルのスィートを片かたっ端ぱしからひっくり返していく。


「…………」


　その片かた隅すみで、ユリーがどさりとベッドに腰を下ろし、ふ──っと長いため息を吐つく。そしてそんな自分に気付きハッとして意識を引ひき締しめる。まだ警けい戒かいを解くのは早い、部屋のチェックが先だ。子供三人も、ああ見えて部屋の点検はしっかりしている。ユリーもベッドから腰を上げてなにか不ふ審しんなものがないかと壁かべや床ゆかを見み渡わたす。


〝お疲つかれ様さまです！　おやすみなさい！〟


「…………」


　不審はベッドの下に書かれたその文字だけだった。ユリーは今度こそどさりと、ベッドに腰を下ろした。


「ユリーさん。疲れちゃいましたか？」


　また、モグモグと何か食べながら、アイが淹いれたての紅茶を渡してくれた。ユリーは怒るのを放ほう棄きしてそれをもらう。


「いや、そんなことは──」


　反射的に否定しようとして、しかしユリーは言葉を止めた。いま、面めん倒どうくさくて怒るのをやめたのは誰だれだ？


「……歳かな。なんだかやたらと、疲れたよ……」


　アイはそれをじっと見上げて、


「あ、じゃあ私なにか疲れのとれそうな食べ物を探してきますね！　きっと何かありますよ。よーしそれでは早さつ速そく──」


「待てぃ、そこの原因」


　ユリーは右手でアイを捕つかまえ、左手で眉み間けんの深い皺しわを揉もみながら言う。


「……なんですか？」


　ぶらーん、とぶら下がりながらアイ。ユリーは一いつ瞬しゆん、いつもの怒いかり顔に変じ、


「いや……」


　ぱっと右手を離はなした。


「……遅おそくならないうちに、帰ってくるんだぞ……アリス。ついて行ってくれ……」


　ほいよ。と軽く返事をするアリスを連れて、アイは部屋を出て行った。
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「ユリーさん。相当凹ヘコんでますねー」


〝おみやげならこっち！〟の導きにしたがって入った近くの商店。その一角で香こう辛しん料りようを覗のぞいていたアイがいった。


「……結構大変かもしれません」


「そんなにか？」


　かごを取ってきたアリスが少し驚く。


「ええ、いつものユリーさんならあのとき怒ど鳴なって、そのあとしぶしぶ付いてきてくれるはずですもの」


「いやーアイってそういう細こま々ごまとしたポイントで黒いよね」


　けたけたと笑うディー。


「くろい？」


「んーんーなんでもー？　──あ、干ほし苺いちごだよ。こんなんいいんじゃないかな？」


　ディーがドライフルーツの棚たなを見つける。アイはそこからほんの少し取って紙かみ袋ぶくろに入れてアリスのかごにキレイに並べる。ちなみに料金は〝無料〟と書いてあった。だからといって沢たく山さん取ったりはしない。必要な量で十分だ。


「ユリーさん。『疲れた』って肉体的にじゃないんですよね。精神的な意味で、疲れちゃったんですよ」


「んー。まあ、あの歳になるとかなり強固な常識が身についちまうからなぁ。こんなわけ分からんところにいまさら放ほうり込まれりゃ。そりゃかなわねぇよ」


「やけに実感がこもってますね……」


　干ほし無花果いちじくも二つ取る。


「けどそれ、三十点くらいしか正解じゃないですよ」


　その程度だったら、あのタフな男は凹へこんだりしない。


　ユリーを追おい詰つめているのは傷ス持カちーやセリカ。そして自分だ。


　自分がいるから、自分に付いてくるからユリーはあそこまで追い詰められる。子連れの熊くまのように一いつ切さい合がつ切さい四六時中、辺りを警戒して神経をまいらせている。ユリーの命を真っ先に危険にさらそうとする。


　ただ、自分が親友の子供だと、いうだけの理由で。


「おい」


「痛たっ」


　ぺしり、とデコピン。


「お前いま、なんか変なこと考えてたろ」


「……考えてませんよ」


「本当か？」


「本当ですよ……」


「ならいいけどよ。……俺に言わせりゃ」


　と答えて、アリスはかごを持ち上げる。


「お前もずいぶん、大変そうだけどな」


「…………」


　アイは答えず、乾かん物ぶつをあさる。すると。


「あ」


「お、干ほし葡ぶ萄どうか。好きなのか」


「いえ、私じゃなくて──傷ス持カちーさんが……好きなんです……」


　オルタスでお土産みやげにしたときに──もちろんそうは言わなかったけれど。彼女はそれを齧かじりながら、なんだか幸せそうにしていた。


「だったら、持っていってやろうぜ」


　アリスが平口瓶びんから多めにとって紙袋に入れる。


「再会したとき。渡せるようにさ」


　アイはそれを胸に抱いだいて、はい、と返事をした。


　その足あし下もとには〝あしたもがんばろうね！〟の文字があった。
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　翌朝。といっても暗い塔の中でのこと、アイ達は時計の針にあわせて起き上がり、時計の針にあわせて食事をとり、時計の針にあわせて出発した。暗いのに起きなければいけないのはなんだかとても理り不ふ尽じんで、アイはベッドの中でずいぶんと抵てい抗こうした。


　さくさくと進む。今日はもういちいち辺りを探たん索さくしたりしない、白はく墨ぼくのナビだけみて階段を目指してひた進む。


　四階、木の家が建ち並ぶ湖こ畔はん風。セリカはまだ上を示している。


　五階は酒場と商店が並ぶ繁はん華か街がい。そこでもセリカはまだ上を示している。


　繁華街ではうれしいことに新品の粉ミルクが見つかった。いつも古いのを嫌いやがって飲んでいたセリカは「まあまあ」という顔をして比ひ較かく的てき素す直なおに飲んでくれた。


　傷ス持カちーの手がかりは一つも見つからず、落書きは絶えることなく先回りして待ち受けていた。その内容は多くの場合、ただの進路を告げるものだが、ときたま、よく分からない文章が挟はさまるときがあった。


　それは、六階への階段から始まった。
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　とある兄妹きようだいをめぐる挿そう話わａ





　兄がいて、妹がいた。


　十二歳さいと、五歳だった。


　二人は荒こう野やを歩いていた。顔は煤すすと泥どろに汚よごれ、パジャマのボタンはひとつを残してすべてが千切れ飛んでいた。髪かみには虱しらみがわいたように灰と埃ほこりが積もり、やわらかな裸足はだしは石いし塊くれに切られて赤黒く染まっている。


　他の皆みんなも、だいたいそんなだ。大人から子供まで、みんな焼け出された格好のまま真っ暗な荒野を歩いていた。どうしてそんなことになったかなど、兄は知らない。きっと周りの大人も知らなかったと思う。


　妹はずっと泣いていた。「パパはどこ？　ママはどこ？」と言って、泣いた。


　その質問に、兄は「二人なら天国だよ」と答えた。


「てんごく？」


　──そうだよ。


「そっか。てんごくか」


　妹はすぐに納なつ得とくした。小さな妹はまだ、本当に小さくて、死の意味すら知らないようだった。兄はその無む邪じや気きな笑え顔がおを見つめて何かを言おうとして失敗し、


　ふいに、ぱたりと倒たおれた。


　兄は死にかけていた。


「おにいちゃん、へいき？　お水もらってこようか？」


　妹は元気だった。兄のへこたれた姿をみて、自分がなんとかしなくてはと、奮起しているようだった。


「わたし、もうすっかりよくなったのよ！　おなかもすかないし、のどもかわかないし、なんだか手もあしも痛くないの！　もうつかれたなんて言わないよ。ほんとうよ」


　妹はすでに、死んでいた。


　彼女はもう、飢うえも渇かわきもない遠い世界に行ってしまった。


　兄は足に力を──最後の力を入れて立ち上がった。それを見て妹は喜んで、兄の小指にしがみついた。そしてふいに不安を思い出したような瞳ひとみで、


「……でもみんな、どこにいくの？」


　目の前の行列は半死半生で、みな、兄妹と同じように半分が生きて半分が死んでいた。


　分からない。とは答えたくなくて、兄は聞いた。


　──お前はどこに行きたい？


「わたしが決めていいの？」と妹が聞く。兄は頷うなずく。


　妹の言うとおりにしよう。そう兄は思った。


　妹の言うとおりにしよう。こんな、どこに行くかもわからない大人達に任せるのではなく、行きたいところへ行こう。海なら海へ、山なら山へ、思い出の場所ならその場所へ、たとえ行き着くことができなくても、その場所へ向かって歩きだそうと、


　そう、思った。


「どこでもいいの？」と妹は聞いた。


　──どこでもいいよ。と兄は答えた。





「じゃあてんごくに行きたい！」





　妹が言った。


　──天国だって？


「うん！　お空のむこうの国！　パパとママがいるてんごく！　そこに行きたい！」


　兄は、


　今度こそ、心の底からへこたれてしまった。


　人は、もう、天国には行けないのだ。


　そこはもはや、死してなお、行けなくなった、場所なのだ。


　この妹のように。


　兄は、自分がひどい噓うそを吐ついてしまったのだと知った。父も母も、もうそんな場所にはいないのだ、自分たちと同じように、どこかの荒野で、こうして夜を彷さ徨まよっているのだ。


　あるいはもう、すでに──





　墓はか守もりだ！





　人々が悲鳴を上げて逃にげ出す。兄も妹の手首を摑つかんで駆かけだした。右手の先の冷たいからだが「なに？　なに？」と怯おびえた声を出す。


　長くは逃げられなかった。


　栄養の足りない両足はすぐに正確さを失って、なんでもない小石に蹴け躓つまずいて空くうを搔かいた。


　逃げろ！　砂じや利りを嚙かみながら兄は叫さけんだ。


「やだ！　やだ！　なんで？　なんでなの？」


　妹は逃げなかった。妹はなにも分かっていなかった。


「初めまして××・××××様。そして生者のお方」


　そしてその声が兄妹を捕とらえた。


　背後にさわやかな笑え顔がおを浮うかべた青年が、胸に手を当てて立っていた。


　まってくれ。と兄は言った。


「はい、待ちましょう」


　意外なことに、墓守は言うことを聞いた。笑顔のままショベルを下ろして「休め」の姿勢をとる。


　──まって……くれるのか？


「ええ。生者とのお別れの時間は、とても大切なものですから。──して、いかほど？」


　兄はごくりと、少ないツバを飲み込んだ。


　──出来れば、ずっと──


「それはなりません」


　すっと、ショベルが抜ぬかれる。墓守が一歩踏ふみ出す。そこから先は問答無用。


　──逃げろ！　走れ！


　兄は妹を突つき飛とばした。しかし妹は逃げようとしない。それどころか縋すがるように兄の元へと戻もどろうとして、


「やだ！　お兄ちゃん。一いつ緒しよに行くの！　一緒に──」


　それが最後の言葉だった。すべてがゆっくりと経過した。妹は兄に手を伸のばしながら目め尻じりを濡ぬらし、死体の身に残ったわずかな水分を体の外へと押おし出していた。


　そこへ、一いち握あくの土くれが飛んだ。土くれはゆっくりとほどけながら宙を渡わたり、妹の胸むな元もと──ボタンの取れたパジャマの中へと飛び込み、まだ、生せいの色を残していた白い肌はだの上で、〝ぱしゃり〟と弾はじけた。


「一緒に──」の「に」の形のまま、妹の唇くちびるは固まり、表情が水に落ちた血液のように溶とけて、四し肢しからかくりと力が消えた、そして最後に瞳から感情が抜け落ちて、古くなったミルクのようにどんよりと濁にごった。


　とさりと、


　軽い、本当に軽い、たった五歳のおとを立てて、妹は倒れた。


　土塊が飛ぶ。


　ざっくざっく、と墓守は無言でショベルをふるった。荒野の土ど砂しや降ぶりは容よう赦しやなく続いて、妹の体を大地の奥おく深ふかくへと隠かくしていった。


　兄は時計のように規則正しいショベルの音を聞きながら凍こおりついていた。


　やがてざくりと音を立てて、ショベルの動きが止まった。墓守は最後に、そこいらにあった一ひと抱かかえもある石いし饅まん頭じゆうを上に置いて、ナイフでがりがりと妹の名を彫ほった。それで墓は完成した。墓守は自分の働きに満足したのか、ショベルをぶんっと振ふって肩かたに担かついだ。


「まって」


　兄は、歩き去ろうとする墓守を止めた。


「なんでしょうか？」


　墓守は答えた。


　なんだろう。と兄は思った。


　この墓守を呼び止めて、自分はなにがしたかったのだろう？


　黙だまりこくる兄を、墓守はきっかり十五秒待ち、


「もしや、復ふく讐しゆうですか？」


「復讐？」


「ええ、生者の方には、それを求める方もいると聞きます」


　墓守の手が一いつ瞬しゆんぶれた。それと同時に、とん、という軽い刺し突とつ音おんが右手の先で響ひびいた。見るとそこに、一本のナイフが突き立っている。


　兄は根本まで刺ささったそれを引き抜いた。


　月光すら切きり裂さけそうな、碧あおくするどい刃やいばだった。


「それで生者あなたの気が済むのなら──どうぞ」


　墓守が屈かがみ、心臓を差し出す。押しつけられた刃の切っ先からトクントクンと生命いのちの音が伝わった。


　墓守はきっかり三分だけ待った。


「では、失礼いたします」


　足が引かれ、踵かかとが揃そろい、背中がくるりと荒野を向く。


「まっ！」


「待ちません。生者あなたに差し上げられる、墓守わたしの時間はすべて差し上げました。私の残りの時間はすべて死者のものです」


　墓守は闇やみ夜よの彼方かなたをじっと見み据すえて、そちらに向かって歩を進めた。


「まって！」


　兄はナイフを投げた。刃はくるくると回転して墓守に当たり、その耳たぶを薄うすく裂いて大地に落ちた。


「まって！」


　墓守は待たなかった。


「…………まって……まってよ……」


　兄はずりずりと大地を這はってナイフを握にぎり締しめた。その間にも墓守は歩き、とおく、とおくへ行ってしまう。


「まって……よ……」


　刃を摑んだ掌が裂け、生命の証あかしがじわりと流れて大地に落ちた。


「………………まって……」


　血の掌てのひらとナイフが、血判のように大地に押しつけられた。兄はかすむ視線を墓守に向け、全身全ぜん霊れいで這いずった。


（……まっ……て……）


　そして意識を失い。兄は倒れた。




　とある兄妹をめぐる挿話Ａ




　その物語は五階から六階へと続く階段の途と中ちゆうで唐とう突とつに始まり、唐突に終わった。


「……なんでしょう……これ」


〝とある兄妹をめぐる挿話ａ〟と名付けられた物語。それは階段の石せき壁へきに白はく墨ぼくで書かれた物語だった。アイはその物語を記した白墨を指で突つつく。


「なんか、『らしく』ないような……それでいて『らしい』ような……」


　何となくつかみかけていた白墨のキャラクターにそぐわないような、それでいてそぐうようなお話だった。


「よくわかりませんね」


「……だな」


　結局それが結論だった。


「……進みますか」


　アイは推理を諦あきらめて階段を登る。


　そのときだった。


「おや。これはこれは」


　完かん璧ぺきな声が響いた。


　全員が振り返る。するとそこに三人の墓守が立っていた。


　見たことがない顔、しかし全員が同じ一か家お。


「マイティージョー……」とアリスが呟つぶやく。その言葉でアイも思い出す。墓守大全に載のっていた「よく見かけるメジヤーな」一家フアミリーだ。


「こんにちは生者の皆みな様さま。奇き遇ぐうですね」


「こんにちは！」


　とアイだけが返事をかえす。他のものは沈ちん黙もくしている。わずかな温度差。


「墓守さん達もこの先に用事ですか？」


「ええ、死者の方が私どもを待っておりますから」


　墓守の一人がにこりと笑う。その笑顔には仕事に対する確かな愛と情熱があった。


「ですので、そこを通して頂けますか？」


「ええ、でも、どうせなら、ご同行しませんか？　道も同じですし」


「こちらに異論はありません。──が、他の皆様はよろしいのですか？」


「もちろんです！」


　アイはわざとはしゃいだ声を上げた。彼らと仲間達との橋はし渡わたしになろうと意識した。


　そのときはなぜ、自分がそんな風に思ったのか分からなかった。


「アイ」


　大男が呼びかける。その声こわ色いろには非難の色があった。


「あ、ユリーさん、いいですよね。わたし、決めたんで」


「いやしかし……」


「いいですよね？」


　大男の蒼そう眼がんが迷う。アイはそこにつけ込んで「決まりです！」と声を上げる。


　アイは大きな声で墓守達に傷ス持カちーの行方ゆくえやこの塔とうの事を聞いて彼らの有用性をアピールした。残念ながら彼らはなにも知らなかったけれど。そこはテンションで切り抜けた。


　そして一行は六階に着いた。


　そこは荒こう野やだった。


　アイは一瞬、外に出たのかと思ってしまった。そこには地面いっぱいに砂が撒まかれ、天てん井じように電球が山ほどぶら下がっていた。まぶしい光と、砂っぽい乾かわいている人工の荒野。


　珍めずらしく建物は一いつ軒けんもない。


「……なんか、いよいよ末期、って感じですね……」


「だな、こんなもん外にいくらでもあるのに、わざわざ中に作ってどうすんだよ」


　荒野は本当によくできていた。地面にはサボテンだけではなく皮トカゲまでいて、遠くの壁かべには地平線の絵が描えがかれていた。


「傷ス持カちーさんはまだ上ですね……」


　セリカは変わらず上に興味を持っている。


「あなたたちが探す死者も、まだ上ですか？」


「はい」「はい」「いいえ」


「へ？」


　三人の内、一人が違ちがう返事をして、遠くを見つめる。


「わたくしの埋うめるべき死者は、そこにいます」


　そういった顎あごが、次の瞬間には砕くだかれた。しゅるん、と何かが滑すべる音がして、銃じゆう弾だんは墓はか守もりの顎と首を撃うち抜いて荒野に消えた。


　倒たおれる。


「え？」


　後ろを振り返ろうとして転んだ。そんな格好で、その墓守は倒れた。


　黄色い荒野に赤い染しみが広がる。


「おや、壊こわれてしまいましたね」「しかし関係ありませんね。我々は我々の死者の元へ急ぎましょう」


　残った墓守はアイよりも遥はるかに素す早ばやく事態を認にん識しきして、しかしそんなものは意に介かいさずに歩き去ろうとする。


　まってください！　とアイは反射的に声を掛かけようとして、そんな言葉では彼らは止まらないのだと知っていた。言葉では彼らは止まらない。彼らを止めるものは破は壊かいだけだ。


　そしてそれはすぐに訪おとずれた。


　右の墓守が身をひねって初弾を躱かわした。しかしその躱した先には丁ちよう度どうまい具合に次の弾たまが置かれていて、墓守は自分から飛び込むように、その弾丸に自分の額を打ち付けた。


　最後の墓守はもう少しだけもった。前者の経験を踏ふまえて弾を避さけ、その先に待ち構える置弾はショベルで弾はじく。避ける。弾く。避ける。弾く。そこで相手は弾切れ。その瞬間に墓守は七階へと駆かける。三十メートル駆けたところで弾丸がまた飛来、墓守はもはや慣れた手順で弾をかわし、弾を弾こうと……、


　して、ショベルがすかんと抜かれた。弾丸は同じタイミング、同じ速度で撃ち出されたが重さが倍も違った。マッシュルームのようにくり抜かれたショベルと弾丸は一いつ緒しよになって墓守の眉み間けんを貫つらぬいた。


　アイは呆ぼう然ぜんとしたまま、無意識に射線の元を見た。


　そこの岩いわ陰かげに誰だれかが伏ふせている。きらりと光るスコープでこちらを見ている。こちらの、


　自分のショベルを見ている！


　そして一発の弾丸がアイをおそった。


　ガァン！　と空中に火花がはじける。ガァン！　もう一発。アリスは右手の銃で弾を撃うち落としながら左手の銃で四十メートルも離はなれた岩陰を狙ねらう。


　ハンドガンで狙えるはずのない距きよ離りを、鉛なまり玉だまは正確に渡わたって狙そ撃げき銃じゆうのスコープをたたき割る。しかしその神かみ業わざを前にして、その下手人に一いつ切さいの動どう揺ようは見られなかった。狙撃銃をあっさり捨てて、自らが弾丸に変じたような速度で砂を巻き上げ走り寄る！


　一目見ただけで手て練だれと分かる死者だった。筋肉の大部分はそげ落ちて細く、腐くさりやすい内臓は搔かき出されてべこりとしている。着ている服はもはや肉体の一部のような革かわのスーツで、崩ほう壊かいしていく体をキチキチに繫つなぎ合わせる。革の生き地じは顔にまでおよび、固くなめされたそこは完璧な無表情で三人を見ている。


　アリスが二発の牽けん制せい射しや撃げき。死者はそれを両りよう腕うでの一振ふりで弾き散らす。何か仕込んでいる。五メートルの距離で死者が羽ばたくように腕を振るう。するとそこからカシリカシリと、二本の刃が飛び出て双そう爪そうとなった。


　アリスがバックステップ、同時に左手のトリガーを引きっぱなしにして残った弾丸を全部はき出す。死者は避よけない。アリスの異常に正確な射撃を信頼してその全すべての弾を胸で受ける。そこになにか仕込まれていたのだろう。弾丸は一発も通らずに荒野に跳はねた。


　やっべ、と初めてアリスの顔色が変わった。


　双爪が首を狙う。


　寸前。銀色のショベルが差し出されて爪つめと咬かみ合った。アイはそのままショベルを振るう。鉄パイプくらいなら両断するその一撃を死者はバク転で躱して着地、の瞬しゆん間かんを狙ったユリーの弾だん幕まくから逃のがれるためにさらに回かい避ひ運動、を見て取ったディーが「ぶわり」と体を霧きりに変えて死者を包んで視界を奪うばう。


「な、なんで!?」


　ディーの悲鳴。視界を奪われたはずの死者はむしろそれを利用するようにさらに砂を巻き上げながら蛇へびのような機き甲こうをとる。アリスが邪じや魔まだ！　と叫さけぶ。これでは霧は敵の利でしかない。


　死者が迫せまる。


「ま、まってください！」


　アイがまだ痺しびれているショベルを抱かかえて大声を出す。死者は待たない。砂さ漠ばくを行く鮫さめのように砂すな煙けむりをあげて襲おそいかかるタイミングを計っている。


「ス、ストップ！　とまってください！」


　死者は止まらない。しゃりんしゃりんと刃やいばを洗っていよいよ三人の懐ふところに入る。アリスの銃弾を全部はじいて背中に回り、ユリーの銃撃を封ふうじてついにアイの首筋に──


「降参!!」


　アイは万ばん歳ざいをした。


　ショベルがひゅんひゅんと飛んでいった。


　風が四人の間を均等に通り抜けていった。


　双爪は首の皮一枚、そのギリギリのところで止まっていた。


　さくり、とショベルが向こうの砂山に落ちるまでたっぷりと時間が過ぎてから、


「……降参？」


　死者が初めて口を開いた。アイは万歳をしたままコクコクと頷うなずく、出来れば白旗だって振りたいくらいだった。


「ずいぶんと沢たく山さんの墓守を殺してきたが……」


　双爪が引かれる。


「そんなことを言われたのは初めてだ」


　どさり、とアイは膝ひざからくずおれる。震ふるえが今いま頃ごろやってきて唇くちびるが勝手に笑顔になった。


「君、名前はあるのか？」


「アイ・アスティンです……」


　かちかちとなる歯を嚙かみしめるように名乗る。


「そうか。俺おれはラキ・シエロ」


　それが、アイが初めて塔で出会った人間だった。


「見ての通りの死者だ」
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　ざくざくと、墓守が埋められている。


　あべこべに、死者に埋められている。


　アイは荒野に三さん角かく座ずわりをしながら作業を見つめた。ショベルと膝を一緒に抱えて、墓守の墓が出来るのを見ていた。


　死者は無言で穴を掘ほり、そこに中身を詰つめて、埋めた。


　ざくざくと、墓守が埋められていく。


「……傷ス持カちーという──右みぎ眉まゆに傷のある墓守を知らないか？　ハートストーン一家フアミリーの」


　ユリーが聞いた。死者は作業を中断してしばし宙を睨にらみ、


「……いや、知らない。……たぶん他のルートでのぼったんじゃないかな」


「そうか」


　ユリーが心底安あん堵どしたように息を吐はく。その胸むな元もとで、セリカは「まだ上にいるってば！」と上パンチしている。アイはそちらをちらりと見る。


　その足あし下もとにはアリスが大の字でぶっ倒れている。どうやらラキに負けたことが相当堪こたえたようだ。ディーはそれを大喜びでからかっている。こちらは勝ち負けに全くこだわっていない。


　ざくざくと、墓守が埋められて、埋められて、埋められて……。


　そして作業は終わった。死者は最後に、いままで使っていたショベルを持ち主の墓に突つき立たてる。


　それが墓標代わりとなった。


　アイの目の前に、ショベルが三本刺ささっている。


　そしてその後ろにはさらに二十本。


　そこは本当に、墓守の墓場だった。


　ラキ・シエロが黙もく禱とうをする。それを見ていた者達──ユリーやアリス、ディーにも同じような雰ふん囲い気きが伝染する。死を悼いたみ、祈いのりをささげる。


　それで、どこか「終わった」という空気が広がる。広がってしまう。


「……なぜ」


　だがアイに終わらせる気はなかった。


「なぜ墓守を、殺すのですか？」


　死者の落おち窪くぼんだ瞳ひとみを見つめる。


「まだ俺は、終わりたくないから……」


　ラキは素直だった。強いものがそうあるように、素直だった。


「……だから、殺すのですか？」


「ああ。……他ほかに方法があるのかい。墓守を無傷で止める。そんな方法が」


「あります。私が言えば、墓守は止まります。……少なくとも傷ス持カちーさんはそうでした」


　ユリーの慌あわてる気配。だがアイはそんな事どうでもいい。


　へぇ、と死者は簡単に言って、簡単に信じた。すくなくとも表面上は。


「──でもそれは、やめた方がいいと思うよ。墓守がかわいそうだ……」


　墓守がかわいそう？


「俺は、墓守狩がりが仕事だから、彼らのことを少しは知ってる。彼らは死者を埋めることに本物の誇ほこりを持っている──いいか悪いかは別としてね──そんな彼らから仕事を取り上げるのは……いいことだとは思わないよ」


「…………」


　アイは、傷ス持カちーを思い浮うかべる。ショベルのかわりに赤あかん坊ぼうを抱だく墓はか守もり。


「それに、そんなことをしても無む駄ださ。君が『死者を埋うめるな』と言ってまわるよりも、彼らが生まれ落ちるほうが早い」


「……じゃあ」


　アイは見上げた。煮にえたぎる炉ろを開け放ったような目で、ショベルの群れを見つめた。


「……じゃあこれは、仕方がない事なんですか？」


　墓守が妹を埋めることも、兄が墓守を殺すことも、


「仕方がない……ことなんですか……？」


「俺はそう思っているけれど」


　死者はいった。


「君がそう思わないなら、がんばりなよ」


「…………」


「なにか答えがでるように、さ」


「……はい」


「じゃあもう、行きな」


　そう言って死者が遠くの階段を指さす。そこにはいつもの白はく墨ぼくで〝ななかいはこちら！〟と書いてあった。


「…………」


　アイは最後に傍かたわらに並ぶ墓を見た。


　自分と同じ、それでいて少しずつ違ちがうショベルの群れ。


　自分はいま、なにを決断したのだろうか？　墓守が殺される事を許容したのだろうか？


　この残ざん酷こくを「仕方のないこと」だと思ったのか？


　回答欄らんは空白のまま時間だけが過ぎていく。それでもアイはその問題に答えられない。


　いまはどんな答えを書いても間違っている気がした。たとえ正しい答えを書いたとしても、それは間違っている気がしたから。


　振り返る。


「さよなら」


「はい、さようなら」


　死者は、本当にこちらに興味など無いのだろう。荒こう野やの監かん視しに戻もどっていった。


「………………最後にひとつ、教えてください……」


「ん？」


「どうして墓守を殺すのかって、聞いたとき『まだ、終わりたくないから』って、言いましたよね……」


「言ったね」


　ラキは素す直なおだ。


「まだ、終わりたくない。だから墓守を殺す。……その、まだって……それは、なぜ？」


「それはね、その墓守が違う奴だからだよ」


　死者は言う。双そう眼がん鏡きようを手に、荒野の果てを見つめながら。


「あいつじゃないから、俺は撃うつんだ。あいつに会うまで、俺は埋められるわけにはいかないから……」


「？　ラキ……さん？」


　アイは不ふ審しんに思って死者の顔をのぞき込む。その面皮は固くなめされ、表情など一つたりとも窺うかがえない。落ちくぼんだ双そう眸ぼうはただ、荒野の果てを見つめていた。アイはそこで初めて、その死者の声を聞いたような気がした。その、革かわと銃じゆうで出来ている死者の声は、こうして聞くとまるで少年のようだった。


「………………なんか来るぞ」


　アリスが言った。アイもあわててそちらを睨む。


　階段から人ひと影かげが現れた。人影は室内の明るさに眼めを細めてきょろきょろと辺りを見回し、やがてこちらを見つけて深々と礼をした。


　その背中で、ショベルがぎらりと光った。


　死者が銃を取り出す。立ったまま構えてスコープを覗のぞく。アイは一いつ瞬しゆん後の轟ごう音おんを予感してかおをゆがませる。


「……ああ、やはり……」


　しかし死者は撃たなかった。それどころか銃を地面に下ろしてしまう。


「ラ、ラキさん!?」


「いいから」


　いいと言われても、アイには意味が分からない。同時に自分で自分が分からなくなる。彼にどうして欲しいのか分からない。


　そして、


　その墓守は遣やってきた。





「お久しぶりです。ラキ・シエロ。──そして初めまして、生者の皆みなさん」





「久しぶり。墓守」


　死者が言う。


「俺のことは覚えている？」


「ええ、もちろんですとも」


「……あいつのことは？」


　もちろん、と墓守は答えた。それを聞いてラキは、ほっと一息ついたような気配を発し、


「それで、俺を埋めに来たのか？」


「はい」


「──すこし待ってくれ」


「それはいかほど？」


「出来れば永遠に──っていうのは無理なんだろ？」


「ええ」


「じゃあ、待てるだけ」


「では三分、お待ちしましょう」


「やっぱり三分なんだ」


　──それ、決まってるの？　と死者は苦く笑しようして、背後を振ふり返った。


　アイは呆ぼう然ぜんと死者を見つめた。


「と、いうわけで」


　死者はにこりと、雰囲気だけで笑う。


「じゃあね。みなさん」


「あ、あなた！　死ぬ気なんですか!?」


　もう死んでるよ。と死者は笑う。


「な、なんで！　どうして急に──」


「こいつだから」


「は？」


　死者が百年も若返ったような声を出す。


「あの後すぐに、後こう悔かいしたんだ」


　今際いまわの言葉を残すように、死者は穏おだやかに言った。


「……ナイフを引いたことをじゃないよ。ただ、なんで俺もあそこで埋められなかったのかって後悔したんだ。生きているというだけの理由で生き残った。それだけを後悔した」


　死者は語った。それはアイに語るようであり、墓守に語るようであり、また誰だれにも語っていないようでもあった。


「それなのに俺は生きて、生き残って──死んで、死に残ってしまった」


　死者は墓守を見た。革の面皮で墓守の笑みを眺ながめた。


「お前だ、お前がいい。──いや、お前以外は嫌いやだ。お前以外の墓守に埋められるのが、俺は単純にいやなんだ」


　そう言って、死者はどかりと座り込み、スーツの胸に開いた穴に指を入れて破り、中から鋼鉄板を取り出して荒野に捨てた。スーツの隙すき間まからはワイヤーで固定された乾かわいた死体があり。乾いた体はたったそれだけの刺し激げきでぱらぱらと崩くずれて風に乗った。


「……あなたはそれで、いいのですか？」


「いい」


　死者は、誰に憚はばかることなく己おのれを誇った。


「俺は、これで、いい」


「そうですか……」


　ぴくりとも動じない革の面を見てアイは吐と息いきをはき、次に頭を上げて空を見上げた。


「わたし実は、結構たくさん、後悔って、あるんですよ」


　故郷の空とも荒野の空とも違う、偽にせ物ものの空。


「その一つに、ヒコさんっていう快楽殺人者達のことがあるんです」


　自分の父、キヅナ・アスティンを狙ねらった殺人者を、アイは思い出していた。


「私は、彼らを叩たたきのめして、お父様を助けました。そして彼らは傷ス持カちーさん……別の墓守さんに埋められました」


　今でもよく覚えている。すぐに生き返るはずだったのに、ずっと白いままの父の肌はだ、アルビノの肌よりなお白い、死者の肌色のうすら寒さ。


　自分はそれらに絶望するのに夢中で、その横で悪漢どもを埋める傷ス持カちーを見み逃のがした。いや、そうでなくても、きっとあの頃ころの自分なら、それが当然だとスルーしただろう。


「でも、きっと、私は彼らを見捨てちゃ、いけなかったんですよね……」


　みな無言、それぞれの表情で、アイの言葉を聞いている。


「私が、本当にみんなを救うのなら、どんな人も見捨てちゃ、いけないはずなんです」


　アイは、きゅっと膝ひざを抱かかえて足の骨の硬かたい感かん触しよくを頰ほおで感じた。


「私が決めちゃ、いけなかったんです。私に出来るのは、提案することだけだったんです。考える手助けや、手を貸すことしか、出来ないんです」


　アイは視線を落とす。そこには自分の助けを拒こばむ、古ぼけた死体があった。


「だから、私はあなたの死を止められません……助かりたくない人を助けることは、私には出来ません」


「そうか」と死者は答え。


「でも、その上で、お願いします」


　アイはしゃがみ込んで、だらりと下がった死者の手を取り、


「どうか、消えないでください」


「…………」


「私は、あなたに、消えてほしくありません」


　泣かない。それは卑ひ怯きようだから。


　アイはただ、死者の手を握にぎって、自分の体温が相手を温めるのを感じた。そうやって自分の気持ちが、少しでも伝わればいいのにと思った。


「……俺はきっと、ここで死にぞこなったら、地じ獄ごくを見てしまうよ」


「お付き合いしますよ」


　そうか。と死者は沈ちん黙もくした。表面上はなにも変わらない、しかしその、鎧よろわれた革の下で、たしかに死者は揺ゆれていた。


　そしてそれでも、


「ごめん」


　彼は夢を、あきらめなかった。


「……そうですか」


　アイは立ち上がり、膝をぱんぱんと叩いて土を落とした。


「時間です」


　墓はか守もりが動き出した。刃やいばがざくりと大地にささり、銀のショベルが乾かわいた土くれをひとつかみほど持ち上げた。


「じゃあ」


　それが最後の言葉だった。


　ショベルが振られ、一いち握あくの土くれがゆっくりと宙を舞まい、死者の胸元に飛び込んでぱしゃりと弾はじけた。


　どさりと重い、本当に重い、十年分の重みに耐たえかねて、兄は地面に倒たおれた。


　土くれが飛ぶ。


　ざっくざっく、と墓守は無言で働き、荒こう野やの土は文字通り土ど砂しや降ぶりとなって降り注ぎ、死者の体を大地の奥おく深ふかくへと沈しずめていった。


　アイも、誰も動くことが出来なかった。


　そして、また少し、時が経たち、


　死者が埋うまった。墓守は実に単純に、死者の上に土を盛って、それを墓とした。


「次はどこで、誰を埋めるんだ？」


　アリスが聞いた。


　その問いに、墓守はぼんやりと天を見はらす。まるでそこから何か聞くかのようだった。


　三秒ほどそうしていたろうか。


「バージョット・ワンズ様ですね」


　そう言って、すっと、墓守はほとんど真下を指さす。


「こちらの方角におられます」


「わお、もしかして星の裏側？」


　ディーが問う。ええ、と墓守は何の躊躇ためらいもなく肯うなずいた。


「キミ、ホントにそんなとこまでいくの？」


　ええ、と。なんの疑問もなく、純じゆん粋すいに、墓守は笑った。


「死者が私を、待っておりますから」


「そうかもな」


　アリスが肯く。


「本当にそうかも、しれないな」


　それを見届けて墓守は丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをし、ショベルを担かついで、塔とうを下りていった。


　アイは、主あるじを失った狙そ撃げき銃じゆうを拾って墓に突つき刺さした。


　そこにはおびただしい数のショベルと、たった一丁ちようの銃が並んでいた。


　並んだそれらの土つち塊くれはすぐに乾き始めて過去のものになろうとしている。


　アイはぎゅっと、ぎゅっと寒さに耐えるように己おのが両りよう腕うでを抱いだいた。心が冷めた、気がしたのだ。


「これがあの。昔話の結末ですか？」


　視線の先には上へと続く階段と、白々しい白はく墨ぼくが〝ななかいはこちら！〟と沈黙していた。




　とある兄妹きようだいをめぐる挿そう話わｂ





　そして兄はひとり、残された。


　目の前には小さな妹を埋めた小さな墓があった。兄はそこにすがりつくように倒れ伏ふして。自分が死ぬ時を待っていた。その墓の隣となりに、埋まろうと思っていた。


　しかしそうはならなかった。


　兄は偶ぐう然ぜんにも通りがかった旅行者に拾われた。彼らは年老いた夫婦で、亡なくした子の面おも影かげを持つ兄を助けて水とパンを与あたえた。


　兄はぼんやりとしたままその助けを受けた。精神を痛めていても、若い体は栄養を受けるとすぐさま治り、血色を取とり戻もどした。


　兄は、すっかり健康を取り戻してようやく、自分が生き残ったのだと認にん識しきした。あれほど身近にあった死は、遥はるか彼方かなたへと去っていた。


　兄は生き残った。しかしそのときにはもう、兄を生かすものはなくなっていた。街で生活していた頃に兄を動かした将来の夢や楽しさは少しも生きる足しにはならず。日々、健康になる体とは裏腹に、精神はよどんで腐くさっていった。


　兄は死を望んだ。


　しかし兄は死ななかった。


　これはおかしいと、どうしても自殺出来ない自分を、兄は不思議に思い、はて、自分はまだなにかやり残したことがあったかな？　と考えた。


　兄は考えた。浮うかぶのは大たい概がい、妹との最後の夜の事だった。母のシチューが食べたいといった妹、食べたくなくなったといった妹、父に会いたいといった妹、友だちに会いたいといった妹、





　天国にいきたいと、言った妹。





　それを思い出して兄は立ち上がり、夫婦の元へと向かった。


　お世話になりました。と兄はいった。


　私たちと行かないのかい？　と夫婦は尋たずねた。


　兄は首を振ふった。彼には行かねばならない場所があった。


　それはどこか？　と夫婦が聞いた。


　天国です。と兄は答えた。彼は、妹が行きたかった場所にいこうと決めた。


　それは素す晴ばらしい。と夫婦は答え、ではあなたが私たちに付いてくるのではなく、私たちがあなたに付いていきましょう。と言った。


　そうして彼らは天国を目指した。




　とある兄妹をめぐる挿話Ｂ




「つづきがある？」


　六階から七階へ、その途と中ちゆうに描えがかれた物語の続きを見つけて、アイは呟つぶやいた。


「え？　だって、さっきのはラキさんのお話じゃ……」


　アイは三段飛ばしで階段を下りたり上ったりしてお話の内容を読み戻す。


「……どういうことでしょう？」


「さあ……」


　あれだけ先回りしてみせた白墨はなにも答えない。


　アイは、さっきまでこの白墨が妹なのだと思っていた。お話のなかの兄がラキで妹が白墨。ところがお話は続いてしまった。


「………………あなたは、誰だれなんですか？」


　ひんやりと湿しめった壁かべに手をついて、アイは問う。掌てのひらと、冷たい壁の間にある白墨は当然答えず、ただ指し紋もんに張り付くだけだった。アイはぱんぱんとそれを払はらう。


「ま、なんにしろ。また『話』があるって事はこの先にも誰か居るんだろうな……」


　アリスの言葉にハッとして、数段向こうの入り口を見つめた。


「……俺が先頭、アイがバックアップ。ユリーが殿しんがり。それで行こう」


「……はい」


「応……」


「誰が、何人いてもびびらないよう。心構えをしておけよ……」


　一行は緊きん張ちようをたっぷりはらんで七階へと上った。
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　百人もいた。


　アイはぽかーんと口を開ヒラいて、用意してあった心構えをそこからコロンと落っことした。それを殿のユリーが引っ張って物もの陰かげに隠かくれる。


　ディー、ユリー、アリス、アイの順番で、角から顔を覗のぞかせながら、一行は七階の街を眺ながめた。


　七階は都市と自然が融ゆう合ごうした美しい街で、そこには当たり前のように百人以上の人々が行き交かっていた。無人の都市になれきった頭にはその景色の方が奇き異いに思える。


　そこには生者もいれば、死者もいる。


　アイはじーっとそれらを眺めて、そこに漂ただよう空気を読む。


「……何者だ彼らは……」


「さて、とりあえず探さぐってみますか」


「…………わかった。俺が行く」


　ユリーがセリカを下ろそうとしている。アイはその隙すきを見てアリスに視線を飛ばしてアイコンタクト、お互たがいにこくりと頷うなずきあう。


「ユリーさんはここで待っていてくださいね」


　ショベルと荷物を置いて道路に飛び出す。


「こら！　アイ！」


「俺達で様子を見てくるよ。ディー！　そっちになんかあったら連れん絡らく頼たのむ！」


　アリスも腰こしの得え物ものをベルトごと外して置き去りにして後を追う。


「おっまかせー」


「ええい！　待てお前達！」


　見つかるわけにもいかない叫さけびはすぐに聞こえなくなった。


　雑ざつ踏とうに混じると案の定、街の人間はこちらになんの注意も払わなかった。


「……知らない顔の奴やつがいても普ふ通つうってか。都会だな」


「ですね。死者もいますし」


「……偏へん見けんがないのかな」


　アイはターニャ達と遊びに行った街の繁はん華か街がいを思い出す。そこではみんながみんなよそ者で、人はいちいち相手について考えない。


　相手が生きていても、死んでいても、


　そして墓はか守もりでも。


「ん？」


　いまなんかオカシイものが……。


　アイは振り返って雑踏を確かく認にんした。


　そこにはショベルを持ってたむろする、墓守達の姿があった。


「な！　な、な、な！」


「しー！　お、落ち着けって。頼たのむから目立つな！」


「で、で、で、でもあれ！」


　墓守の横を、死者が普通に歩いている。墓守達はそちらに一いつ瞬しゆん視線を投げたりするが、かといってそれ以上のことはしない。その表情には珍めずらしく、困こん惑わくと疲ひ労ろうの色があった。


「……あれは後回しだ」


「で、でも」


「いいから、ここは俺に任せとけ」


　言ってアリスはきょろきょろと通りを眺め、一つの店てん舗ぽに狙ねらいを付ける。


「あんちゃーん」


　堂々と歩いて菓か子し屋の前に行き。そこにあるクッキーの袋ふくろを取り上げる。すると店の奥おくからエプロンを着けた温厚そうな青年が「はいよー」といいながら出てくる。


「これ、欲しいんだけど」


「ひとつでいいのかい？」


「おう。いくら？」


「……おかしなことを言うなぁ」


　青年はきょとんとした表情で、


「無た料だにきまってるだろ？」


「そか」


　アリスはいい。袋を開いて一つを自分に、もう一つをアイの口に放ほうり込む。


「……もしかしてお前達。合流したばかりなのかい？」


「多分それ」


「ああ、そうか……」


　感じやすい青年なのだろう。その言葉を聞いた彼は次の瞬間には鼻を赤くしていた。


「こんなに若くて……苦労したんだろうねぇ……」


　目元をぬぐってグシッとやる。


「じゃあこれも持って行きなよ！　お代はいらない！」


「いや、もともと無た料だなんだろ？」


「細かいこと気にすんな！」


　青年がガハハと笑ってアリスの背中をバシリと叩たたいた。


「いってーなぁ──なあ、あんちゃん。どうしてここだけこんなに人がいるんだ？」


「おう坊ぼう主ず。あそこを見ろよ」


　菓子を持った手が遠くの壁を指す。そこには八階へと延のびる階段があって、今は沢たく山さんの職人が張り付いていた。


「階段が崩ほう落らくしちゃってさ。それでみんな足止めだよ」


「足止め……？」


　アイは仕入れた情報をあっという間に組み立てる。


「じゃあ、あなたたちは、ここに住んでいるわけじゃあないんですね？」


「そうだよお嬢じようちゃん。僕らはこの塔とうが完成したと聞いてのぼってるんだ」


「のぼるって……みんなですか」


「そうだよ。もちろんここにいる人間だけじゃない。この塔はいろんなルートがあるからね。実際はこの何十倍もの人間が、この塔をのぼっているはずだよ」


「ど、どうして」


「ん？」


「どうして皆みなさん。この塔を上るのですか？」


「ん？　そこまで知らないのかい？」


　青年は、不思議そうな顔で、


「この塔が、天国に繫がっているからだよ」


　といった。


「……僕はあの子が待つ、そこに行きたいのさ」
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　青年は菓子をいっぱい持たせてくれて「それ持ってオジジのところにいきな！」と言った。


「オジジ？」


「僕よりも何倍も塔に詳くわしい爺じいさんさ！　そこでいろいろお聞き！」


　アイは深々と、アリスはおざなりにお礼を言ってから、もらったお菓子をぱくつきながら通りを進んだ。


「あの人……」


　そこから先の言葉が出てこない。あの人、あの人達。ラキ・シエロ。菓子屋の青年。挿そう話わの兄。白はく墨ぼく。


「あの人達って……」


「アイ……考えるのは後にしろ……」


「あ、着きました？」


「ああ……見ろよ」


　アリスがすっと、壁を指さす。


　中心街を抜ぬけた街外れの一いつ軒けん家や。


　その壁に、〝とある兄妹きようだいをめぐる挿話ｃ〟は書かれていた。




　とある兄妹をめぐる挿話ｃ





　兄は天国へ行くことにした。





　でも行き方をしらなかった。人にきいてもわからなかった。誰だれにきいても同じだった。


　それは天の頂いただきにあるときいて、兄は世界の霊れい峰ほうをすべて登った。


　それは地の底にあると聞いて、兄は世界の淵ふちをすべて潜もぐった。


　しかし、そんなところに天国はなかった。


　兄は世界をぐるりと巡り、さらにぐるりぐるりと巡りに巡った。そして何度目かの回転の果てにまた、妹の墓前までやってきてしまった。


　そうして兄はまた、最初の結論へと巡りついてしまった。


　天国へはもう、行けないのだ。


　そこはもう、死してなお、いけなくなった、場所なのだ。


　それを実感して、少年はへこたれて荒こう野やにうずくまり。妹の墓に縋すがり付いた。


　墓の石いし饅まん頭じゆうはすっかり薄うす汚よごれてすり減っていた。


　兄は失意の日々を送った。


　その日々の中で、兄はふと、最初の石を手にとって、ひとつ積んだ。


　二つ積んだ。


　石は三つ四つと積まれ始めた。


　黙もく々もくと石をつむ少年をみて、やがて周囲の人間も手伝い始めた。手が使われ、ショベルが使われ、トラックが使われ、石を積む人々は増えていった。


　やがて石の山は天にそびえた。





　兄は天国を作ることにした。




　とある兄妹をめぐる挿話Ｃ




『…………』


　アイも、アリスも、もはや何のコメントも発さずに、その物語を横切った。


　物語が書かれていた家。


　それがオジジとやらの家だった。


「──だったらそれはジャルグの坊ぼう主ずに任せればよかろう。なに、いない？　酒場を探せ、そこにいなかったらクリーニング屋の娘むすめのところだ。そこにいなかったらパン屋の娘。……そこにいなかったらわしゃもう知らん」


　家の前で、一人の老ろう爺やがゆったりとした揺ゆり椅い子すに座すわっている。その周りには沢山の人間がいて何事か伺うかがいを立てていた。


「ほれ！　行け行け！　足を使え足を！」


　アイはそれらの指示待ちの人がいなくなるのを待ってから言った。


「あなたがオジジさんですか？」


　樫かしのパイプを口にくわえた、禿とく頭とう白しら髭ひげの堂々たる爺じじが二人を見つける。


「ん？　なんじゃおぬしら」


「えと、お菓子屋さんのお兄さんに、ここへ行っていろいろ聞けって……」


「ああ……また新しい合流者か。まったく皆みんな、面めん倒どうごとは儂わしに押おしつけおってからに」


「ご迷めい惑わくですか？」


「いやいやかまわんよ。ささ、二人ともそこにお座りなさい」


　さっすが爺じじ婆ばば殺し……。とアリスがにやり。アイはその脛すねを蹴けってから椅子に座る。


「さて、それで、何が知りたいのだね？」


　アイとアリスは顔を見合わせ。戻もどし。


「じゃあまず。あれはなんですか？」


　あれ、とアイの指さす街の一角、


　そこにまた、墓はか守もり達がたむろしていた。


　彼らの顔に笑え顔がおはなく、みな、不安そうな顔を浮うかべて立ち尽つくしている。


「彼らはなぜ、あなたたちを埋うめないのですか？」


　ぴっと指をもどし、今度は目の前の老爺を指す。


　瘦こけた頰ほお、やせた体たい軀く、浮き出た骨。


　彼もまた、死者だった。


　ほっほっほっ、と老爺は笑い、あっさりと答える。


「彼らはエラーを起こしているのじゃよ」


「エラー？」


「さよう、彼ら墓守は、死者を探知してこの塔に上ってきた。そして念願叶かなって、こうして死者を見つけた。しかしはて、ここには土がない」


「土ならそこら中にあるじゃないですか」


　アイは辺りを見回す。緑の多い街には至る所に樹木が植えられて青々と茂しげっていた。その足あし下もとには当然、黒々と光る土が──


「あれ？」


　ない。


　植物の根本はよく見るとすべて水路になっていた。


「ほっほっほっ、この階の植物は全すべて、水耕栽さい培ばいで植えられておるのだ。──あれを見なさい」


　老爺が──珍めずらしく在った窓を指さす。するとそこから見える塔の外がい壁へきに、布が幾いく重えにも張り出していた。


「五階層から上の水はこうして外の霧きりから吸収して、絶えず塔に流れておるのじゃ」


　老爺は自じ慢まんそうにその仕組みを語った。


「墓守が死者を埋まい葬そうするには最低でも一いち握あくの土くれがいる。しかしここには土がないからの。それで彼らはエラーを起こしてしまうのじゃ。──むろん、中には頭のいい『一家フアミリー』もあって、他の階から持ってこようとするのもいるが、そういうのはこのルートにはそもそも来られない。そういう風に出来ておる」


「そういう風に？」


「おっと、質問は後回しじゃ。ほら、ごらんなさい……」


　パイプが墓守の一団を指し示す。


「いいものがみられるぞ……」


　今、そこに死者の娘が駆かけ寄よった。娘は生きていたなら、頰を紅潮させていただろう初うい々ういしい態度で、墓守の一人に駆け寄ってバスケットを差し出す。


「マイク！　お菓か子しを作ったの！　食べて！」


　墓守の一人は無茶な命令をされた子犬のような表情で、


「……ミランシャ様。こんな物をいただいても困ります。──それよりもあなたを埋めなければなりません」


「もう！　またそんなこと言って」


「しかし、埋葬は大切なことです。残念ですが。納なつ得とくいただけなくても、私どもは強行させていただきます」


　娘は腰こしに手を当ててぶすりとふくれ、


「私より仕事が大事なの……」


「ミランシャ様……」


「はいはい分かったわよ……あなたの好きにして。──で？　私はどうすればいいの？」


「あなたは心を健すこやかに保っていれば、それでかまいません。後のことは私どもが、滞とどこおりなく行おこないますゆえ」


　言って、青年は娘を座らせ。ショベルを下ろして地面に向ける。


　そこで青年は固まってしまう。銀の刃やいばの向こうに土はなく。右見て左見て、上じよう下げを見ても。やっぱりそこにも土はない。


「……アハハ。ごめんね意地悪して。ね、むこうに行こうよ。いいカフェがあるの」


「あ！　ミランシャ様！」


　娘は墓守の手を引いて駆けだした。


「……あの子はあの墓守に惚ほれておるそうだ」


　ほっほっほっと老爺が笑って言う。


「へ？」


　アイはその言葉を聞いて、もう一度彼らをみる。困り顔の青年と、うれしそうな笑顔の娘。それは遠目から見れば、たしかに恋こい人びと達のように見えた。


「墓守に、惚れる？」


「そうじゃ」


「そんなこと──」


「まあ、許されんじゃろうな」


　ほっほっほっ、


「墓守に惚れるなど愚ぐの骨こつ頂ちよう。彼女の周りの人間はすべて、彼女の恋心を否定しただろう。まして彼は彼女を埋めにきたのだ。もしここが地上であったなら。問答の余地なく彼女は埋められるか。はたまた彼が撃うち殺ころされた」


「…………」


「だが、ここではそれが、許される」


　老爺は、満足の吐と息いきを吐はいて、揺り椅子に深く体重をかけた。それは大いなる仕事をやり遂とげた者が吐く満足の息だった。


　視線の先には、ようやく恋こい路じを歩き始めた二人の姿があった。老爺はそれを、満足そうに眺ながめる。


「……ここを作った、甲か斐いがあったの」


「あなたがここを作ったのですか？」


　びっくりして問う。


「さよう。この塔とうは儂らが作ったのじゃ」


　真っ白な顎あご髭ひげを梳すきながら、老爺は自慢そうに瞳ひとみを細める。


「……少し、聞いてもいいですか？」


「いいとも」


「……ここのことを天国だと、言った人がいました……」


「ほっほっほっ、おもしろい事をいう人だの」


「あなた達は天国を、作りたかったのですか？」


「さての」


　パイプをプカリ。


「そうだったかもしれんし、そうじゃなかったかもしれん」


「はぐらかさないでください」


「はぐらかしとりゃせんよ。ただ、儂らは一いつ致ち団結してこの石の山を築いたが、しかし、目的は共有しとらんかった。みな、別々の願いのために、別々に石を積んだのじゃ……。君はここを、塔と呼んだが。それも、偶ぐう然ぜんその形になっただけで、儂らは塔を作っとる意識なんぞなかったよ」


「……じゃあなにを、作ってたんですか？」


　老ろう爺やは沈ちん黙もく。パイプ七呼吸分の沈黙。


　それからおもむろに口を開き。


「彼を見なさい」


　パイプで石材を担かつぐ青年を指す。青年は死者のように暗い顔で、やせ細っていた。


「彼は、地じ獄ごくを作っておるそうだ」


「地獄？」


　アイはぎょっとして腰を浮かす。


　そうとも、と老爺は深く頷うなずく。


「詳くわしくは知らんが。彼は過去、罪を犯おかしたのだそうだ。それも、彼以外に裁く者がいない、孤こ独どくな罪を。……彼はそれを償つぐなうために、永遠の労働を願っておるのだ……」


　パイプが動く。


「彼女を見なさい」


　吸い口が、今度は朗ほがらかに衣類を縫ぬう女性を指す。


「彼女は、天国を作っておるそうだ。墓守に埋められず。死後、みなで幸せに暮らせる。そのような場所を願っておるのだ……」


「彼らを見なさい」──パイプの先には石工、絵師、彫ちよう金きん師し。「彼ら芸術家は己おのれの最高傑けつ作さくを生み出さんと願っている。それを願って、塔を彩いろどり、飾かざっておる」


「彼らを見なさい」──パイプの先には日常を送る者達。「彼らは死後の安あん寧ねいを願っておる。それを願って、塔に街を作っておる」


「彼らを見なさい」──パイプの先には我先にと階段を上る者達。「彼らは希望を見ておる。塔の先に己おのが目的地があると信じ、祈いのって駆けておる」


　彼を見なさい──彼女を見なさい──


　そう言って老爺は、その場所にいるすべての人達を指さした。


「下の街を見てきただろう？　……あれらはすべて、彼らが作った理想郷なのだ……故郷、祭さい壇だん、約束の地、そういった、願いが叶かなう、場所なのだ」


「……だから、無人なのですか？」


「無人？　ほう。君にはそう見えたかね？　そうか、無人か。ほっほっほ」


　なにが楽しいのか、老人はひとしきり笑って、急に真顔に戻もどり。


「……ここの人々はみな、別々の願いを抱いだいて集つどい、その願いを叶えるための行動をおこした。それらの一つ一つが偶然、絡からまり合って、塔の形となった。……この塔は、願いを叶える場所なのじゃ」


　老爺は満足そうに微笑ほほえんだ。その視線の先には墓はか守もりに恋する娘むすめの姿があった。


「そして塔はいま、みなの願いを叶え始めた」


「…………」


「君も──どうせ、そんななりだ。なにか、願いを抱いているのだろう？」


「ええ……」


「ならそれも直じきに、叶うだろう」


「それはどうでしょうね」


　アイは皮肉に笑った。


「傷ス持カちーさんは見つかっても。私自身の夢は叶わないでしょうね」


「ほう？」


　老爺が皺しわに埋うまった瞳を持ち上げた。そこにはアイに対する初めての興味が浮うかんでいた。


「ほほう。ちなみに君は何を願っているのだい？」


「私は世界が救いたいのです」


「なんだ、そんなことか」


　老爺はあっさり言う。


「そんなものはここにいる皆みんなが思っとることだ。『自分の世界を救いたい』そう思って、石を積んだのじゃ」


「……そんなことで、世界が救えるんですか？」


「ほほう？　では、逆に問うが。他ほかに何をすれば、どんな偉い業ぎよう、愚ぐ行こうを為なせば、世界なんぞを救えるというのかね？」


「…………」


「君がそのショベルを持って、世界を駆けずりまわれば、世界が救えるのかね？」


　アイは黙だまった。


「同じことだよ。君がしていることも。我々がしていることも。願いを叶えると信じて行おこなう。ただその一点をもって、全くの同一じゃ」


　老爺は深く、ため息を吐つくように煙けむりを吹ふいてぽつりといった。


「叶わぬ夢を叶えるには。石でも積むしか、ないではないか……」


　そこにはアイには計り知れない年月の孤独があった。


「儂わしらは信じた！　石を積めば願いが叶うと！　その愚行を信じた！　さっき君は黙ったな？　そのショベルで世界を救えるかと聞かれて黙り込んだな？　なんじゃ君は、自分の夢を疑っているのか？」


「ええ」


「疑わないことだ……疑わず、信じていれば、塔は願いを叶えてくれる……」


　そういう風に儂らは作った……。


　そう言って、老人は黙り込んだ。


　老人は、死者は、また少し歳としをとったように見えた。己の内なる思いを全すべてはき出して、死してなお、死に近づいたように見えた。


「私は──」


　そんな老爺に向けて、アイは言った。


「私は私の願いを信じてはいます。……でも同時に、疑ってもいます」


　老爺を見上げる。


「私は私を信じます。だから、私は私を疑います」


　目を閉じたまま老爺が問う。


「……それは、矛む盾じゆんではないのかね？」


「いいえ」


　アイはきっぱりと首を振ふる。


「本当に信じるって、そういうことだと思います。本当に自分を信じたなら。そこには必ず、疑いがなければいけないはずです……さもなければそれは、盲もう信しんです」


　呵か呵か呵かッ！　と老人は笑って瞳を開き、アイをねめつけた。


「儂らの願いを盲信と言うかね!?」


「……怒おこりますか？」


「いいや、別に」


　事実、老爺に怒った様子はなく、ただ、楽しそうに笑って煙を吸う。


「そんなことは百も承知じゃからの。盲信と呼ばれて怒る者は、盲信者ではないよ。そんな客観的な視点を持つ者はまだまだ甘あまい」


　老爺はうまそうにパイプを吸って、喋しやべりながら煙けむりをはき出した。


「本物の盲信者はそう言われれば、こう答える。


『だから？』


　とな」


　煙。


　老人はまた、瞳を閉じて弛し緩かんする。まるで今はき出したのが魂たましいだったかのようにうつろな目をしてそっと呟つぶやく。


「……そうでなければこんなものは作れんよ……叶わぬはずの夢を、叶えるためだ。


　盲信ぐらい、


　狂きよう信しんぐらい、


　……凡ぼん夫ぷの身ならせめて、それぐらいは、せねば足りない……」


　老爺がコトリと、サイドテーブルにパイプを置いた。


　それが終わりの合図だった。


「残念じゃの。君には盲信者たる資格が有ると思ったが。別の道を行くかね」


「ええ」


「そうか、君の願いが、君の望むように叶うことを、祈っているよ」


　わー！


　と、そのとき歓かん声せいが上がった。階段の修理が終わったのだ。人々が津つ波なみのように押おし寄せている。街にいる者も食事も洗せん濯たくも放ほうり出して、みるみる上層階へと吸い込まれている。なるほど、外に広がる街は、このようにしてあんな風になったのだ。


　アイと老爺はその様子をじっと見ていた。階段に並んだ人々はみな、お祭りに出かける子供のような笑え顔がおをしていた。


「あなたは、登らないのですか？」


「うむ。儂はもうこの階層でよい。儂の願いはもう、叶かなっておるからな」


　アイはゆっくりと立ち上がり、ショベルを担いで裾すそを払はらった。


「……いろいろなお話。ありがとうございます」


　老爺に深く、頭を下げる。


「では、また……」


「うむ。二度と会うことはなかろうが。別れの挨あい拶さつにはそれがよかろう。また会おう」


「おい、じいさん」


　アリス。


　ずっと黙っていたから、てっきりこのまま喋らずに去るのかと思っていたら。最後の最後でアリスは刃やいばのような舌ぜつ鋒ぽうを放った。


「二つだけ答えてくれ」


「ふむ。なにかな？」


「その、願いを叶えるってのは、この塔とうの中だけだよな？」


「ほほう？　なかなか呑のみ込みの早い子供じゃの」


「そういうのいらねーから。──で？」


「おぬしの予想通りじゃ」


　アリスは「チッ！」と音高く舌打ちした。


「ほっほっほっ、じゃがそれはおぬしにとっては、なんの変わりもない現実じゃぞ」


「ちげーよ。大おお違ちがいだ」


「ほっほっほっ！　なかなかどうして！　若いくせに盲信の誘さそいから逃のがれおるのぅ！」


　老人は心の底から楽しそうに笑う。


「……最後の質問だ」


「なにかな？」


「……あんた自身は、なんの願いを抱いてたんだ？」


「ふむ？」


「あんたにとってこの塔はなんなんだ？」


「墓じゃよ」


　老ろう爺やは即そく答とう。


「……儂はただ、妹を、あたたかなもので包んであげたくて、石を積んだのじゃ。あの子が心安らかでいられるように。そうして出来れば、『ありがとう』とでも言ってもらいたくて、石を積み。街を並べ。皆を連れてきたのじゃ……」


「……その願いは叶かなったのか？」


「うむ」


　兄は自信にあふれてうなずいた。


「恥はずかしながら。『馬ば鹿かな事をしたものね』とも、怒られてしまったが。この子は満足してくれたよ」


　そう言って、揺ゆり椅い子すの横の空中に親しげな視線を送る。


「そうか、俺にはなんにも、見えないけどな……」


　アイにもなにも、感じられない。


　しかし歳経た盲信者は、そんな若じやく輩はい者の意見をものともせずに。ただただ煙を吐くのみ。


「……じゃあな」


　アリスは「また」とは言わずに、一方的な別れを告げて歩き出した。アイもぺこりと頭を下げてそれを追う。向こうから異変を察知したディーが「おーい」と手を振りながら迎むかえに来ていた。


　老爺は「うむ」と肯うなずいて、また、揺り椅子をこぎ始めた。
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　兄と仲間達は石を積んだ。生きる者死ぬ者の違いなく、大地の欠片かけらを削けずり取って、山の頂いただきへとそっと置いた。


　みな、別々の夢をみて、そのために石を運んだ。


　やがて石積みは少しずつ洗練されていった。


　関かかわる人が増え、彼らを管理する人間が加わった。


　効率的に、かつ機能的に石を積むために図面を引く人間が加わった。


　それらの人間に食事を提供する人間が加わった。大工が加わった。死者が加わった。死者を守るハンターが加わった。


　やがて石の山は塔になった。


　様々な人間の、様々な夢が塔を育はぐくんだ。


　多くの者が、そこに天国を見いだした。父親が石を積み、母親が食事を作る。そして子供達は集まって遊ぶ。そのような日々を願った。塔は一番最初に彼らの願いを叶えた。


　塔は次に、多くの技術者達の夢を叶えた。彼らが望む、すばらしいものを作りたいという夢に「天国を作る」という大いなる仕事を与あたえてすばらしい才能を己に向けさせた。


　塔はどん欲に夢を呑のんでは背を伸のばし。また、新しい夢を叶え始めた。


　その塔は墓であり、


　天国であり、地じ獄ごくであり、


　日常であり、非日常であり、


　過去であり、未来であり。


　それはもはや、世界そのものであり。


　そうして世界塔は夢見る場所となった。





　兄とその仲間達はその頂で、いまも石を積み上げている。
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　その物語は帰りの、誰だれもいなくなった大通りに書かれていた。


　アイとアリスはその白はく墨ぼくを踏ふみしめながらユリー達の元へと帰った。


「ここは変です」


　アイは入り口で待っていたユリーをスルーして荷物の場所へと向かいながら言った。


「それは最初から分かっている」


「いいえ、あなたは分かっていません。ここは異常です。尋じん常じようではありません」


　ひょいひょいと、荷物を脇わきに置き、そこに隠かくされていたセリカを見つける。セリカは機き嫌げんよさげに「だう」と笑って自分からアイに手を伸ばした。アイは赤あか子ごを抱だき上げて、そのふくふくとした温かい感かん触しよくに頰ほおを寄せた。


「……君は、何を聞いてきたというんだ」


「……よくは、分かりません。わたしは何を、聞かされたというのか……」


　それきりアイは、自分の考えに没ぼつ頭とうして沈ちん黙もくする。セリカがぺしぺしとくすぐったそうにしてその頰を叩たたく。


　ユリーが、なにが起きたんだ？　とアリスに目線を飛ばす。しかしアリス自身もアイと似たような状態で考え込んで目線すら上げない。その上空でディーが『さっぱりわかんない』とばかりに両手を挙げる。


「アリスさん」


　突とつ然ぜん、顔を上げてアイが問うた。


「あなたは、大だい丈じよう夫ぶですか？」


「……ああ、俺おれは大丈夫だ……お前は？」


　アイはじっと、アリスの目を見る。


「私も大丈夫です」


「……お前達、いったいなんの話をしている？」


　アイがすっと思考の海から浮うかび上がってユリーを見た。


「この塔とうは人の願いを叶えるそうです」


「……どういうことだ？」


「具体的にはなにも……何が起きるのかとかはさっぱり分かりません」


　アイは歯がゆそうに爪つめを嚙かんだ。


「でも、そうなると。そうなるはずだと本気で信じている人達がこの塔にはいるのです」


「異能者か？」


「いや」


　アリスが引ひき継つぐ。


「異能者にはこんな塔、必要ないよ。そこまで強力な願いを抱いだけるような奴は、こんなもんがなくても、どのみち願いを叶えさせられちまってる」


　ガンベルトを腰こしに戻もどしながら、アリスはいった。


「ここにはむしろ普ふ通つうの奴やつらしかいないよ。異能者と同じくらい願っているのに、願いを叶えてもらえない。そんな奴らが何百人も、何千人も巣食っているんだ……この塔はそんな奴らのクッションだよ。『天国に行きたい！』なんて荒こう唐とう無む稽けいな夢は抱けないけど『この塔は天国に繫つながっている！』っていうワンクッション置いた夢は信じられる。そんな場所だ」


「……つまり、何なんだ？」


「ユリーさんの夢も、叶えられるかもしれない。……そういうことですよ」


　アイが引き継ぎ。言葉を締しめた。


　……俺の、夢？


　ユリーは声に出したつもりだった。しかしその言葉は口から外には出て行かなかった。


「………………ねー、そんなに危険ならさー」


　ディーがわざわざ挙手して発言する。


「いったん下りた方がよくない？　いや、諦あきらめるとかじゃなくて。とりあえずさ。戦略的撤てつ退たい……」


「それはできません」


「……ですか」


「そうしたいのなら、ディーさんだけ。どうぞ」


「いやーそんなわけにもいかんでしょー。願いが叶うかもって、聞いちゃぁね」


「責任持てませんよ……」


　言いつつアイは、あまりディー自身は心配していない様子だった。


「──ユリーさん。あなたは、大丈夫ですか？」


　アイは弾はじかれたように頭を上げた。


「…………つまり、どういう状態だと危ないんだ？」


「危なくはありません。ただ、願いが叶う、だけですから」


　そこでアイは一呼吸分だけ躊躇ためらい、


「ユリーさん。私、あなたに今まで、意図して聞いてこなかったことがありますよね？」


「……さてな」


　ユリーはこの期ごに及およんでごまかそうとした。


「……あの丘おかでの事です。私が世界を救うと決めた。あの丘でのことです」


　人食い玩具ハンプニーハンバートを埋うめた。あの全すべてが始まった夜明けの瞬しゆん間かん。


「あのとき、私が誓ちかったとき、あなたは私を助けてくれると言いましたね？」


「……ああ」


「なぜ？」


「……なぜも何もない。君は俺の友の娘むすめだ。助けるのは当然──」


「そういうのはいいです」


　アイは切って捨てる。


「申し訳ありませんが。そもそも私は、あなたが私を助けてくれるという誓いを、あまり、信じてはいませんでした」


　アイは笑った。


「どこかにラインがあると思ってました。『山を下りるまで』『街に着くまで』『我わが儘ままを言いはじめるまで』『自分に危険が迫せまるまで』そのどこかで、あなたは私を見捨てると思ってました」


「……そんな風に、思っていたのか」


「はい。そんな風に思っていたのです……」


　たはは、と笑う。誤ご魔ま化かすように。笑う。


「オルタスでも、ゴーラ学園でも、そして今も、私は『この人はどこまで付いてきてくれるのだろう？』と考えています」


「…………」


「あなたはどこまで、私に付いてきてくれるのですか？」


「……君が夢をあきらめるまで、だ」


「ああ、やっぱり」


　嗤わらう。


「やっぱりそーかー。ユリーさんは、私が世界を救えるなんて全く、最初から、ビタイチ。信じてなんていなかったんですね」


「……アイ」


「あなたは私が、どこかで必ず。夢をあきらめるはずだと、そう思っていたんですね？」


「……アイ、聞いてくれ」


「あなたは私の『世界を救う夢』に賛同したのではなく。私があきらめた時、その瞬間にそばにいて、失意のどん底にある私を助けるために付いてきていたのですね？」


「…………」


「あなたは私の夢なんてどうでもよくて、私に幸せになってほしかっただけなんですね」


「…………」


「あなたは、大人ですね……」


「……きついな」


「すみません……でもこれを聞いておかないと──」


「いや、質問の事じゃなく」


　ユリーは、いつもの、苦み切った笑えみを浮かべた。


「子供に『お前は大人だ』と言われるのは。存外きついな」


「？　それはよく分かりませんが……」


「そりゃそうだろうさ」


　大男はどこか吹ふっ切きれたように笑っている。


「あの、勘かん違ちがいしてほしくないのですが。責めてるわけじゃないですからね？　ただ聞きたいことがあって──」


「分かってるよ」


　そう言って、


　ユリーは唐とう突とつにアイをハグした。


　アイは大男の巨きよ大だいな腕うでの中で固まる。


「………………へ？　え？　え？　な、なんですか急に？」


「君のことを俺はずいぶん分かったつもりになっていたが……まだまだ全然だめだ……」


　アイはいよいよ身を竦すくめて、


「あ、あの。ユリーさん？　あの、違うんです。まだ質問は終わってないんです。大事なことなんです。あなたにとって、『世界を救うこと』は夢じゃなかった。だったら、あなたには他の望みがあるんじゃないですか？」


「他ほかの望み？」


　アイはさらに身を硬かたくする。まるで放ほうり出されることに備えるように。


「あなたが、私たちを助けてくれたのは。私たちが、娘だったからでは、ないですか？」


　アイはセリカをぎゅっと抱く。


「……あなたは、本当はまだ、亡なくなった奥おくさんや娘さんのことを引きずっているのではないですか？」


「…………」


「あなたは、その人たちに会いたいのでは、ないですか？」


　セリカと、ユリー、二つの温かいものに挟はさまれながら。しかしアイはその温度を信用できずに、硬く、冷たくなっている。


「そういう願いは、きっとこの塔の得意分野です。必ず叶かなえてくれるでしょう」


「……アイ」


「勘違いしないでください。悪いことだと、言っているわけではないんです。ただ、願いを叶えたら、どうなってしまうか分からないんです。それで──」


「アイ」


　ユリーは無骨な両腕を繊せん細さいに使って、アイの頭を撫なでた。
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「俺おれは、いかないよ」


「──でも」


「君を置いて、いったりしないさ」


　その言葉をユリーはなんども繰くり返かえす。今まで言わなかった分を、彼女を不安にさせ続けてきた日々の分を補うように、繰り返す。


　しかしアイは、


「──信用しません」


　その言葉とともに、ついに涙なみだがこぼれ落ちる。


「わ、私は、やっぱり、その言葉を、信用できません。…………すみません、私、本当にどうしようもない、子なんです。そういう言葉を、信じられない、子なんです……」


　緑の瞳ひとみが涙に沈しずむ。涙るい滴てきが伝ってセリカに注ぐ。赤あか子ごはその光の粒つぶを頰ほおに受けて、不思議そうに目を細める。


「だって！」


　顔が上がる。涙の飛沫しぶきがぱっと散る。


「だってあなたは！　いっぱい！　いっぱい！　隠かくし事ごとをしているじゃないですか！」


「隠し事？」


　これはユリーにも意外だった。


　それを見てアイの方が絶望にそまる。


「ああ、やっぱり……とくに考えても、無いんですね……。バカみたいですね……私だけ気にして……悩なやんで……」


「アイ……？」


「ユリーさん……あなた、墓はか守もりは何人殺しましたか？」


　喉のどが鳴った。アイは暗い瞳でそれを見上げた。


「……あなたが死んじゃった奥さんと共に逃にげてる間。墓守にあわなかった、なんてこと、あり得ませんよね……そういう墓守は、殺したんですよね……」


「アイ……それは……」


「なんですか、その、忘れてた、みたいな顔は。忘れちゃってたんですか？」


「…………」


「もし……当時、私とあなたが会っていたら……」


　アイはちらりと、こちらを見上げた。


「やっぱり殺していましたか？」


　ユリーは、


　自分がそのとき、どんな顔をしたのか覚えていない。


　だがよっぽどひどい顔をしていたのだろう。


　それを一目見たアイは「とんでもないことをした」という顔でうつむいた。


「………………………………………………ごめんなさい」


　そしてぽろぽろと涙をこぼし。


「…………ごめんなさい……私、だから……こうなんです……」


　顔を覆おおい、震ふるえた。


「ああ！　もう！　まったく！」


　突とつ如じよユリーが叫さけんだ。アイもセリカも、吃驚びつくりして、ぬれる瞳を見開いた。


「悪かった！　俺は墓守を殺したことがある！　それについて特になにも考えていなかった！　ただ殺人と同じように考えていた。そのうえ君がそのことを悩んでいるなんて夢にも思わなかった！　すまない！　白状する！　俺は確かに墓守殺しだ！」


　ユリーはアイの瞳をしっかりと見つめた。


「あのとき、君と出会ってたら、もしかしたら殺していたかもしれない。それは認める」


「……そうですか……あは……私、それを聞いた方がむしろ、安心するんですね……」


「現実的な女だな君は。そんなんで美人になってみろ、将来苦労するぞ」


　片かた膝ひざを立てて、指さして注意する。まるで昔、娘にしたように。


　いままでどこか抵てい抗こうを感じていた行こう為いを、意識してやる。


「まったく！　君たちはとんでもない奴やつだ！　なんて素す早ばやい連中だ！　これが若さか!?」


「ユ、ユリーさん？」


「まったく生き急ぎおって！　そんな問題はなぁ！　そんなに素早く悩まなくていいんだ！　五年十年かけてゆっくり！　解決すればいいんだ！　さもなきゃこっちが保もたんわ！　分かるか!?」


「え？　えと？　えっと？」


「大人はなぁ！　いろいろと割り切るのに時間がかかるんだ！　それなのに君たちは人の都合もわきまえずにすぱすぱすぱすぱ結論を出しおって！」


　この餓が鬼き共め！　とユリーはアイの頭をわしわしと撫でてやる。


「あ、あの、何が言いたいんで……」


「アイ」


　ユリーはアイの、ぬれる瞳をのぞき込んだ。





「俺はお前の、父親になる」





「……………………………………………………………………………………はい？」


「まったく……本来、こういう事は、時間をおいて、なんとなくそんな空気になってから言うのが情じよう緒ちよというものなのだ。それを君たちは勝手に突つっ走ぱしってからに……」


「あ、あの、ユリーさん」


「ユリーさんではない」


　どん、と胸むな板いたを叩たたく。


「父と、呼べ」


「……………………………………………………………………………………結構です」


「遠えん慮りよするな」


「遠慮ではなく拒きよ否ひです」


　アイの濡ぬれた瞳は完全に凍こおって、冷たいきらめきを発している。


「そうか……だがまぁ、俺の方は、君を娘むすめだと思うことにしよう。ノエミと──君とセリカ。我わが自じ慢まんの、三人娘だ」


「……セリカさんの姉の、ウッラはどうするんですか？」


「む。そうか。ならば四姉し妹まいだな」


「……本気で言っているのですか？」


「ああ」


「……ふざけないでください」


「ふざけてなどいないよ。と、言っても、君は信じないのだろうな」


「…………ええ」


「なら今度は、君が敗北する番だ」


　ユリーは笑う。そこにはもう、悲ひ嘆たんの成分はなくなっていた。


「見ているがいい。俺は、絶対に、君たちを見捨てない。信じなくてもかまわん。君がどう思っていてもかまわん。だが、俺はそうする。君が自分の夢をあきらめないのと、同じようにな」


「……っ！」


　アイは、その言葉を聞いて、勢いよく顔を上げた。涙の飛沫が七色に輝かがやきながら中空に散った。


「いやか？」


「……………………………………………………よく、そういうこと、聞けますね……」


　アイはうつむく。セリカが「どうした？」とばかりに心配そうに見上げる。アイはぐいっと右手を突いて大男の懐ふところから抜ぬけ出し、背中を向けて。ちょっとだけ振ふり返り。


「…………………………………………………………………………やでは、ないです」


「そうか、では今度から俺のことはお父様と──」


「それはやです」


　アイは涙に濡れた顔をセリカの寝ね間ま着きになすりつけて嫌いやがられる。


「それで？　なんだかよく分からんが。俺はこの塔とうを登っても大だい丈じよう夫ぶなのか？」


「……さあ、知りません」


「そうか。だがたとえ危険でも。俺は君について行くからな」


「…………」


　アイは沈ちん黙もく。


「照れてるのか？」


「なっ！　ど、どうしてユリーさんは、そういうこと聞けちゃうんですか！　このデリカシーなし！　最低！」


「すまんすまん」


　ユリーはいい、麦むぎわら帽ぼう子しを拾って、アイの頭にのせてやった。そしてかわりにセリカを引き取る。


　アイは麦わらを両手でひっぱり。自分の顔をしっかりと隠した。


「急ぎましょう」


　ショベルをくるんと回して肩かたに担かつぐ。


　応、とアリスが応じて立ち上がり。ほいよとディーが安やす請うけ合あい。


　分かった、とユリーは答えてセリカを抱だき直す。


「傷ス持カちーさんが、おそらく一番危険です」


　塔はいまだに高く、階段は深くつづいていた。
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　登る。


　目の前の石段をひとつひとつ踏ふみながらアイはのぼる。目の前にふと顕あらわれる案内の白はく墨ぼくを踏みつぶしながらのぼりまくる。


　八階、古いにしえの王が望んだような金銀財宝の宝物庫。誰だれも興味を引かれずに上る。


　九階、あらゆる美食が集められた食堂。ユリーとアリスがアイを引きずって上る。


　十階、神々の私室のような美しい宮きゆう殿でん。落書きはそんなところにもお構いなしに現れて王の肖しよう像ぞうに道案内の矢印を残す。


　塔はいっこうにその頂点を見せなかった。階段はただ延々と、落書きはただ白々と、目の前に広がって終わりを見せない。


　十一階、ありとあらゆる武器が積まれた街。


　十二階、ありとあらゆる武器にさらされた街。


　十三階、硝しよう煙えんの臭においと、弾だん痕こんの模様、火か炎えんに舐なめられた街。


　上る。


　十四階、天空の居住。十五階、地の宮殿。十六階、千年の都。十七階、建国の礎いしずえ。


　上る。上る。上り続ける。


　各階層は奇き想そう天てん外がいにねじくれ始め、やがてだんだんと「ぬくもり」のようなものを帯びてきた。作り物めいた雰ふん囲い気きが和やわらいで、濃のう厚こうなまでに使用中の匂いが漂ただよう。


　誰もいないのに。


　十八階、ジャングル、あきれる程ほどの緑と動物たちのやかましい声。


　十九階、岩の山、そこでアイは足のまめをつぶしてしまった。


　二十階、医者の一室、うまい具合に現れたその階で手当てをした。


　二十一階、研究所、そこでセリカの粉ミルクが切れてしまった。


　二十二階、牧草地、そこでユリーは子持ちの山や羊ぎから新しん鮮せんなミルクを分けてもらった。


　それら全すべては白墨の〝○○ならここだよ！〟の案内と共にあった。


　二十三、二十四階、二十五階、二十六階、二十七階、……、


　ただ、足を動かして塔を上った。『疲つかれたな』と思うと〝がんばって！　次は楽だよ！〟の言葉と共にのどかな並木道が現れた。『体が汚よごれたな』と思うと〝次は温泉があるよ！〟の文字が現れてその通りになった。『食料がもうないな』と思うと〝次は商店街だよ！〟の文字と現実。


　一行は上った。上りに上った。足をひたすら前に出して、いつかセリカが横を向く日を目指して上った。早く早くと願って上った。


「～～！」


「……！」


　上った。


「～～！　～～！」


「……！　……！　～～!!」


　上った。


「……ィ!!」


　上った。


「アイ!!」


「わっ」


　突とつ然ぜんだった。ディーが目の前で何か叫さけんでいる。


　そしておぎゃ～おぎゃ～～！　とセリカの泣き声。


「へ？　あれ？　──すみませんディーさん。なんか上るのに夢中になっちゃって……」


「そんなのいいから！　他の二人の目を覚まして！」


「へ？　なんでそんなにあわてて……」


「いいから！」


　アイは驚おどろいて背後を見る。するとアリスとユリーも同じように熱中したような顔でただただ階段を上っていた。なるほど自分はこうなっていたのかとアイは知る。


「アリスさん。アリスさん。ユリーさん。ユリーさん」


　往復ビンタ。アリスは二往復。ユリーは三往復だった。セリカはまだ泣いている。


「……お？」


「おはようございます。アリスさん。ユリーさん」


「いや寝ねてねーし。──って、おわ！」


　アリス～～！　とディーが涙なみだ目めでアリスにまとわりつく。


「すまん。すまんセリカ。気づかなかった。どうした？　お腹なかがすいたのか？」


　ユリーがセリカをあやす。そうされてようやく赤あか子ごは泣き止やんだ。


「……なんか、熱中しちまったな」


「ですね。気をつけませんと」


「気をつけませんとじゃないよ！」


　ディーが怒いかり狂くるって言い放つ。


「今ここ何階だと思ってるの！」


「いや、知らん」


「あ、あそこに書いてありますよ」


　丁ちよう度ど次の階に着くところだった。そこにはいつものように白墨が数字を書いていた。


「え？」


「……なんだこれ？」


〝ようこそ！　八百二十八階へ！〟


　八百二十八階？


「そ、そんなわけないですね。ははは、なんですかこれ……また悪戯いたずらですかね……」


「そ、そうだよ。ははは。そんなわけねえよ……こいつ、最近まじめだったのに、また悪ふざけをはじめたな。ははは……はは……は……」


〝本当だよ！〟の文字。


『…………』


〝だったらそこから見てみなよ〟


　そこ？


　その文字を見た直後。強い風が『轟ごう』と吹ふいてあおった。


「お前達こっちを見ろ！」


　ユリーが叫ぶ。すると落書きの反対側に窓があって、そこから風がびゅうびゅうと吹き込んでいる。


　あんなところに窓なんかあったか？


　アイは疑問を押おし殺して駆かけ寄より、アリスとユリーで埋うまった狭せまい隙すき間まに顔を押し込む。


　太陽のあおい光。


　霧きりが晴れている。いや霧どころか──


　雲がずっとずっと下にあった。


「馬ば鹿かな……」


　ユリーが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。


「俺達こんなに登ってなんか──」


　だが望んだ。


　早く早くと念じてひた歩いた。


　そのことに気づいて一行は口を閉とざした。


　アイは、自分がまだ、この塔を舐めていたのだと教えられた。
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　願いは集つどい、絡からみ合い、


　塔の先せん端たんは延々と伸のび続けた。


　兄達に材料などもはや必要なく、ただ「石を積む」という願いが塔を高くし続けてた。彼らはそれぞれに特異な夢を見て。それをかなえるために石を積んだ。


　そしていつしか、塔の先端は粒りゆう子し的に枝分かれしてばらりと散った。塔を作る者達はその夢の形に合わせて違ちがう景色を見るようになった。


　先せん鋭えいを望むものにはさらなる最さい先せん端たんを、


　永遠を望むものには閉じた円えん環かんを、


　終わりを望むものには望み通りの終末を、


　そびえる塔とうをみて、人々がさらに駆け込んだ。塔はそれらの人々を呑のみ込んでさらにばらばらと枝分かれしていった。人々は己おのれの枝を望み通りに彩いろどって、花を付けるように夢を叶かなえた。


　塔はめきめきと幹を太くし、万の枝葉を抱かかえて大樹となった。


　そして塔は樹きとなった。


　世界樹は一いつ斉せいに開花の時を迎むかえて花開いた。枝葉いっぱいに人々の夢を抱えて。百ひやつ花か繚りよう乱らんの花を咲さかせた。


　夢を叶えた花たちは、石を積む手を、駆ける足を、渇かつ望ぼうする心を休ませて丸まった。


　しかし、その頂点にはまだ、石を積む者達がいた。


　塔の力をもってしても、いまだ叶わぬ夢を抱いだく者達。


　兄の願いはまだ、叶っていなかった。
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　ディーは強く反対したが、一行はさらに塔を上った。


　それからの階層では、疲れても、眠ねむくても、なるべく塔のものには口を付けなかった。とくに『うまい具合に』現れたものは避さけた。


〝こっちにわき水があるよ！〟の横で朝あさ露つゆをすすった。〝こっちは温泉だよ！〟の排はい水すいでタオルを洗った。白墨はそのたびに、なんだかシュンと凹へこんだようなコメントを残した。〝おいしいのになぁ……〟〝気持ちいいのになぁ……〟だがそれに甘あまんじるわけにはいかなかった。


　この塔は願いを叶える。


　そのことは全員の骨身に染しみていた。アイ達は必死でそれに抵てい抗こうした。羽う毛もう布ぶ団とんの脇わきの石いし畳だたみで夜を明かし、湯船の排水で顔を洗った。


　それでも塔はどん欲に願いを叶えはじめた。アイ達はそれを無視して塔を上った。早く、早く……と心に唱えて目の前の石段をふんだ。


　そして塔は、その願いすらも叶え始めた。


　頭の中の黒板に、知らない間に×印が加えられる。×印はすでに千を超こえていた。アイはもう、そんなものを無視して目の前の階段を見つめて足を動かした。疲ひ労ろうと渇かわきが襲おそいかかった。塔はそのたびに安全そうな、ささやかな食事と、澄すみ切った井い戸ど水みずを目の前に用意した。


　一行はそのすべてを無視した。


　しかし、そんな一行の努力をあざ笑うように、さらに塔は願いを叶え始めた。


　減っていたはずの腹が、いつの間にか満ちている。


　渇いていたはずの喉のどが、いつの間にか潤うるおっている。


　どれだけ警けい戒かいしても、気を張っていても、塔はどん欲に願いを呑のんで叶えに掛かかった。外そと堀ぼりを埋めるように、軽い願いから叶え始めた。


　そして、そしてついに、塔はアイ達を叶え始めた。


　千二百十三階。


　そこにひとつの村があった。


「……ぁ」


　三方を斜しや面めんに囲まれ、北に高台を抱いだく村。小さな畑と家々の並ぶのどかな村。四十七人の住人が平和に暮らす、隠かくれた村。


　もう、存在しない村。


　自分の村。


「みな……さん……」


　アイはそこに、四十七人の幻げん視しを見た。


　アンナがいた、ヨーキがいた、ヨアンナが、ドーラが、ユキが、ゼルが、マヌエッタがいた。


　そしてそこには、いなかった人までいた。


「お母様……」


　麦ばく穂ほの中に、在りし日の母が笑っていた。アイは駆けた。十二年の月日を過ごした村の道を駆けた。たった数ヶ月で思い出の場所になってしまった場所へ駆けた。


　その隣となりには父がいた。人食い玩具ハンプニーハンバートではない。ただのキヅナ・アスティンが。


「お父様！」
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　あと数歩。それだけ歩けば。そこに行ける。どれだけ願っても。なにをしても行けなかった場所に。あとたった三歩で行ける。そう思う間に二歩。一歩。


　零ゼロ歩ほ。


「お父様！　お母様！」


　なにかひどい罠わなだと思った。目の前にあるのは実は全部偽にせ物もので、自分がこうしてどっぷり浸つかった瞬しゆん間かんにアギトを閉じてばらばらにかみ砕くだく。そんな罠。


　それでもいいと思っていた。


　それなのに、目の前の彼らはどこまでも本物だった。


「アイ！　ひっさしぶりだねぇ！　おっきくなって！」


「お母様！」


　ハナ・アスティンがアイを抱だく。アイと同じ金の髪かみと緑の瞳ひとみ。しかしそこに浮うかぶ表情が自分とは全く違う。いたずらっ子のような輝かがやく笑え顔がお。


「よぅ。お前は相変わらずみたいだな。おらおら」


「お、お父様！　やめてください！」


　キヅナ・アスティンが乱暴に頭を撫なで、自分が怒おこる。懐なつかしすぎるやりとり。思い出の中にしかなかったやりとり。


「お父様……」


「お？」


「お母様……」


「はいはい、なに？」


　二人の返事が返ってくる。そのことがうれしくて、アイはもう、


「～～～～～～～～っ！」


「おっと」「ど、どしたのアイ？」


　二人に包まれて、アイは泣いた。腕うでの中に全すべてがある。母のいい匂におい。父の煙草たばこの匂い。母の温かさ。父の冷たさ。お父様、お母様と呼ぶと返ってくる、優やさしい声。厳しい声。


　それがいま、目の前に、


「──落ち着いた？」


「……いいえ」


「っぷ。──あら素す直なおな娘むすめさんね」


　母が笑う。幸せそうに。楽しそうに。


「あなたたちは……本物なんですか？」


「さあ？」


　父が意地悪そうに笑う。


「アイよ。お前はどうなんだ？　本物なのか？　偽物なのか？」


「…………」


「言えないか。──だが俺おれは言えるぞ。俺は本物だ」


「そうだね。ちなみにあたしも言えるよ。あたしは本物」


『──だから』


「──っ！」


　どん。と突つき飛とばされる。


「お父様！　お母様！　なにを!?」


「なにを。じゃねーよ馬ばっ鹿か野や郎ろう。なんだてめぇ。やっぱりアイの偽者か？　──いいか、教えてやる。アイ・アスティンって奴やつはな、ハナからこんなところに来やしねぇんだよ。なんせあいつは世界を救う奴だからなぁ」


　キヅナ・アスティンは突き飛ばした手を腰こしに当ててにやりと笑った。


「あんた、それは言い過ぎよ」


　それをフォローして、ハナ・アスティンは夫の腕を取りぐいと引いた。


「分かってないわねぇ。アイ・アスティンっていうのは。こういう誘ゆう惑わくに負けちゃう子なのよ。本当はすっごく平へい凡ぼんで、涙なみだもろくて打ちのめされやすい子なんだから。──楽しくてもうれしくても悲しくても、泣いちゃうような娘なんだから……」


　しゃがみ込んで顔を拭ふいてくれる。アイはそのハンカチにチーンとやる。


「でも、その後で絶対に、立ち上がる子なんだ」


「…………」


「お行き。私の娘。あんたは天国にはまだすこし早いよ」


　アイは涙をぐしぐしとぬぐい、


「はい」


「いい返事だな、俺の娘」


　キヅナ・アスティンがにやりと笑う。


「地じ獄ごくでも、元気でな」


「はい！」


　そしてアイは帰き還かんした。


　走る。村道を逆さまに、思い出を逆さまに、時を逆さまに、振ふり返かえることは許されない、それは絶対にしてはならない。


「さよなら……」


　顔も見ずに言う。立ち去る自分のかわりに涙の粒つぶを残して走る。


　やがて霧きりが辺りをくるんで現実を隠してしまった。それでもアイは立ち止まらずに前に進む。


　どれだけ走っただろうか。アイは自分すら無くなりそうな霧の中で、その声を聞いた。


　どこかで誰だれかが、おぎゃぁ。おぎゃぁ。と泣いていた。


　どこかで誰かが、アイ！　アイ！　と呼んでいた。


　アイはひたすらそちらに走り、そして、


　目を覚ました。


『アイ！』


　目の前に全員の顔があった。


「わ」


　ユリーが、アリスが、ディーが、セリカが、それぞれがそれぞれの声でアイを呼よび戻もどそうと声を張り上げていた。


「よかった！　本当に良かった！」


　ユリーが乱暴に抱きしめて頭をわしわしと撫でる。アイは眼めを白黒させて、


「み、皆みなさんは何ともなかったんですか？」


　全員。気まずそうに一度。視線を逸そらす。


「……いや、一度は全員飲まれたんだが。──セリカの泣き声のおかげでな」


「今度はボクでさえちょっとやられそうになったよ。ありがとぅねセリカ」


　ようやく泣き止やんだセリカが安心したように「だう……」と息を吐はく。


「しっかし、このチビだけは本当に安定感抜ばつ群ぐんだよな」


「……自分の人生に、よっぽど不満とか無いんだろうなぁ」


「うらやましいです……」


　赤子は『全くしょうがないなぁ』とばかりに「だう！」と叫さけぶ。


「ご苦労様です。ありがとう……」


　アイは頰ほおずりをして、その額にそっとキスをした。


「……………………………………さて」


　その様子を、じっと見つめる者がいた。


「……どうかなぁ。無理かなぁ。まだ行けるかなぁ……どっちかなー」


「？　ディーさん？」


　ディーが一人でうんうんと悩なやんでいる。空中で身を丸めて額をこつこつと叩たたきながら誰の声も無視して思考に没ぼつ頭とうしている。そして、


「よし、決めた」


「はあ……なにをですか？」


「ボクのプランだよ。──さて、悪いんだけど。みんなもうココから下りてくれる？　傷ス持カちーのことは諦あきらめて、さ」


「またその話ですか……」


「あ、ごめん。悪いけど今回は本気だよ」


　さすがにぎょっとして、ディーを見つめる。


「どういうことですか？」


「この塔とう。崩くずれるの」


「え!?　な、なんで！」


「ん？　爆ばく薬やくとか、あとはまあイロンナ力で」


「方法を聞いてるんじゃありません！　理由は!?　なんで!?」


　それはねー、とディーがあっけらかんと答える。





「ボクが壊こわすからだよ」





　幽ゆう霊れいが笑う。


「……どうして……」


　アイの、慌あわてる心が一いつ瞬しゆんでさめた。目の前の事態に対処できるよう。体が自動的に構えた。


「ん？　分かんないの。アイ」


「分かりませんよ！」


「そんなの決まってるじゃん」


　ディーは役者のように両手を広げて辺りを指した。


「ここが、世界を犯おかしているからだよ。この塔は永遠を孕む。人の願いを叶かなえる塔なんて、そんなモノの存在を許すわけにはいかないんだ。世界が終わらなくなってしまう。無様にずっと続いてしまう」


　暗黒の双そう眸ぼうが頂上を睨にらみ。


「だから、ぶったおすんだ」


　ディー・エンジーは天に毒を吐いた。


「本当はそれを、アイ達にやってもらうつもりだったんだけど……」


　ふわりと浮うかび上がって、一行をじろじろと見る。


「今の見た感じじゃ、こっから先は無理だもんねぇ。だからまぁ、プランＢだよ」


「私達にやってもらうつもりだった？」


「そうだよ。アイにさ、この塔の天てつ辺ぺんにいる彼らを救ってもらうつもりだったんだ。──オルタスでコロシオハケにしたように。ゴーラ学園で演説したように。彼らを救って、この塔を意味のないガラクタに変えてもらいたかったんだ」


　幽霊の体がふわりとぼやけて天てん井じように漂ただよい、そこにどこか遠くの場所を映し込んだ。


　そこは塔の頂上で、幾いく人にんかの少年少女がいまだ、石を積んでいた。


「そういうのアイ。好きでしょ？」


　ディーは、幽霊は、西方の魔ま女じよは、嗤わらった。


　アイは絶句。


「……あなたは、そのために、私たちについて来ていたんですか……？」


「それはいろいろ。アリスの事もあるしねー」


「私たちは、あなたに操あやつられていたというのですか？」


「気づかなかったでしょ？　これが幽霊流なんだ。『こっちに来て欲しい』ときに『こっちに来い』なんて幼よう稚ちなことは絶対にやらない。ボクの奥おう義ぎだよ」


　ディーは壁かべの白はく墨ぼくを皮肉気に見つめて唾つばを吐いた。


　幽霊は〝囁ささやく〟。


「理想はね、対象に〝全部自分で考えたことだ！〟って思わせるの。自分で決めて、自分で行動したと思わせられたら最高だね」


「そんな……」


　そもそもセリカの泣き声と傷ス持カちーの方向の関係性を示し唆さしたのは誰だ？　ことある毎ごとに斥せつ候こうをかって進路をとったのは誰だ？　たった一日の差で傷ス持カちーが塔に入る前に追いつけなかったのは誰のせいだ？


「そもそも傷ス持カちーが塔に来たのはなぜ？　──そこに行けば墓はか守もりに戻れると誰かに囁かれたからじゃないかな？　さらに遡さかのぼって、なぜ傷ス持カちーは囁かれる隙すきが出来ちゃったのかな？　それはアイがゴーラ学園に囚とらわれたからじゃないかな。それは、なぜ？」


　ディー・エンジー・ストラトミットス。囁く。囁く。囁く。


「全部。あなたがやったことだと言うんですか……」


「ううん。九割は君たちがやったことだよ」


　だがその最後の一割は蜘く蛛もの巣すのように微び細さいに広がって全体に絡からみついている。


「本当はね、全部うまくいったら黙だまっててあげるつもりだったんだけど。失敗しちゃったしね。ばらしてあげる。怒おこった？　それだとボクは少しうれしい」


「……そんなことどうでもいいからやめてください」


「ん？」


　ぶんっ！　とショベルの先を幽霊に向ける。


「ここは誰かの、夢の場所です。それを壊させることは、許しません」


「……ふーん」


「この塔の破は壊かいを、やめてください」


「やだ」


「……おい、ディー」


　アリスが両者の様子を見ながら声を掛かける。


「俺からも頼たのむ……」


「なにを？」


「せめて傷ス持カちーを回収するまでまってくれ。……たのむ。ここは俺の顔に免めんじて」


「敵の顔がなんだって言うのさ」


　幽霊はすいっと宙返りして距きよ離りをとり、


「あのね？　勘かん違ちがいしないで。これはもう決まったことなの。今ボクがしているのはあくまで忠告。相談じゃないよ？」


　ディーは、むしろ心配そうにアイを見た。


「到着と同時にこの塔を、破壊する」


「ディーさん！」


「そんな顔したって無む駄だだよ」


　ディーは嗤う。口角をつり上げ。悪あく霊りよう、怨おん霊りよう、魑ち魅み魍もう魎りようの如ごとく笑う。


「情に縋すがっても、感情に訴うつたえても無駄だよ。だから、ね。アイ。何があろうとボクはこの塔を壊すからさ？　傷ス持カちーの探たん索さくは諦めて。この塔を降りてよ」


　お前が死んでも構わないと、そういった口で、今度はアイを心配する。


「ボク、君たちのこと結構好きなんだ」


「……私もですよ」


「わーい。やた。両思いだ」


　無む邪じや気きな笑えみ。荒こう野やでアリスの誕生日を祝ったときと同じ笑顔。


「ディーさん……お願いです……やめてください……」


「だから無理だってば」


「ディーさん！」


「やだよ。もう聞かない」


　ディーはうるさそうに耳をふさいで、石段に足を付けてそのまま、とぷん、と沈しずむ。


「じゃあ、二日後に。塔の下で、再会できることを、祈いのっているよ」


　そう言い残して、


　幽霊は石いし畳だたみに沈んでいった。
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　世界樹の頂点にはいまだ、数十の枝が伸のびていた。枝の先には花はなく。夢を叶えていない彼らはそこでまだ、石を積み上げていた。


　彼らの目に不安はない。ここにまだ残っているような最さい先せん端たん共は、本気で石を積んで願いが叶うなどと信じている本物ばかりだった。


　──君達はまだ、望みが叶わないのかい？


　兄達の一人が仲間に言った。


　──君は、いったいどんな不ふ遜そんを願ったんだい？


　──妹の復活さ。そういうあんたこそ、なにを願った？


　彼らはお互たがいに笑いあいながら、今いま更さらのような質問に答えあった。


　──すべての死者の復活。


　──叶わぬ恋こいの成じよう就じゆ。


　──死の撤てつ廃ぱい。


　どれもこれも、子供が駄だ々だをこねたような無理難題ばかりだった。


　──君は？


　最後の一人に質問が行く。


　こんな瞬しゆん間かんにも、休まずに石を積んでいる少年だった。


　最初に石を積み始めた、少年だった。


「ぼくは」


　兄は答えた。
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　もはやなりふり構っていられなかった。


　ディーは二日後といったがこの塔とうの中で時間などというものがどれだけ頼たよりになるというのか。アイはそれが二秒後に訪れても二年後に訪れてもおかしいとは思わない。ここはそういう場所だ。


　上る。


　空気はどんどん薄うすくなっていく。そのたびに装備はだんだんと重厚になっていった。


　一行は今度は素す直なおにそれらを身につけた。いつの間にか願いを叶えさせられているのが一番危険だと気づいたからだ。酸素ボンベ、気圧服、ふわふわもこもこのインナー。装備は本当に都合の良い瞬間に現れて、そのたびに白墨に案内された〝ここだよ！〟。便利なことは便利だが、さすがにベビーサイズのそれら一式が〝０歳児からの気圧服だよ！〟の一言と共に転がっていたときは呆あきれよりも笑いの感情が湧わいて出た。


　上る。足が軽い。いや、軽いどころの話ではない。慎しん重ちように歩かないと跳はねてしまう。


　重力が弱い。


　窓の外に、昼だというのに星が見える。黒々と輝かがやく夜空の星々。今の季節とは反対側の秋の星々。


　アイはしかし、そんなものにはもう心を動かされない。


　塔はもはや、神話の場所だった。





　──君はなにを願って石を積んだの？





　そして神々の声が聞こえはじめた。


　現実が何かと混ざり始めた。


　アイは無視する。目の前の階段にだけ集中して足を動かす。





　──ぼくは妹に生き返ってほしかったんだ。


　──ぼくは、みんなと一いつ緒しよに逝ゆきたかった。


　──わたしは、彼と一緒になりたかったの。





　神々はきゃっきゃと笑い合い、冗じよう談だんを言いながら。子供のように夢を語った。


　──君は？


「ぼく？」


　──そう、君はなにを、願ったんだい？


　そして言葉が最後の一人に向けられた。


「…………」


　──どうしたの？　君の願いを聞かせてよ。最初に石を積んだ。君の願いを。


　──そうだよ、聞かせてよ。


　神々がはやし立てる。


　アイの視界がダブって、どこか別の場所が見える。


　いくつもの塔が建ち並ぶ空間。その塔のひとつひとつに少年達が乗っている。彼らの塔はぐるりと円を描えがき。真ん中の少年を囲んでいる。


　──聞かせてよ。聞かせてよ。


　──僕ぼくらは君を見て始めたんだ。


　──そうさ、何度もくじけそうになったけど、その度たびに、くじけない君を見て勇気をもらったんだ。


　──その君の夢を、聞かせてよ。さぞや壮そう大だいでばかばかしい、夢なのだろうね。


「僕は……」


　少年はみなに囲まれて、しかしまったく気にせず石を積んでいる。爪つめの中まで真っ黒に染まった指先で宙を搔かき、当たり前のようにそこで手に入れた石をさらなる高みにこちりと置いた。


　そして少年は答えた。





「僕はなにも、願っていないよ」





　神々が沈ちん黙もくする。千年も万年も、沈黙する。


　──なんだって？


「僕はただ、何となく、石を積んだだけなんだ」


　また一つ、こちり。


「別に、なにかを願ったわけじゃないし、なにか目的があったわけじゃない。ただ、自分が消しよう滅めつするまでの間。石を積もうと、きめたんだ」


　──ざわざわ、ぞわぞわ。


　神々がざわめき、やがて皆みんなを代表するように一人が聞いた。


　──どうしてそんな、


「他ほかにやることが、なかったからね」


　こちり、こちり、


　──じゃあ、君はただ、子供のように、『石があったから積んだ』だけなのかい？


「そうだよ」


　──ぼくたちは勝手に、そんな君の姿に夢を託たくして、勝手に勇気づけられていた、だけなのかい？


「さあ……ごめん、よくわからないよ」


　──なんということだ。


　どよどよと、神々がどよめく。


　──まさか、誰だれよりも真しん摯しに石を積んだ君に、願いがなかったなんて……。


「……怒おこったかい？」


　──いいや。


　──そんな奴やつはここにはいないよ。


　──そんな程度の低いものは、この最先端にはいやしない……。


　どよめきが止やんだ。


　──ただ、君が哀あわれだ。


「哀れ？」


　──そうだ。


　しくしくと、すすり泣きの声がする。泣き声は暴風となって塔を吹ふき。涙なみだは洪こう水ずいとなって塔を塗ぬらした。


　──ボクたちの石積みは、もう終わる。ああ、ほら──。


　そう言った少年の塔に藍あい色いろの桜がぱんっと咲さき。彼らの輪から離はなれていった。


　──どんなに無理難題だろうと。この塔にいればいつかは叶かなう──。


　漆しつ黒こくのかすみ草が、ぱんっと咲く。


　──だけど、君には夢がない。そもそも叶える、願いがない──。


　鋼鉄のバラ。ぱんっと咲く。


　──さすがの塔も、願い無き者の願いを、叶えることなど出来はしない──。


　カラメルのチューリップ。ぱんっと咲く。


　──さすれば君の石積みは永遠に終わらず──。


　肉の芥け子し。ぱんっと咲く。


　──しかしてあきらめるにはもはや、地上は遠く──。


　双ふた子ごのラフレシア。ぱんっと咲く。


　極ごく彩さい色しきの夢の花達は少年を祝うようにぱんっと咲き、花びら一枚を残して去っていった。





　少年の塔を花びらが包む。幾いく千せん幾万の花はな吹雪ふぶきが。塔の主あるじに降りしきる。





　しかし彼の塔に花は無く、


　──せめて共にと願っても。この身を焦こがす夢から我ら、逃のがれられず──。


　炎ほのおのカサブランカ。ぱんっと咲く。


　──『あなたはたった、ひとりになる』──。





　世界樹。ぱんと咲く。





　夢の花を千も万も身につけて。人界の海にその威いをそびえさせる。


　しかし、世界樹は完かん璧ぺきを欠く。その頂点に伸のびる。もっとも古き枝に花はなし。


「…………」


　しかしやはり、そんなことも、彼かの少年には関かかわりなく。


　兄はこちりと、石を積むのみ、


　真っ黒な手で、


　願い無き心で、


　花びらの舞まう、塔とうの上で、


　たったひとり。




　　　　II




　ついに石材の一つ一つが結合を失い、塔は重力のくびきを脱だつし始めた。アイもアリスも、ユリーでさえも。もはや文句も言わずにやけくそで、ふわふわ浮うかぶ階段を踏ふむ。


「傷ス持カちーさん！」


　叫さけぶ。空気が薄くて全力の叫びはゾッとするほど響ひびかない。


「傷ス持カちーさん！」


　限界が来ようとしている。塔の力をもってしても、人のいられる限界へと。


　壁かべが緩ゆるむ。ゆるんだその隙すき間まから、世界が姿を見せ始める。


　億千万の小さな星々と。


　たったひとつの大きな緑星。


　その間をつなぐ隙間だらけの螺ら旋せん階段で、アイは一いつ瞬しゆんだけ足を止めてその景色を眺ながめた。右足を上に、左足を下にして、ゴーグルを押おし上げて昼なのに夜みたいな世界を見た。


　遠くで雷かみなりが光り、極きよつ冠かんでオウロラが揺ゆれていた。


　そしてアイはそれをみた。


　塔の周囲に、また、塔がある。塔は千も万もあって、梢こずえのように延びている。


　そこには沢たく山さんの人たちがいた。塔を上る人、塔を作る人、塔で暮らす人。


　そこにはあの、老ろう爺やがいた。老爺は誰か、歳の近い老ろう婆ばとにこやかに話をしていた。


　そこにはあの、青年がいた。青年は老夫婦や見知らぬ女の子に囲まれて笑っていた。


　そこにはあの、墓はか守もりに恋こいした娘むすめがいた。


　天国を願った女性がいた。


　地じ獄ごくを願った若者がいた。


　みな、ひとつひとつの塔の中で、願いを叶えて存在していた。


　アイはその景色を眺めて少し泣きそうになった。うらやましいとも、ねたましいとも思わなかったけれど。ほんの少し、つらかった。


　空気が緩い。酸素が薄うすい。視界が恐おそろしくクリア。すべての音が遠い。反対に体内の音がうるさい。もはや上っているのか下りているのかもさだかではない。体が勝手に浮き上がる。瞬まばたきのたびに瞼まぶたの裏で星がきらめく。


　目の前に流れ星。


　どんな夜天の下でも見られない。ゼロ距きよ離りでの流星群。


　そこが限界地点だった。


　七色しきのオウロラ。星の敷しき布ふ。でたらめに飛び交かう人殺しの紫し外がい線せん。


　そこから先は、生きる者の世界ではない。


　少なくとも、生きたいと思う者の、行く場所ではない。


　だが皆、これを越こえていったのだろう。


　周りに浮かぶ彼らはみな、この場所を越えていったのだろう。


　石を積んだ者達も、


　石段を駆かけた者達も、


　──そして、彼らを追った墓守も。


　塔の周囲にはそんな墓守達の結果があった。


　この塔は、人の願いを叶える。人の願いのみを。


　そこに墓守達は含ふくまれていなかった。


　塔の周辺に衛星が漂ただよっている。衛星は墓守達の死し骸がいだった。彼らは無表情で、無感動で、星の世界に這は入いり込んでいた。彼らもまた、この分ぶん水すい嶺れいを越えていったのだ。


　死者を埋うめるために。


　こんな、見るからに先へは進めない場所へ、なんの躊躇ためらいもなく、入っていったのだ。


　だがそれが正しい姿なのだ。墓守ならば、むしろこうなるべきなのだ。目の前に死が、自じ壊かいが、無意味が、それらが百も二百も待っていようと、意にも介かいさず進むのが、墓守なのだ。


　アイは止まった。アイにはそこから先へ、行くことが出来ない。


　その瞬間に、アイはやはり、自分が墓守たり得ないことを知った。


　そして、その場所に、傷ス持カちーもいた。


「……傷ス持カちーさん」


「……アイ」


　こちらの呼びかけに反応して、膝ひざに埋うずめられた顔がゆっくりと持ち上がった。乱れた前まえ髪がみがパサリとたれて頰ほおを叩たたいた。


　傷ス持カちーは最後の一段に、座すわり込んで憔しよう悴すいしていた。少ない空気にさいなまれてぜーぜーと息をしながら。しかしそんなこととは無関係に、疲つかれ切っていた。


「アイ……なんの、用ですか……」


　立ち上がる。ショベルを杖つえに、よろよろと立つ。


「あなたを迎むかえに」


「……その必要はありません」


　傷ス持カちーはこちらに背を向けてオウロラと向き合う。血走った瞳ひとみで死の世界を見上げる。


「私は……墓守です。彼らとともに、行くのです……」


　そこには死んでいった墓守達の姿があった。


「傷ス持カちー！」


　ユリーが叫ぶ。


「やめろ！　セリカはどうするんだ!?」


　傷ス持カちーがびくりと跳はねてユリーと、その胸むな元もとにいるセリカを見つめた。


「傷ス持カちー！」


　ユリーがアイの隣となりに上る。傷ス持カちーは胸を強く押おさえて愛あい憎ぞう入り交じる声で、


「や、やめてください。その子を近づけないで！　その子がいると私は……！　つらくて……！　怖こわくて……！」


「傷ス持カちー！」


「来ないでください！」


　傷ス持カちーが右足を上段に掛かける。瞳がそちらの闇やみを見る。


「私は……墓守です！　彼らと同じ……墓守なのです！」


　壊こわれてなんかいない！　そう、傷ス持カちーは叫んだ。


　その顔に、笑えみなど一つもなく。


　苦く悩のう、狂きよう気き、不安、希望、


　それらの、人の表情があるだけだった。


「無理ですよ……」


　アイは言った。


「傷ス持カちーさんにはもう、無理です……」


「……そんなことはありません。……見ていなさい。私は今、使命に殉じゆんじてみせます！」


「だからそれはもう、無理なんですよ……」


「私は……あなたの説得など……」


「これは説得などではありません。ただの事実の指し摘てきです」


「戯ざれ言ごとを！」


「あなたはためらってしまった」


　アイはいった。


「あなたに与あたえられたチャンスは、一度だけだったのです。私達と離れて、他の墓守とともに塔を登って、この場所にきて、その瞬間に、あなたは躊躇ってはいけなかった。躊躇わずに、先に進むべきだった。それが出来ない者はもはや、墓守とは呼べないのです……いいえ、それ以前に」


　アイは視線を上げて、傷ス持カちーの瞳と、その間にある水の粒つぶを見つめていた。


「墓守は、泣かないのです」


「…………」


　傷ス持カちーが呆ぼう然ぜんと目の前に浮かぶ水球を見つめて「何かの間ま違ちがいだろう」と瞬きをした。


　涙なみだはそのたびに飛沫しぶきとなって、空間を漂った。
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「あ……」


　傷ス持カちーの顔がゆがむ。


「ああ、そう、か。そう、ですか……」


　両の手が細い顎あごを摑つかむ。爪つめの先が右みぎ眉まゆの古傷をえぐって新しい血を噴ふく。


　血と涙。二色の液体が空中を漂い、溶とけ合あって辺りを回転した。


「私は、もう、今いま更さら、なにを、どうしようと、元のままでは、居られないのですね……」


「はい」


「……では」


　傷ス持カちーの瞳は、不思議と、澄すんでいた。


　ただ、それを囲む皮ひ膚ふや肉がゆがんで、心を表していた。


「私はこれから……どうすればいいのですか？」


　ああ、


　あのときの自分は、こんな表情をしていたんだなと、アイは知った。


　四十七人の死者、墓の丘おか、冬の終わり、蹴けり飛ばされて喉のどに入った鼻血の味。


　そこで〝お前はお前をどうしたい？〟と聞く、人食い玩具ハンプニーハンバートの黒い笑み、


　自分はその笑みを、こんな表情で、見ていたのだろう。


　その表情は一言で言えば孤こ独どく。


　傷ス持カちーは、寂さびしそうで、つらそうで、子供のように、泣いていた。


　生まれたての、小鳥のような、表情だった。


「……アイ」


　小鳥は聞いた。


「私はこれから……どうやって在れば、いいのですか？」


　アイは確信する。今、自分が言うことなら、傷ス持カちーはすべて飲み込むだろう。


　死ねと言えば死に、生きろと言えば生きるのだろう。


　あのときの自分と、同じように。


　アイは目をつむって、あのときのことを思い出した。自分がそうなっていたとき、人食い玩具ハンプニーハンバートがどうしてくれたかを思い出した。


〝知るかボケ〟


　彼は、


「──そんなこと、私は知りませんよ」


　彼は、自分を拒きよ否ひした。〝そんな重たい物は自分で持て〟と、そう言うかわりにひどい言葉を吐はいた。


「そんなこと、私に聞いても、仕方がないじゃないですか」


「……っ」


　裏切られた、という顔、


「自分で決めてください。傷ス持カちーさん。全部、自分で」


「そんな機能、私には付いていません！」


「そんなことはないですよ」


　アイはいう。


「あなたは、自分できめて、ここまで逃にげてきたんじゃないですか」


「あ──」


「セリカさんを捨てて、自分で決めて、ここまで逃げてきたんじゃないですか」


「!!」


　罪悪感に顔がゆがむ。


「そしてここで、逃げられなくなった……。ここまで全部、あなたが自分で決めて、自分で行動した事じゃ、ないですか」


　アイはポケットからハンカチを取り出し、それで傷ス持カちーの涙と血をぬぐってやった。


　新しく洗われた顔には、ぽかんとした真新しい表情があった。


「やりたいように、してください。墓はか守もりに戻もどりたいのなら。そう行動してください」


「いいの……ですか？」


「ええ、もちろん私たちはその度たびに『あんまり無茶はやらないでほしいなぁ』と文句を言うと思いますが」


　乱れた前髪を整えてやり、右眉の傷をそっと撫なでた。


「そんなの、関係ないです」


「…………」


「自分で決めてください」


　そう言って、アイは傷ス持カちーを、見捨てるように背中を向けた。


　傷ス持カちーはなおも、未練がましくその背中に縋すがろうとして、


「傷ス持カちー！」


　それと入いれ違ちがいに段を上ったユリーをみて短い悲鳴を発する。


　その胸の中にはセリカがいた。


「セリ……カ……！」


　傷ス持カちーの顔が歪む。目の前の愛に手を伸のばしたくて。でも伸ばせなくて。そこに留とどまる。


　留まる。逃げずに。


「傷ス持カちー！」


　ユリーがセリカごと、傷ス持カちーを抱だきしめる。傷ス持カちーは身を硬かたくしたまま、問答無用で目の前に現れた赤あか子ごを恐きよう怖ふで見つめ、


　しかしその手は、裏腹に、


　我わが娘むすめを抱きしめた。


「セリカ！　セリカ！　セリカ！　すみません。ごめんなさい！」


　赤子は再び母の元へと帰り、滂ぼう沱だの涙をその身に浴びた。


「傷ス持カちー！」


　ユリーが叫さけぶ。傷ス持カちーはそれを聞いて初めて、自分の娘が乗っかっている土台を見つめる。


「あ、ユリー……いつのまに」


「これだから墓守という連中は……」


　大男は頭かぶりを振ふる。


「ええい！　あのなぁ傷ス持カちーよ。アイはああ言ったが、俺はそうは思わん！　自らの意志で、自らの責任を取るなんぞ理想論だ！　凡ぼん人じんには不可能だし意味もない！」


「ちょ」


「げんに！　こいつも全然出来てない！」


　アイはぐうの音も出ない。


「人が幸せになることと、自主自律はまったくもって関係ない！」


　だから！　とユリーは腕うでの中の傷ス持カちーをキッと見つめる。





「黙だまって俺に付いてこい!!」





『──』とアイおよびアリス。


　傷ス持カちーもまた、目をまん丸くあけて目の前を見上げ、確かく認にんするように「ユリー？」と呟つぶやく。違うナニカかと思ったのかもしれない。


　ユリーは大声を出した反動でぜぇぜぇと息を荒あらくし、傷ス持カちーはずっとぽかんとしている。


　その間を使って、アイとアリスは顔を見合わせ、


『…………告白……？』


「違う！」


『……どこが？』


「そう見えるかもしれんが違う！」


「大人の恋れん愛あいはよくわかりません……」


「まったくだ……」


「だから違うというのに！」


「ユ、ユリー？　あの──」


　傷ス持カちーはようやく困こん惑わくからさめて何か言おうと、


「聞かん！」


「きゃあ！」


　ユリーは言って、傷ス持カちーをお姫ひめ様さまだっこする。


「ちょ、ちょっと！　ユリーさんなんてことするんですか！　傷ス持カちーさんにも選ぶ権利というモノが！」


「知るかそんなもの！」


　中年王子は自信満々に啖たん呵かを切る。


「自由意志でメシが食えるか！　俺はそんなものに関係なくお前達を全力で幸せにするからな！　覚かく悟ごしておけ！　お前流にいうならそういう自由意志の存在だ！」


「ぬっ!?　反論できない！」


　がははははと、開き直った三み十そ路じの笑いが薄うすい空気に広がった。傷ス持カちーとセリカは二人だけ、振しん動どうする胸むな板いたからダイレクトに揺ゆさぶられる


「さあ！　帰るぞ！」


　ユリーが叫ぶ。


　傷ス持カちーはその顔を白黒して眺ながめる。何かを考える余よ裕ゆうは全くなく、そのうえ時間もほとんど無い。それなのにユリーは答えを要求して「ん？」と顔を近づける。


　傷ス持カちーは、自分からどんな答えが出るのかも確認しないまま口を開いた。


　その答えは、


「──はい」


　肯こう定てい。


「よし！　行くぞ！」


　ユリーはその返事を聞いてにかりと笑い。傷ス持カちーを抱だいて一歩下りる。


　傷ス持カちーは少し、驚おどろいた。そんな返事が自分の中から出てくるとは思わなかった。


　だけど、


（まあ、いいです）


　傷ス持カちーはぎゅっと、ユリーに抱かれながら、ぎゅっと、セリカを抱きしめた。内側と外側を人に囲まれ、丸くなった。


　それは存外、悪い気分ではなく、


　なんとか今日ぐらいは、生きていけそうな気がした。
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　その瞬しゆん間かんから、塔とうの破は壊かいは始まった。


「な、なんだぁ！」


　塔が揺れる。爆ばく発はつの衝しよう撃げきが空間を伝って天へと上る。


　二日後がやってきたのだ。
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「さ、ぴったり二日だ」


　ゆらゆらと霧きりを漂ただよう者、ディー・エンジー・ストラトミットスは胸を張って不敵に笑う。


「……何度見ても不ふ愉ゆ快かいな塔だね」


　目の前には天を貫つらぬく世界塔。


「じゃあみんな、ちゃっちゃとやっちゃおうか。おー」


　振り向いて右みぎ拳こぶしを小さく突つき出だす。


「お……お……」


「ほらほら、声だしていこー。『おー』！」


「おお……お……おお……」


　そこには、どろどろと、霧を出歩く者達がある。


　統一感のまったくない集団だった。彼らは死者だったり、生者だったり、異い形ぎようだったり、凡ぼん庸ようだったり、美しかったり、醜みにくかったり、自立していたり、『我わが儘まま』だったりした。


「しかし、いいのか幽霊？　まだ中に誰だれかいるんだろう。君のお気に入りとやらも……」


　傷だらけの両手に包帯をまいた男がいった。


「うん。いるよ」


「それはこまるわねぇ……」


　真っ赤なドレスの乙女おとめがいった。


「助けたいの？」


「もちろんだ……」


　タキシードにテンガロンハットをかぶった青年がいった。


「君たちも？」


　ディーがメンバー全員に聞く。すると彼らのほとんどがうなずく。


「さすがだねぇ。えらいねぇ。世界を救う者たちは」


　くすくすとディー。


「じゃあ誰か、助けにいったら？」


「いや」


　彼は首を振る。


「大きな救済の前だ、小さな犠ぎ牲せいは致いたし方かたあるまい」


「ふうん？　君は？」


「彼らは自分で入ったのだろう？　なら自己責任だ」


「君たちは？」


　他の者達も、また、別々の理由で納なつ得とくした。


「くすくすくす」とディーは嗤わらう。「くすくすくす」


「そ。じゃあ、お願いね。悪はあそこだよ。正義たち」


　そして幽霊は舞まい上がり『我が儘な』死者の元に舞い降りた。


　囁ささやく。


『さ、みんな、あれを倒たおして』


『ああああ……あああああああああ!!』


　腐くされるだけ腐って、『我が儘に』なった死者に囁く、その腐った耳に口づけをするようにして、幽霊は零れい距きよ離りから言葉を掛かける。


『悪あく霊りようの囁き』


　もはや他人の言葉を忘れた死者に、直接言葉を囁く。腐れた脳みそは判断能力を持たずに幽霊の言葉をすべて受け入れる。


『ああああああああ！』


　百人の腐れる死者が塔へと向かう。


「……あんなのが役に立つのかね？」


　拳に包帯の男が問う。


「壊こわれたら壊れたでいいんだよ。その分、世界がキレイになるしね」


「……なるほどな……」


「そんなことより……破壊拳ブロークンフイスト？」


「分かってる」


　だんっと包帯の彼が走り出す。のろい死者達を追おい越こし、反射的におそってくる死者を殴なぐり飛とばして塔へと駆かけ寄よる。


「ぶっっっ──」


　右手を、まるで担かつぐように巨おおきく振りかぶり、そのままの速度で、


「──倒れろ！」


　くわァァァアン！　と、破は城じよう槌つちで鐘かねでも撞ついたような音が霧を揺らした。ただの人間の一いち撃げきに巨きよ塔とうが震ふるえた。


「塵ダストビリーバー」


「では、わたくしも」


　真っ赤なドレスが燃え上がる。髪かみが燃える。皮ひ膚ふが燃える。彼女が燃える。焼ける肉の臭においが辺りに漂い、さらにそれも灰となって白骨が透すける。


「ケラケラケラケラケラケラケラ！」


　白骨がばらばらになって燃え上がり。髑どく髏ろが炎ほのおの中でケラケラと笑う。炎の骨は紅ぐ蓮れんとなって舞い上がり、塔を守る霧を干上がらせた。


「笛Ｂ吹ＢきＢ」


「お前がこれ、お前がそいつ、そんでもってお前がこれだ」


「はい」「はい」「はい」


　タキシードの男が子供達にチョコレート缶かんを渡わたす。子供達はそれをうれしそうに抱だきしめる。


「じゃ、さよなら」


『さようなら！』


　子供達が走る。チョコ缶を抱かかえて塔へと走る。入り口から入って思い思いの場所でチョコ缶を開ける。


　爆発。


　炎えん上じよう。


　男はそれを見届けて、右目から三粒つぶ涙なみだをこぼし。煙草たばこを深々と吸った。


「さよなら。さよなら。さよなら。っと三人分。では次。次だ。次のさよならだ」


　子供達が前へ出る。まだまだまだまだ彼らはいる。大だい丈じよう夫ぶ。チョコ缶はちゃんと人数分ある。


「玩具兵団パープルソルジヤーズ」


「くあららら！」


「くわっぱ！」


「ららくあら？」


「ぱっくわ！」


　木に吊つられた棺かん桶おけの旗を掲かかげる軍団が雄お叫たけびを上げる。彼らはぎりぎりで我が儘になっていない死し霊りよう兵へい達だ。その中で唯ゆい一いつの生者、少しよう佐さの紋もん章しようを付けた明らかに丈たけの合っていない軍服をきた少女が叫さけぶ。


「らいらららららら！」


『らいらららららら!!』


　古びた死体が新品の武器で塔に突とつ撃げきする。その軍事行動は腐った頭にふさわしからぬ練度だった。


　拳が炎が爆炎が、塔を穿うがって、その壁へき面めんにいくつもの大穴を開けた。塔はそこから血しぶきのように内容物を噴ふき出した。食料、財宝、水、樹木、あらゆる宝がこぼれ落ちて暴力に飲まれる。


「よしよし。さすが正義の味方達。はんぱないわ」


　ディーは一人、にやにや笑いで霧を漂い。ふと、心配そうな顔になり、


「みんな、早く降りてこないかなぁ……」


　惨さん状じようを生み出した主にあるまじき、心配顔であった。
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　石たちが震えている。緩ゆるかった結合がさらにゆるまって巨石が宙を回り始める。


「な、なんだ!?」


　傷ス持カちーを抱えたユリーが叫ぶ。


　その瞬間に二日後が来たのだと、アイは直感した。


「ディーだな」


　そうですね、とアイは頷うなずく。


「ばかな！　二日後という話だろう!?」


「じゃあ、二日経たったんでしょうね」


　だな、とアリスがうなずく。


「なんだそれは!?　どういう了りよう見けんだ！　まだ一日だって過ぎてはいないぞ！」


「大人は頭固いなー。適当に受け入れろよおっさん」


「それができれば苦労するか馬ば鹿か者もの！　三み十そ路じを嘗なめるな！」


　アイはぴょんっと小ジャンプをして宙に漂って振しん動どうから逃のがれる。アリスも即そく座ざに「いいなそれ」といってまねをする。その様子をユリーはさらにげんなりとした様子で眺ながめ、


「頭柔やわらかいなぁ。うちの子たちは……」


「さて」


　アイはだれかの口まねをして、さて、さて、と繰くり返かえした。


「さて、鉄火場です」


「だな」


　二人がじろじろっと視線を飛ばし合う。


「じゃあ、私が一人で残って、アリスさんが皆みなさんを連れて降りてください」


「俺が一人で残って。お前がみんなを連れて降りろ」


　ばちり、と火花が散る。


「やっぱりそんなこと考えていたんですね！　ふざけないでください！」


「ふざけてるのはそっちだろ！　じゃあナニカ!?　お前こっから先の手立てあんのか!?」


「待て、待てお前達」


　ユリーが頭痛をこらえるように眉み間けんに皺しわを寄せる。セリカがそこをぺちぺちと叩たたく。


「なんの、話だ？　なんで、どっちかが残る話になってる？　もう帰るだけだろ？」


「いいえ、まだです」


「いいや、まだだな」


　二人、天上を見る。


　そこには少年の幻げん視しが今も、石を積んでいた。


「彼を取り残しては、帰れません」


「だな」


「……根こん性じようあるなぁ。うちの子達は。……俺はもう、手て一いつ杯ぱいだよ」


　ユリーは両手の重みをしっかりと抱えてため息をついた。


「といっても、どうやってあんなところまでいくんだ？」


「こうする」


　そう言ってアリスはごそごそと、振動する石段の陰かげに手を突つっ込こむ。


「お、あったあった。イメージ通り」


　そこからずるりと、潜せん水すい服ふくのように全身を覆おおう耐たい圧あつ服とボンベを引っ張り出す。


「俺、結構ここのこつ、みたいなもんが分かってきたみたいだ」


「そ、そんなの私だって！」


　と、いってアイも同じ陰に手を突っ込むが「あれ？　あれ？」と見つけられない。「なんで!?」と叫んで気づく、あの落書きがない。今まで都合の良いことが起きるときに必ず出てきたあの落書きが、ない。


「な、なんで!?　アリスさんだけずるい！　どうやったんですか!?」


「お前にゃ無理だよ、いいから俺に任せとけって」


「で、でも！」


「いいからいいから」


「……死ぬかもしれないんですよ」


「死ぬだけだろ？」


　アリスはさらりと言った。


「……そんな！」


「冗じよう談だん。冗談だよ。こんなところで死ぬ気はないよ」


「……でも」


「約束するってば。俺は絶対に死なない」


「……噓うそついたらハリセンボン飲ませますからね……」


「いいよ」


「一いつ匹ぴき丸まる呑のみですからね……」


「え？　…………もしかして魚の方か!?　……いや、まあ、いいけどよ……」


　アリスは苦く笑しようして耐圧服のメットを手に取り、


「そのかわりさ、帰ってきたら、一つ、頼たのみを聞いてくれよ」


「頼み？」


「ああ、ちょっと俺を助けて欲しいんだ」


　アイはにこりと笑う。そういうのは自分の、ライフワークといっても過言ではない。


「しょーがないですねー。引き受けてあげましょう」


「ありがとよ」


　そういってアリスはにかりと笑い。


「じゃあな！」


　分ぶん水すい嶺れいを越こえようとした。


　そのとき、





〝あなたたちは、いかなくていいよ〟





　と、どこか見覚えのある声が響ひびいた。


　アイは知らない、アリスも知らない、ユリーもセリカも知らない声、誰だれも知らない声なのに。見覚えだけはある、そんな声が、辺りに響いた。


　アイは声の出所の壁かべを見る。するとそこには、〝あなたたちは、いかなくていいよ〟と音立てて壁に書かき綴つづる一本の白はく墨ぼくの姿があった。


　一行は呆ぼう然ぜんと、突とつ如じよ姿を現した白墨を見つめる。白墨は皆みんなの目の前でだんだんと存在感を増し、やがてそこからうっすらと、白い手と肩かた、腰こしと足、そして最後に夢のように美しい死者の顔が浮うかび上がる。


　死者の女の子はにこりと笑い、手の中の白墨をパジャマのポケットにしまう。


〝あなたたちは、いかなくていいよ〟


　その声には不思議なクオリアがあって、アイにはそこに、奇妙な見覚えを感じた。


〝よい、しょっと〟


　少女は幼さそのままの動作でけんけんぱしてアイもアリスも追い抜ぬき、あっさりと分水嶺を越こえていった。


〝誰かがね〟


　少女はにこりと笑う。


〝誰かがね、言わなきゃいけないの、あの人に『それはもう、いいよ』って〟


「あなたは──」


〝でもそれは、あなた達の、役目じゃないの〟


　アイには、その少女がどういった存在なのか、分からない。


　アリスにも、ユリーにも、傷ス持カちーにも、セリカにも分からない。





〝それは私の、役目なの〟





　ただ、彼女がいま、とても大切な運命の中にあることはわかった。


〝ありがとう。この塔とうに来てくれて、願いを持たないまま、この塔を上ってくれて、ありがとう。おかげでようやく、ここまでの道が開けたわ〟


　そうして、女の子は、ぺこりと頭を下げた。


〝ありがとう。──でもね、これ以上は、もういいの〟


　持ち上がった顔は笑顔だった。


「まってください！」


　アイはその笑顔を助けたかった。


「まって！　話を──」


　助けたかったのに、


〝いいの〟


　少女は断る。


〝だってあなたたちは本当は関係ない、人達なんだから……〟


「！」


　その言葉にアイは止まる。止まらざるを、得ない。


　本当は助けたいのに、


　力になって、あげたいのに、


　それなのに少女は〝いい〟という。


　これでいいと。


〝じゃあね！〟


　そして少女は立ち去った。


〝ばいばい！〟


　変わらぬ笑顔のまま、階段を上っていってしまった。


　アイは、ただ呆然と、部外者のように立ち尽つくして少女を見送った。少女は浮かんだ石段をひとつひとつ、跳はねるように上っていった。


　アイが行けなかった場所へ、行ってしまった。


　そして、やがてそれも見えなくなって、





〝お兄ちゃん！　もういいんだよ！〟





　その言葉と共に、塔は終わった。
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　ごごごごごと、塔がいよいよ崩くずれようとしている。揺ゆれは激しく、まずは壁が、続いて天てん井じようが、弱い重力に捕つかまって次々と崩ほう落らくしていった。


「わわわわわわわ!!」


「急げ急げ急げいーそーげー!!」


　大急ぎで階段を下りる。アイとアリスは二段ぬかしで、ユリーは三段ぬかしで飛び降りる。傷ス持カちーはその腕うでの中で落っことさないようにぎゅっとセリカを抱だきしめ。ユリーはそんな傷ス持カちーを落っことさないようにしっかりと抱いだく。


「むっ、むっ、むっ、無理ですよ！　絶対間に合いません！」


「馬ば鹿か野や郎ろう！　無理とか言うな！　ここでは出来ると思えば出来る！　出来ないと思えば出来ないんだ！」


「そ、そうですね！」


「おう！　分かったか！　分かったらそれを心に刻んでおけ！　繰くり返かえせ！」


「はい！　……出来ないと思えば出来ない。出来ないと思えば出来ない。出来ないと思えば出来ない。出来ないと思えば……」


「そっち繰り返しちゃ駄だ目めぇ～～～～～!!」


　心なしか塔の崩ほう壊かいが早まった気がした。


「も、もう本当無理ですよ！」


　アイは涙なみだ目めで爆ばく走そうする。もはや階段は階段の形をしておらず。石の段は踏ふんでいる感かん触しよくが全くしない。


「ちぃ！　仕方ねぇなぁ……」


　いよいよ落下と降下の区別が付かなくなった辺りで、アリスはぴたりと立ち止まった。


「な、なにか手立てがあるんですか!?」


「おうよ。最後の手段ってヤツだ。おっさん！　そっちは頼むな！」


　何をする気なのだろう？　とアイも足を止めた瞬しゆん間かん。


　アリスがアイをひょいと抱かかえた。


「よし！」


「へ？」


　そのまま窓に近づく。


　アイはもう、いやな予感しかしなかった。


「いっくぞおおおおおおおおおおおおお!!」


「なんでぇぇぇぇぇぇぇぇ!?」
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「お？」


　ディーが瞼まぶたに手をやって塔を睨にらむ。


「致ち命めい傷しよう。逝いったかな？」


　仲間達の攻こう撃げきに、ただただ己の質量で耐たえていた塔が崩落を始めた。切り出された巨きよ大だいすぎる石材が、ひどくゆっくりと落ちている。


「アイ達は、間に合わなかったかー……」


　はー……っとため息を吐ついてディーはいい。黙もく禱とうでも捧ささげようかと思って塔を見上げた。


「ん？」


　その視界の果てに、何かが見えた。
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「いいいいいいい嫌いやああああああああああああ!!」


「うぎぁああああああああ!!」


　落ちる！　落ちてる！


　風！　寒！　岩！　窓！　岩！　怖こわっ！　怖怖怖っ！


　足の下になんにもない！　手が引っかかるところもどこにもない！　体を支えるのは薄うすい空気だけで、それもあんまりやる気がない！


　周りには塔の残ざん骸がいが仲良く団子で落ちていた。瓦が礫れき、テーブル、ティーセット一式、色とりどりの雑誌の束。パーキングライトを点てん滅めつさせた自家用車。将来はこんな家が欲しいわぁ……と思わせるいい感じの一いつ軒けん家やが向こう三軒ご近所もろとも！


　ものすごい速度が出ているはずなのに、遠くにある地面が近づく様子は全くない。


　目の前いっぱいに緑色に輝かがやく美しい星があった。


「わーきれー」


　アイはにこやかに笑った。


「現実逃とう避ひしている場合か!!」


「したくもなりますよ！」


　器用に体をひねってアリスの脇わきの下から逃にげ出す。


「馬鹿！　アリスさんの馬鹿！　最低！　考えなし！　こんな高さから飛び降りて助かるわけないでしょうが！」


「うわ、痛いてぇっ！　こら馬鹿、やめろ！」


　アイはすぐに滑かつ空くう術を覚えた。両腕の開きと足の角度で空気抵てい抗こうを変えて落下をコントロール。即そく座ざにアリスに空中戦を仕し掛かける。


「バカ！　バカバカバカ！　アリスさんのバーカ！」


「こら！　あほ！　言うことを聞け！　こっちに来い！」


「いやです！　……私、せめて最後はこのおバカさんのいないところで、心安やすらかに墜つい落らくするんです……」


「いいからこっちこいっつーの!!」


　アリスがよっこらよっこら平泳ぎしていやいやをするアイの両手を取る。


　二人、手をつないでくるくると落ちる。アイは容よう赦しやしない。氷のような無表情で、


「ばーかばーか、アリスさんのばーか、あーほ、どてかぼちゃ。お前の母ちゃん大蟻あり食くい」


「……お前、極限状態だとそんなんなんのかよ」


「はああああああああああああああああああ、……………………もうホント最悪です」


　アイは眼下に広がる星を見つめる。


「……景色だけですよ。ましなのは」


「これぞまさに〝絶〟景だな」


　チョップ。


「……まあ、最後に見る風景にしては、いいんじゃないですかね……」


　風が強い、顔を上下に並べて喋しやべる。


「……死んじゃうんですね。私」


　アイはぽつりと言った。


「死んじゃうん、だ、なー♪」


『死んじゃうんだなーの歌』を聴きいたアリスが聞く。


「お前、死んだらどうする？」


「…………変な質問」


「いやいや、もはや普ふ通つうの質問だよ『お前将来どうする？』みたいな」


　アイは、まだまだ遠い、だけどいつか確実に訪おとずれる地面を見つめて言葉を吐はく。


「……さあ、どうなるんでしょうね……」


「およ？　意外だな、お前みたいな奴が、そういうの考えたことないのかよ」


「だって……」


　アイはずっと遠くの地面を見ている。現実感はあんまりない。


「私、墓はか守もりと人間のハーフなんですよ」


「だから？」


「そんな私に、死後ってあると思いますか？」


「──あ」


　アリスがその可能性に思い当たって気まずげに目をそらした。


　墓守に「死後」はない。壊こわれた彼らは二度と目覚めず。ただ土に還かえるだけだ。


「昔の私は『そっちの方がいいなぁ』って考えていました。無様をさらさず、土に還れたらなぁって、思いましたよ」


「…………」


「でも今は……夢があるんです」


　意外なことに、怖いのとかはあんまりない。


「死にたく……ないなぁ……」


　かといって、それほど生きたいわけでも、ないのだけれど。


　今は死にたく、なかった。


　アイは「すうっ」と、高いところにある空気を吸い込み、


「うわあああああああぁぁぁぁあああアアアアアアアアアァァァァァアアアア!!」


　と叫さけんだ。


「……もうちょっと、生きていたかったなぁ……」


　しかし、ここは高度千メートル。気温八度。東の風、風速二十メートルの場所。


　生き残れるわけもなかった。


「……じゃあ、なおさらやっぱり、考えなきゃな。死後のこと」


「……はあ、もうそんな時間もないですよ……もうすぐです」


「いいや」


　そこでアリスはにやりと笑った。


「そうでもないぜ！」





　　　　[image: ]





「おお～～～～っと!?　おおおお～～～～～!!」


「どうした幽霊？」


「あれあれ！　あれ見てよ！」


　ディーがくるくると回って空中を指さす。周囲の者達も空を見上げる。


「なんだぁ？」「鳥か？」「飛行機か？」「いや、プロペラの音が聞こえないぞ？」


　ディーは指さす。


「アリスとアイだよ！」
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　アリスはまず、周囲に浮うかぶガラクタ──塔とうの構成物──からちぎれたロープを見つけて自分とアイを固く結んだ（アイはもちろん抵抗した）。それからまた、ガラクタに手を突つっ込こんで、うまい具合にそれを引っ張り出す。


「よっしゃ！　これこれ！　これがほしかったんだ！」


「なんですかそのぼろっちい布……」


「ぼろっちぃとはご挨あい拶さつだな！　今はどんな絹より得え難がたい！　天使の羽だぜ！」


　そう言ってアリスはそのずだ袋ぶくろを背負い、脇から伸のびる紐ひもを一気に引っ張った。
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「パラシュートだ！」


　ディーは叫び、ぴょんぴょんと跳はねて手を振ふった。霧きりの切れ間から黄色い布の翼つばさがふんわりと落ちてくる。そこにアリスとアイが見える。そしてまた、すぐ後ろから青いパラシュートが加わる。そちらにはユリーと傷ス持カちー、それにセリカが親子連れの猿さるみたいにくっついている。


「おーい！　アイ～！　アリス～！　ボクだよー！」


　と手を振ってから「飛んできゃいいじゃん」と気づいたディーはぴゅーっと行こうとする。


　その寸前。


「おわわわわ！」


「ぎゃー！」


「らっくら！　くらっくら！」


「くわっぱ！」


　塔の残骸が辺りの仲間に降り注ぐ。


「おい幽霊！　どこか！　避ひ難なん場所を──ぼぐしゃぁ──」


「ああああ、もう面めん倒どうくさいなぁ。それくらい自分で考えてよ！」


　と言いつつ塔の周辺を回る。するとうまい具合にアイ達の着地予定地付近に落石がない。


「よーし。ちょうどいいや。みんなーいくよー！」
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　最後の最後でアリスがこけた。


　身動きできないアイは鼻からいった。


「最低です！　ちょっと見直したのは訂てい正せいします！　最悪です！」


「しょうがないだろ！　パラシュートなんて前に一回しか使ったことないんだから！」


「うわ～ん。また聞きたくなかった情報が！　そんなのに命をかけたんですか!?」


「いいだろ！　助かったんだから！　なんだよ！　少しは感謝しろよな！」


「ありがとうございました！」


「どういたしまして！」


　ぎゃんぎゃんと言い争う二人の元へ、ユリーが実に危なげなく着地した。地面を軽く走って慣性を殺し、帆ほが絡からまる前にラインを切って大地に立つ。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


「は、はい」


　そしてお姫ひめ様さまだっこの傷ス持カちーを下ろす。


「……あれ？　なんかユリーさんなのにかっこいい……」


「いいからお前動くな！　ああもう！　また絡まった！」


　この二人はユリーがロープを切ってやるまで、ずっとごちゃごちゃになって口げんかをしていた。


　ようやく解放されたアイはアリスの悪口を言ってから立ち上がり。辺りを見回す。


　粉ふん塵じんが舞まっていた、


　大気に火薬の匂においがした。


　そして塔から世界がこぼれていた。


　塔を構成するありとあらゆる物品がクラッカーのように投げ出されている。石材、煉れん瓦が、水、食べ物、生き物、建物、家具、拳けん銃じゆう、死体。


　遠くで、それをおこなった不届き者達が瓦が礫れきに打たれてピーピーと泣いていた。その反対に、こちらには瓦礫が落ちてこない。当然だ。彼らと自分達では資格が違ちがう。塔は自身に関かかわる者を、けして傷つけたりはしない。


　しかしそれも、あとわずか。


　霧が晴れようとしていた。


「お～い！　ア～イ～！　ア～リス～！」


　不届き者の群れがこちらに走ってくる。その先頭からぴゅーっとディーが先行してきて一行の周りをうれしそうに回った。


「いやー心配したんだよ！　みんないつまでたっても出てこないから。もう駄だ目めかなって思ったんだけど──」


「寄らないでください」


　怒いかりの視線が幽霊を釘くぎ付づけにする。ディーは四メートル向こうでぴたりと止まって、


「ありゃりゃ……アイ、やっぱり怒おこってる？」


「あたりまえでしょう！」


「ごめんねー。──でも仕方ないじゃん。優先順位が違うんだもの。ボクの第一義はあくまで『世界の終しゆう了りよう』で。まして君は『敵』だ」


　ディーはにこりと微笑ほほえんで、簡単な引き算をしてみせた。


　アイはその計算結果に絶句する。


「君たちは使える敵だけど。夢とは比べるべくも無いからね」


　ディーは笑い、口笛を吹ふき、そして塔を見上げた。


「……ふう。今日も何とか、世界を救えたかな」


「一仕事終えた」そんな顔。


　そんなディーを瓦礫が直ちよく撃げきした。しかしこの幽霊はものともしない。ただ、舌打ちをして眺ながめるだけだ。


　ディーは憎ぞう悪おのこもった瞳ひとみで塔の死し骸がいを見る。


　元は壮そう麗れいだった壁へき画ががゴミになっている。あらゆる美食が泥どろにつかっている。完かん璧ぺきなバランスを保っていた梁はりが炎えん上じようしている。革命的な設計構造がばらばらになっている。


　そして死体。


　死体が降る。


　生者の死体、死者の死体、墓はか守もりの死体。


　それら全すべてが大地に落ちる。


　ディーはその体に塔の全てを透すかしながら、冷めた目でそれを侮ぶ辱じよくする。


「……ふん、なにが世界塔ザ・タワーだ、なにが奇き跡せきだ、腹を割ってみれば中身はこれだ。汚きたない腐くさった臓物ばかりだ。やっぱり全部、無様な残骸の積み重ねだった。ゴミの山だった、無駄足、無駄骨のご苦労様だ」


　ディー・エンジー・ストラトミットス。嗤わらう。


「ざまあみろ。天国なんて、ありはしないんだ」


「────!!」


　パンッと、荒こう野やに張り手の音がこだました。


　そんな幻げん聴ちようを、誰だれもが聞いた。


　実際は小さな手が、白磁の頰ほおをすり抜ぬけただけだった。


「もう一度言ってみなさい」


　緑の瞳が燃えている。


「あの人達がどこに行ったか。言ってみなさい！　この塔がなんだったのか！　言ってみなさい！」


「彼らはどこにもいっていないよ」


　ディーはいった。


「そしてこんなのはただの、ガラクタだ」


　じっと、幽霊の瞳を見る。わずかでもそこに、噓うそがあればいいのにと思った。


　でも、そんなものはなかった。


「ここは天国だったんです……彼らが作り上げた。手作りの天国だったんです……それだけでも、信じられませんか……？」


「君がそう信じたいなら。そう思えば？　だけどボクにまで押おしつけないでよ」


　うんざりとした様子でディーがいって、ふわりと距きよ離りを置いた。五十メートルほど向こう。そこに彼女の仲間達が追いついて来ている。


「ディーさん！」


「もう聞かないよ」


　この地じ獄ごくの中で一人、ディーは一いつ切さいの影えい響きようを受けずに漂ただよう。


「さて、じゃあどうしようかなぁ。戦っとく？　何となく、流れ的に」


「ディーさん……」


「ねぇアイ。分かったでしょ……」


　ディー・エンジー・ストラトミットス。嗤う。


「ボクは、こういう存在なんだよ。どうしようもなく。キミの敵なんだ……」


　悲しみと、侮ぶ蔑べつと、ほんの少しばかりの哀あい憐れんを含ふくんで、ディーは嗤う。


「ボクのことは、諦あきらめなよ……」


　もしかしたら、とアイは思った。そんなことはあり得なくても、もしかしたら、ひょっとしたら、ディーはいま、この瞬しゆん間かんのために、全てを企たくらんだのではないかと思った。


　自分の心を折るために、全て仕組んだのではないかと。


　だったら膝ひざを屈くつするわけにはいかない。


「ディーさん……」


「命いのち乞ごい？　いいよ、聞くよ」


「いいえ。そんなのじゃ。ありません。これはただの宣言です」


「？」とディーが視線で促うながす。





「ディーさん。それでも私はあなたを、助けます」





　アイはショベルを担ぎ、胸に手を当てて礼を取った。


「あなたがどれだけ世界を憎にくんでも。どれだけ私を壊こわそうとしても。どれだけ私の敵になろうとしても。私はあなたを、味方します」


　ディーは、ぴたりと凍こおり付き、


「お断りだよ……」


　わなわなと震ふるえる。


「ふざけないで。なにが『助ける』だ。余計なお世話だよ……」


「知ってます」


「は、どうだか！」


　幽霊が寄る。笑えみを浮うかべて親しい友のようにアイにしなだれかかる。


「ああ、もう、アイは可愛かわいいなぁ。可愛くてむかつくなぁ。賢さかしげで、真まっ直すぐで、転んでもまた立ち上がって。本当に可愛いくて、むかつくなぁ」


　幽霊の顔が激情にゆがむ。


「ああ、決めた今決めた。やっぱり戦おう。殺し合おう。いや、こっちはもう死んでいるんだから、殺し合い、じゃあないか。死者が生者を殺すだけだ、なんて言うんだろうね、こういうの？　復ふく讐しゆう？　仇あだ討うち？　なんか違うね。だってこれはただ単純に、バランスを取るだけの事なんだから」


　幽霊の手が頰を撫なでる。なんの感かん触しよくも、温度もない。


「殺してあげるよ。アイ・アスティン。心臓をえぐって、首切り落として。それからまた聞いてあげるね。そんな風になってまで、まだ、世界を救いたいってほざけるか。切り落とした首に、聞いてあげるね？」


「……それはお断りします」


「アハ、自信がないの？　だったらやっぱり、アイの夢はニセモノだよ」


　そういう不安ではなくて、そもそも死んで、動けるか分からないという不安なのだが。


　ディーはふわりと十五メートルほど飛とび退すさる。そこには丁ちよう度ど、異い形ぎようの者たちが追いついていた。


「みんな、敵だよ」


　敵？　敵だと。敵はどこだ。あれが敵か？


　幽霊が囁ささやく。世界を救う者たちに、あれが敵だと教えてやる。


「やれ」


『うおおおおおぉぉぉ!!　わああぁアアァァああぁああ!!　ぎゃぎゃぎゃぎゃ!!』


　弾だん丸がんが飛来する、刃やいばが、炎ほのおが、爆ばく炎えんが、雪崩なだれを打って襲おそいかかる。


　アイは身構える。ショベルを握にぎって、迎むかえ撃うつ。雄お叫たけびを上げて足を踏ふん張ばる。


　しかしその前に、さらに飛び出す者がいた。


　ばばばばばばばばばん！　と爆ばく竹ちくの爆はぜるような音が響ひびき、


　全ての弾丸が力を失って大地に落ちた。


「アリス？」


　ディーが不思議そうな声を出す。


「なにしてるの？」


「なにしてるのじゃねえよ。撃たれりゃそりゃ、抵てい抗こうするさ」


「君は狙ねらわれてなかったでしょ？　邪じや魔ましないでよ」


「そうもいかない」


　排はい莢きよう。再装そう塡てん。


「俺、こいつに決めたからさ」


　その言葉を聞いてディーは「──!!」と固まった。


「噓だ……」


「本当だ。だからまあ、この場は、見み逃のがしてくれよ」


「信じない……」


　ディーが囁く。


「そんなの！　信じない！　やっちゃえみんな！」


　殺意が再び襲いかかる。アリスはそれに活意でもって迎え撃つ。殺す意志を生かす意志で撃ち落とす。


　ばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばば！


　両陣じん営えいから同じだけの弾丸が撃ち出され。中心地点でかち合って山を築いた。奇き襲しゆうを仕し掛かけた炎骨がその仙骨を正確に狙い撃たれてすっ飛んでいった。うごめく死者の腱けんが断たたれて大地に倒たおれた。血を流す拳こぶしとジャブを撃ち合うようにして動けなくさせた。


　しかし、拮きつ抗こうしたのは一瞬だけだった。


　弾たま切ぎれ。


　アリスは神速の再装塡を終えて再び撃ち出す。しかし、一瞬の遅おくれは弾のかち合う場所を少しだけ、しかし確実にこちらに寄せてしまう。


　二度目、


　三度目、その度たびに弾のかち合う場所キルゾーンはじりじりと二人に近づいていく。


「弾だん幕まくうすいよ！　ポムソン！　弾ケチッてんじゃないの!?　集中させてよ！」


　その上アリスの能力を知り尽つくしたディーが的確な指示を飛ばす。


「アリスの力は質量まではごまかせない！　対物火器アンチマテリアルライフルをつかって！」


「うっわ。やべ」


　ずばがん！　と、砲ほう声せいのような銃じゆう声せいが響き、砲弾のような弾丸がはき出される。


　アリスは右手と左手の射線を一いつ致ちさせて撃ち込み、砲弾の軌き道どうをほんの少しだけ押おし曲げる。


　しかしそれでも間に合わない。


　アイがその脇わき腹ばらにタックルをした。


「アリスさん！」


　体勢を崩くずしても、アリスは驚おどろいたことにまだ撃ち続けていた。今の一いち撃げきで敵に生じた隙すきを利用して死の地点をぐんと向こうに追いやる。


　しかし、


「はーいみんな動どう揺ようしないで目の前に集中。もうすぐ向こうは弾切れだよ。十、九……」


　銃の話ではない。アリスが持っている弾丸の総量。それが尽きようとしているのだ。


「五、四……」


「それは！　どうか！　な！」


「ふん、強がり言って。……二、一……」


　カウントが零れいになる。


　アリスの手の中で、回転式の撃げき鉄てつが空を叩たたく。自動式のスライドが引きっぱなしになる。


　足あし下もとには空薬やつ莢きようの山、視界の向こうでは舌なめずりする勇者の群れ。こちらの死を目の前にして悲しそうな顔をする幽霊。セリカを抱かかえて守る傷ス持カちー。その傷ス持カちーを守るユリー。


　辺りには霧きりの名残なごりと粉ふん塵じんの混合物。ゆっくりと落ちる塔とうの欠片かけら。夢の残ざん骸がい。凧カイトのように舞まうビニールシート。


　アリスの両手が愛銃を放した。熱を持った銃は死んだように薬莢の上に落ちた。


「殺やれ」


「うおおぉぉぉぉおおお!!」


　そしてその手が、いまだ、辺りに降り注ぐ塔の残骸へと突つっ込こまれた。中身の入ったマグカップ。千枚もありそうな絆ばん創そう膏こうの吹雪ふぶき。それらの舞い散るガラクタをかき回す。


　勇者達が一いつ斉せいに発砲。


　弾丸が迫せまる。逃にげ場ばなど無い、弾幕はもはや壁かべのよう。


　その、殺意に向かってアリスは叫さけんだ。


「っしゃあああぁぁぁぁぁ！」


　同時に両手が火を噴ふき、空中の弾丸を全すべてたたき落とした。


　その右手には三十二発装塡の突とつ撃げき銃じゆう、


　そして左手には六十四発装塡のサブマシンガンがあった。


『はっ？』


　とその場の全員があっけにとられた。


　アリスがその隙を見逃すはずがない。ついに弾丸の壁を破って、その向こうにある相手の銃器本体を撃ち壊していく。


「な、なにそれ!?　アリスにそんな能力があるだなんて聞いてないよ!!」


「あったりまえだ！　これは！　いま！　偶ぐう然ぜん！　拾っただけだ！」


　銃弾を全部はき出す。アリスはそれを放ほうり出して、また両手を宙に走らせる。そこにまたも銃が落ちてくる。


「は、反則だ！　インチキだ！　ご都合主義だ！　そんな偶然あってたまるかー!!」


「ある！　ここはそういう場所なんだ！」


　慌あわてた死者達が射撃を再開する。先に倍する銃弾がばらまかれる。


「お前達～！　やっぱり弾丸ケチってたな～！　最初からこれやれ～～～～!!」


　アリスはもう、銃を摑つかんですらいない。降り注ぐ銃の嵐あらしに手を突っ込んで、ただ、その引き金を撫でる。そんな方法で発射された弾丸はしかし、全てが思い通りの場所に届く。


〝拳銃喰らいブザービーター〟と〝世界塔ザ・タワー〟の、


　その本領がいま、発揮されていた。


　足下に今度は銃の山が築かれ始めた。空になったマシンガンが大地に落ち、反動を逃がせなかった自動式は一発撃っただけで確実にジャムってすっ飛んでいった。


　アリスが歯を食いしばって両りよう腕うでを二匹ひきの蛇へびのように暴れさせる。筋肉が弛し緩かんと収縮をひっきりなしに繰くり返かえして熱を持ち、背中からゆらりと湯気が立ち上る。


　ががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが


　撃つ。


　ががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが


　撃ちまくる。


　ががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが


　そして、やがて、


　銃声は止やんだ。


「な、なんでやめるの！　後一歩だよ！」


　幽ゆう霊れいが慌てて仲間に囁く。


「無理だねぇ」


「無理じゃないよ。見てよ！」


　指さす先でアリスがぼろぼろになっていた。両手の爪つめは全て砕くだけ、指先の皮ひ膚ふがめくれて血が滴したたっている。目もうつろで、たぶんもう、気絶している。


　だというのに、銃だけは放さない。


「無理だよ。幽霊」


　死者が装備をまとめている。玩具兵団パープルソルジヤーズが点呼を取る。拳が包帯に納められ。炎が鎮ちん火かして骨が服を着る。


「あれは修しゆ羅らだ」


「だから何さ！」


「本当なら俺たちだってあんな存在、殺しておきたい。だがね」


　死者の一人がひょいと、自分の銃を見せる。


　弾切れ。


「まさか、こっちが弾切れにさせられるなんて……」


「まだあるじゃない！　そこに、そこにも！」


「これは墓はか守もり用の最低限だ。死の川の渡わたし賃はやれても、これはやれないね」


　そのとき、空が白く染まった。


　無音の雷いかずちが塔を打った。


　何本も、何本も、


「ひぃぃ！　墓守だ！」


「ちくしょう。なんなんだここは！　本当に現実か!?」


「幽霊さま！　残念ですが私達はこの辺で失礼させていただきます！　くらっぱ！」


「あ！　こらまて！　キミ達！」


　死者達が逃げ出す。ディーはそちらとこちらを二回ずつ見て、


「ああん、もう！」


　結局、塔から離はなれていった。


　捨すて台詞ぜりふも、残さずに。


　雷が塔を打つ。瓦が礫れきの山から墓守達が生まれ、死に水を取るように辺りに散らばる死体を埋うめ始める。


　しかし、アイはそんなもの、見ていなかった。


「アリスさん！　アリスさん！」


　さっきから呼びかけているのにアリスは拳けん銃じゆうを握にぎったまま微び動どうだにしない。アイは拳銃をもぎ取ろうと力を込める。しかし両手は銃と一体化したかのようにぴたりと張り付いて離れない。


「アリスさん！」


「…………………………あ？」


　ようやく、返事があった。ぼんやりとしていた瞳ひとみに弱い火がともる。


「もう終わったんです！　もう放していいんです！」


「……へ？　なにが………………て、ああ……」


　アリスは乾かわききった表情であたりを見やり、ようやく状じよう況きようを思い出したのか、両手の中の拳銃をぽいっと放り、


　どさりと倒れる。


「アリスさ──」


「つっかれた────────」


　血だらけの両手を天に向けて、「しぬ──────」と叫ぶ。


「…………ビール飲みたい…………」


「だめでしょ。未成年なんだから」


「冗じよう談だんだよ。飲みたくないよ。あんな苦いもん」


　アリスは、なんだかハイになっているみたいだった。ケタケタと笑いながら全然おもしろくない冗談を飛ばしている。


　アイはほっとして、その隣となりに腰こし掛かけた。


　本当に、死んでしまったのかと、心配した。


「ディーは？」


「しっぽ巻いて逃げました」


「ははは、ざまぁ。──おっさん達は？」


「車を探しに行きました」


　ぶっぶー！　と遠くでクラクションの音がした。そちらを見るとなんと、あのあおい車が五体満足で走っていた。


「わ！　すごい！　よく見つかりましたね！」


「おお、やるなおっさん。意外と頭柔やわらかいじゃん」


「？　頭の柔いの固いのが、車を探すのに関係あるんですか？」


「いまだけな」


　そう言って、アリスは手を宙に突き出してくいっとたぐり、そこに落ちてきた葉っぱを捕つかまえて口に運んだ。


　草笛の音が辺りに響ひびく。


　それはどこか悲しい、曲だった。


　アイはそれを聞きながら、じっと塔を見つめていた。


　そこでは巨きよ塔とうが崩くずれ落ち、墓守の雷が乱らん舞ぶしていた。


　そしてそれが、終わろうとしていた。


　そのとき、


「あ」


「……。──♪」


　花びらが、


　幾いく千せん種、幾万種の花びらが、どこからともなく舞い始めた。


　藍あい色いろの桜が、漆しつ黒こくのかすみ草が、鋼鉄のバラが、カラメルのチューリップが、肉の芥け子しが、双ふた子ごのラフレシアが、


　ぱんっと咲さいて、散っていた。


「綺き麗れいだな……」


「はい……」


　ありとあらゆる花が咲いていた。


　しかしアイは少し不満だった。


「……山やま百ゆ合りがありません……」


「好きなのか？」


「ええ」


「そうか──睡すい蓮れんもないな」


「好きなんですか？」


「ああ」


　それ以外の花びらは、全てそろって舞まっていた。


　そしてその最後にふわりと、


　双ふた拵ごしらえの、桜おう桃とうの花が。舞い降りた。


　二人はそれらの花びらの上に寝ね転ころんでいた。


　塔を見る。




[image: ]


　そこはもう、ほとんど崩れ落ちて、力を失っていた。


「あそこの上でさ……」


　血で、赤黒く染まった指先が塔をさす。


「俺、言ったじゃんかよ。下に着いたら、お前に助けてもらいたいことがあるって」


　血まみれの草笛を吹ふいて、アリスが言った。


「おぼえてるか？」


　アイはこくんと、頷うなずきだけ返し、


　そっか、とアリスは確かく認にんを取り。しかしその先を話さずに沈ちん黙もくした。


　アイは催さい促そくすることなく、座すわって待った。


「あのさ、アイ。──俺たちを、助けてくれないか？」


　アリスが言った。


「俺『たち』？」


「ああ」


　アリスが言う。その顔には恥はじの感情があった。





「俺たちを、三年四組を、助けてくれ」





　そう言って、アリス・カラーは苦く笑った。






　あとがき







　肩かたこりが治なおりました。


　や、ええ、なんのこっちゃとお思いでしょうがそのままずばり、肩こりが治ったんですよ。はい。


　実は前回、高級椅い子すに乗のり換かえて、沈静化したかに見えた肩こりが忙いそがしくなるとまた出てきてしまってずいぶんと困っていたのですよ。


　それが、治ったと。


　うん、はい、や、なんか今回いつにもましてぐだぐだ進行ですが、それだけビックリだったんです。


　ビックリするくらいビックリだったんです。


　なのでそれを皆みなさんにお伝えしたく、こうしてスペースを取っていただきました。（※ちがいます）


　やり方は簡単！


　１）まず両手を後ろで握にぎります。


　２）したらばそのままぐいー！　っと拳こぶしを上に持ち上げます。


　……ここまでダイジョウブですよね？　なんだったら挿さし絵えをつけてもらいますので（※つきません）。


　まあ、あとは簡単！


　３）キープ＆繰くり返し。


　以上！


　ね、簡単でしょ？　──ちょ、石を投げないで！　俺おれだって最初は信じてなかったけれど（おかんから聞いたというのもあり）やってみたら効いたんですってば！


　肩こりでお悩なやみの方は是ぜ非ひ！　試してみてください。


　ちなみにこれは「肩用」かつ一番手軽なやつで（椅子でも出来る）、あともう一つ「腰用」もご紹しよう介かい。これはちょっとだけスペース必要です（といっても立てるくらい）。


　１）屈くつ伸しん。


　以上。


　──石を……石を投げないでー。（ところでいま「石を投げる」って変へん換かんしようとしたら「意志を投げる」に誤変換されて。ちょっと「ほう」ってなりました。──他人に石を投げる者は同時に、自分の意志もこう──なんというか、ね？　げふんげふん）


　正確には足の曲げ伸のばしじゃなくて股こ関かん節せつまわりを重点的に「開く」感じです。イメージはカエルです。これだけで結構違ちがうものなので、どうぞお試しくださいケロ。


　ていうか今気付きましたが、究極的には肩と股関節をダバダバ動かしてればいいという気も……。ま、まあ、気付かなかったことにしましょう。





　これでよし（一仕事終えた顔で）





　というわけで「神さまのいない日曜日」。四巻でした（順番がおかしい）。


　では引き続き告知のコーナーです。三巻でちょろっとレポートしました「神さまのいない日曜日」のドラマＣＤが現在、マリン・エンタテインメント様より発売中となっております。（http://www.marine-e.co.jp/sakuhin/fujimi/sunday/）


　これは一言で言うと、ヤバイです。


　当時、音おん響きようブースでしか聞いていなかった音声（それだけでも鳥とり肌はだものでしたが）に効果音や音楽がついてさらにパワーアップ！　とくに音楽の絡からみ具合が素晴らしいので皆さま是ぜ非ひ是非、聞いてみてください。


　や、ブースのライブ感もいいものでしたけど、こうしてパッケージされた完成品としての作品も素晴らしい……。「ちょっと音響とかこってみようかな？」なんて考えたくなってしまいそうでした。


　さらに！　「神さまのいない日曜日」コミック版も『ドラゴンエイジ』誌上にて好評連れん載さい中です。肋あばら兵へい器き先生の描く、また別の「神さまのいない日曜日」も是非お楽しみください。次の巻辺りで一巻の告知が出来るのかな？　まて、次巻。





　いろいろな人に支えられて、なんだかすごい所に来ましたシリーズ「神さまのいない日曜日」（長いな）。皆さん、大変ありがとうございます。


　二〇一〇年はなんと怒ど濤とうの年だったでしょう（地味に一周年です。シリーズも、僕も）。





　一年がたって、次巻はわりと、総決算な話になると思います（※最終刊ではまったくないです）。物語はまた次の場所へ──


　次巻、「神さまのいない日曜日」、第五巻。夏の前にはお届けしたいと思います。


　それでは、また。




入江君人





神かみさまのいない日にち曜よう日びIV





入いり江え君きみ人ひと
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